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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　カーテンの間から、茜あかね色いろの光が差しこんでくる。

　悠ゆう斗とは何度か瞬まばたきをした。

「……え？」

　向かい側に座っているのは、姉の京きよう橋ばし彩あや華かだ。

　今、なんと言ったのか？




　──その仕事、お姉ちゃんがすることになったから。




　彩華がテーブルの上の一ひと口くちチョコレートに手を伸ばした。ゆっくり包みを開けて、黒色のお菓か子しを口に放りこむ。

「はむ」

「姉さん？　〝その仕事〟って、火ひ屋や先生の新作のこと？」

「ん」

　こくり、とうなずいた。

　急に言われ、悠ゆう斗とは混乱気味だ。

　心を落ち着けて、頭の中を整理する。

　先日、悠斗は大手ライトノベルレーベルの帝てい王おう文庫から、依頼を受けた。

　人気作家──火ひ屋や大だい字じの新作ラノベ《レイン・レイン・ガールズ》のイラストだ。

　火屋という作家は、前作《アルテミス・クリムゾン》が〝レーベルの看板〟と評されるほどヒットした。

　そのイラストを担当していたのが、京きよう橋ばし彩あや華かだ。

　彼女は、悠斗よりもずっと世間の評価が高い。冗談ではなく〝天才イラストレーター〟と讃たたえられていた。

　可能なら彩華に描いてほしい──と編集部や小説家が考えたとしても不思議はないだろう。

　悠斗が提出したキャラクターデザインにＯＫをくれたが、実は気に入っていないのかもしれない。

　だとしても、事前に悠斗への連絡もなく？　帝王文庫のような大手レーベルが、そんな不義理なことをするだろうか？

「えっと……その件って、編集の船ふな山やまさんが依頼してきたの？」

《レイン・レイン・ガールズ》──略して《レレガ》の担当は、船山透とおるという女性編集だった。

「んー……」

　いつもはっきりした物言いをする彩華にしては珍しく、曖あい昧まいに言葉を濁にごす。彼女の視線が、隣へと向けられた。

　トレイを抱えるように持った少女──乃の木ぎ乃のノの香かが座っている。悠斗の身の回りの世話をしてくれていることはもう説明したが、彩華とはさっき会ったばかりだ。

　よく知らない人がいる前で、仕事の話はできないか。

　乃ノ香が腰をあげた。

「……すみません。あの……わたしは、ちょっと外に出ていますので」

　どうやら、察してくれたらしい。

　悠斗は両手を合わせる。

「ごめんね、乃ノ香ちゃん。終わったら連絡するから」

「はい、わかりました」

　乃ノ香は学生鞄かばんからスマホとサイフだけ取り出すと、一礼して部屋から出て行った。




　姉と２人きりになる。

　あとは、キャットタワーのハンモックで寝ている、猫のワコムだけ。

　悠ゆう斗とは訊たずねる。

「このほうが話しやすいんでしょ？」

「ええ」

「じゃあ、教えてもらえるかな」

　彩あや華かが真面目まじめな顔をした。

「悠ゆうちゃん……本当の本当に、あの子とは何もないのね？」

　２人きりになったら、いつもの呼び方になった。姉は悠斗を〝悠ちゃん〟と呼ぶ。子供っぽいから止やめてほしいと何度か頼んだが、いつまでも変わらないので、もう説得を諦めていた。

「えっと……そんな質問のために、外に出てもらったわけじゃないんだけど？」

「大切なことでしょ」

「まぁ、家族から犯罪者が出たら嫌だよね。乃のノの香かちゃんは、まだ中学生なわけだし」

「悠ちゃんなら、たとえ犯罪者になったって私は気にしないわ」

「そこは気にしてほしかった」

「相手の年齢の問題じゃないのよ。それで？　どうなの？」

「家事をしてもらってるだけだってば」

　断言してから、ふと思い出す──下着姿でモデルになってもらったり、水着姿で身体を洗ってもらったり、一緒に温泉に入ったり。

　──いや、それでも、やましい気持ちはなかった！　なかったはず。

　彩華が顔を近づけてきた。

「お姉ちゃんの目を見て言いなさい」

「いやいやいや、本当の本当だって。少なくとも、僕にやましい気持ちはない」

「あっちには、あるかもしれない、と……」

「ないよ！」

　ふぅ、と彩華が安あん堵どの吐息をこぼす。

「ならいいのだけれど」

「僕の質問にも答えてもらえる？　《レレガ》のイラストは、編集さんが依頼してきたのかな？」

「違うわ。別件で船ふな山やまさんに連絡したとき、あろうことか、火ひ屋やのイラストを悠ちゃんに頼んだ──なんて言うもんだから」

「うん」

「それなら私が描く、って」

「完全な横取りじゃないか!?」

「まぁ……悠ゆうちゃんがそう思うなら、そうかもしれないわね」

　彩あや華かがもぞもぞとお尻の位置を直し、背筋を伸ばした。ぴん、とお手本のような正座をする。

　姿勢を正すのは、彼女が何かを隠しているときの癖くせだった。

　この姉は、大人ぶって感情を顔に出さないようにしているが、照れると髪をいじる癖や、怒ると右手に左手を重ねる癖がある。

　他人にはわかりにくいが、ずっと一緒に過ごしてきた悠ゆう斗とには一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　今度は彩華が質問してくる。

「悠ちゃんこそ、どうして火ひ屋やの仕事を受けたの？」

　ナスさんにも訊きかれたな──と悠斗は思った。

「大手レーベルから、大賞受賞者でアニメ化実績もある小説家の新作挿絵の依頼だよ？　普通に考えて、良いい話じゃないか」

「嫌よ」

「い、嫌って……」

「だって、私と悠ちゃんを比べる人がでてくるでしょ。そんなの、楽しくないわ」

「もしかして、そんな理由で横取りしたの？」

「んー……そんなような感じね」

　まだ姿勢は正したまま──つまり、本心は語っていないらしい。

　悠斗は釈然としなかった。

　だから、言わないようにしていたことを告げる。

「僕は、比べられたいんだよ」

　察していたのか、彼女は驚かなかった。

「勝っても負けても、そんなの楽しくないって思わない？」

「楽しい気分になるために勝ちたいんじゃない。僕にとって、京きよう橋ばし彩華というイラストレーターは、目標なんだ」

　今度は少し驚いたらしい。彼女が何度か瞬まばたきした。

「もしかして、悠ちゃんにとって、お姉ちゃんは……憧れの女ひ性と……みたいな？」

「憧れか……うーん……」

「じゃあ、高たか嶺ねの花みたいな？　あ、お城のお姫様とか？」

　なぜ恋愛モノで使われるような比喩ばかりなのか。

　悠斗は首を横に振った。

「いや、そういうんじゃなくてね。どうしても喩たとえるのなら……ラスボス」

「ラスボス」

「姉さん、ものすごくクオリティの高いイラストを出して、〝落書きです〟とかコメントするときあるじゃん？　あれって〝今のはメラゾーマではない。メラだ〟って感じだよね。まさに大魔王」

「大魔王」

「悔しいけど、今の僕じゃ勝負にさえならないかもしれない。それでも、逃げてばかりいたら……って聞いてるかい、姉さん？」

　彩あや華かが打ちひしがれるように、床に手をついて項垂うなだれていた。

「ううぅ……ラスボス……あ、でも、魔王と勇者が結ばれる物語もあるわよね!?」

「なに言ってるの？」

　彩華が恨みがましい目で見つめてくる。

「前々から、ちょっとだけ、もしかしたら、そうかな……って思ってたわよ？　でも意識されてるのは嬉うれしいことだし？　でも大魔王はかわいくないでしょ」

　──かわいさは関係ないんじゃ？

　話を元に戻す。

「僕は本心を言ったよ。今度は、ちゃんと姉さんが話す番だ」

「あら、さっきの言葉は噓うそだって言うのかしら？」

「全部は話してないよね？」

「悠ゆうちゃんも、言うようになったわねえ……」

　彩華が少し考えこむ。

　なにか思いついたのか、小さなバッグから、スマホを取り出した。ぽんぽんと数回タッチする。

　そして、視線を悠ゆう斗とへ戻した。

「ここにヒントがあるわ」

「なぜ姉さんがイラストを引き受けたのか……」

「見たい？」

「そりゃそうだよ。ヒントを見せるんじゃなく、答えを話してくれてもいいんだけど」

　無表情を装っている彩華だったが、拗すねたような声色で言う。

「言いたくないもの」

「そんな言いたくない理由で、僕の受けてる仕事を持っていかないでほしいなあ」

「ヒントなら、見せてもいいわ」

　スマホを渡してくれるのかと思いきや──

　彩華が立ち上がる。

　スカートの端はしをつまんで、つつっと持ち上げた。

　悠斗は慌てて視線を逸そらす。

「なっ!?　姉さん、なにすんの!?」

「ここから持って行く？　なら、見てもいいわよ」

「ッ!?」

　なんと、彩あや華かのスマホは太ももに挟まれていた。

　持ち上げられたスカートは、ぎりぎりの高さで下着を隠している。練習したんじゃないかと思うくらい際どかった。

　悠ゆう斗とは頭を抱える。

「これは酷ひどい」

「悠ゆうちゃん……喜んでくれるとは思わなかったけど、そんな言い方はお姉ちゃんが傷つくかも」

「いやいやいや、普通の姉は、弟にそんなことしないでしょ!?」

「普通って、なに？」

「うーん……」

　ちょっと話すだけなら、彩華は常識人のような言動をする。

　しかし、そんなわけがない、と悠斗は知っていた。絵描きというのは優秀な者ほどネジが緩んでいるものだ。

　彩華の場合、緩むどころか何本も外れて飛んでいた。ときどき訳のわからない要求をしてくる。












　今回は、ワインレッドのスマホが、白い太ももに挟まれていた。

　何かが表示されていて、それが仕事を横取りした理由のヒントらしい。

　知りたい。

　でも、スマホを取ろうとしたら、肌に触れてしまう。いや、それ以前に、姉のスカートの中に手を突っこむことになってしまう。

　──ダメだろう、人として!?

　どうしたものかと悠ゆう斗とは固まった。

　彩あや華かが頰ほおを上気させる。

「ん……悠ゆうちゃんが……私の太ももを、じっと見てるぅ」

「僕が見たがってるみたいに言わないで!?」

　わーわーと騒いでいたら、キャットタワーがキシキシと音を立てた。

　ハンモックを蹴って、猫のワコムが降りてくる。

「……」

　ニャアとも言わず、悠斗に首筋をこすりつけつつ、彩華のほうへと歩いていった。彼女の足に、もふもふの身体を押しつける。

　やはり本来の飼い主に、よく懐なついている──というわけではなく、いつもオヤツを持ってくるのを覚えているのだろう。

　床に転がって、ゴロゴロゴロと喉のどを鳴らしておねだりした。

　かわいい。

　もう仕事の横取りがどうとか、ヒントを知りたいとか、実姉のスカートの中に手をつっこむとか、そういう雰囲気ではなかった。

　彩華が肩をすくめる。

「タイムアップね」

　彼女は自身の手で、太ももに挟んだスマホを取り出した。

　一瞬、見えてしまう。

「あっ」

　意外にも純白の下着──いや、重要なのはそちらではなく、スマホの画面だった。

　イラストだ。

　おそらく、彩華の描いたイラストだろう。

《アルテミス・クリムゾン》のメインヒロインと思われた。

　悠斗は彼女の発表した作品は、全てチェックしているつもりだったが、見覚えのない構図だった。

　──未公開のイラスト？

　それを見せる意図は、何なのか？

　残念ながら、本当に一瞬だったので、細部まではわからなかった。じっくり見れば、何か気付いたかもしれないが……。

　しかし、姉のスカートに手を突っこむわけにはいかないから、仕方がない。

　彩あや華かのほうも、悠ゆう斗との性格を把握していて、からかったのだろう。

　だとすると、一瞬だけ見えたのは、わざと……？

　彼女はスマホをバッグにしまい、小分けにした乾燥ササミを取り出し、猫にあげる。

　さっきよりも目元が赤い。

　ハンカチで鼻を押さえていた。

「はーい、ワコムちゃん、おひさひぶ……くしゅっ！」

「空気清浄機を二台にしてみたんだけど、無理みたいだね」

「うじゅ……こんだけ近くに来ちゃうとね……」

　彩華は猫アレルギーだった。

　鼻水をぬぐいつつ、それでもワコムをなでる。

「くしゅっ」

「ほどほどにね。ところで姉さん、さっきのイラストなんだけど……」

「……手を出さない子には、教えてあげません」

「いやいや、姉に手を出しちゃマズイでしょ」

「うっ、うっ……将来を誓い合った仲なのに……」

「な、なんの話!?」

　ぽろぽろ泣いているせいで、本当に悠斗が悪いことをしたみたいだ。あの涙は猫のせいなのに。

「……お姉ちゃんをお嫁さんにする！　って言ってくれたのに」

「い、いつ？」

「幼稚園の年長さん組のとき」

「ぜんぜん子供の頃じゃないか」

「５月25日の15時33分」

「細かいね!?」

　その当時なら、まだ姉は小３くらいのはず。そんな細かく記憶していることに、ちょっと引いた。

　乾燥ササミは全て食べてしまったが、ニオイが残っているのか、ワコムが彩華の指先を嘗なめたくり、ガジガジと囓かじりだす。

　姉は気にしていない様子だったが、右手にケガでもされたら一大事だ。悠斗は猫を引き離した。

　彩あや華かが腰を上げる。

　彼女はことさら無表情に、ヒントを隠すかのように挑発でもなく同情でもなく、まるで時計でも読みあげるように言う。

「……来週の火曜日の15時に、新作の打合せよ。船ふな山やまさんと、火ひ屋やと、場所は帝てい王おう文庫編集部。そのとき、私はカバーイラストを見せる予定だから」

「そう、なんだ？」

　どうして、それを自分に言うのだろうか？

「だから……悠ゆうちゃんが本当に……」

　そこまで言って、彩華が言葉を切った。ひゅっと息を吸いこむ。

「ふぁ…………………………くしゅんっ！」

　盛大なくしゃみだった。

　なにか雫しずくが、悠ゆう斗との顔に飛んでくる。

「わぷす!?」

「ぐしゅ……ごめ……くしゅん！」

「姉さん、垂れそうだよ！　ティッシュ！　ティッシュ！」

　大騒ぎのうちに、彩華は帰っていく。仕事の話は途中でうやむやになってしまったのだった。





　　　　　†






　１時間後──

　彩華が帰ったあと、連絡を入れて乃のノの香かに戻ってきてもらった。

　手早く用意された夕飯を囲む。

　元々は鶏とり肉にくを使ったシチューの予定だったが、照り焼きにしたらしい。タマネギやニンジンは温野菜のサラダにされていた。

　乃ノ香が訊たずねてくる。

「じゃあ、お姉さんが言い出して、編集さんがＯＫしちゃったんですか？」

「らしいね」

「……わたし、業界のことは、よく知らないんですが……イラストのお仕事を頼んだり、受けたりって約束ですよね？」

「うん。契約書がないこともあるから、口約束だと思ってる人が多いんだけど──」

　実は悠斗も最初の頃は、そう思っていた。

「──作業内容、スケジュール、報酬の書かれたメールが《発注書》になるらしいよ。返信メールが受諾の証明にも」

　なるほど、と乃のノの香かがうなずく。

「今回も約束があって……だからこそ、あんなに悩んでデザインを考えたり、起き上がれないような体調なのに表紙を描いたりしてるんですよね？」

　悠ゆう斗とは苦笑してしまう。

「まぁ、キャラデザで悩んだり、体調が微妙だったりは、僕の問題だから……とはいえ、契約があるのは事実だね」

　出版社側が約束を反ほ故ごにすることは、そう多くなかった。

　少なくとも、クリエイター側よりも誠実な場合が、ほとんどだ。

「でしたら！」

　乃ノ香の言わんとすることは、わかる。

　一度は悠斗に依頼しておきながら、なぜ船ふな山やまは、京きよう橋ばし彩あや華かの申し出を受けたのか？

「姉さんは、別格なんだよ」

「そんなにですか？　わたしはユウト先生の絵のほうが好きですけど」

「はは……ありがとう。でも、数字が出ていることだからね」

　実績という点で、悠斗と彩華には格段の差があった。

　そういえば、乃ノ香は中学生になってから、ラノベを読むようになったらしい。ちょっと前のことは知らないだろう。

「……京橋彩華がデビューしたのは、もう７年前か。高校生になってから、なぜか急に本気で描きはじめて、高２のときpixivにイラストを投稿したら、すぐオファーが来たんだよ」

　当時のpixivは今ほど盛んではなかったが、アンテナを向けている熱心な編集者は少なくなかった。

　乃ノ香が目を丸くする。

「高２ですか!?　早かったんですねー」

「いや……ネットを見てると、もうプロで通用しそうな画力を持ちながら、まだ中学生の子なんかもいるから」

　彼女が息を吞のむ。

「……そう、なんですか？」

「前にも言ったけど、本気で１０００時間ほど使えば、誰でも画力は身につくんだよ。その〝本気で〟ってのが難しいから、多くはないけど」

「……なるほどです」

「重要なのは、年齢じゃなくて──そのときから、もう抜群に上う手まかったことだ。プロの編集者たちが〝名のあるイラストレーターの別名義では？〟と疑ったくらいにね」

　ふむふむ、と乃ノ香が何度もうなずいて聞いていた。

　食事の手も止まっている。

「姉さんが編集者との初顔合わせに行ったとき、なかなか本人だと信用してもらえなくて、その場で絵を描いた──なんてこともあったらしいよ」

「あはは……それは、申し訳ないですが、編集さんの気持ちもわかってしまいますね」

「京きよう橋ばし彩あや華かのイラストは、ただ上う手まいってだけじゃなく、流行の作風とは明確に違っていたんだ。誰の真ま似ねでもない……姉さんはあまりアニメやマンガを見なかったから、知らなかっただけかもしれないけど」

「デビュー作で、いきなり大人気になった──と聞いたことがあります」

「原作にも恵まれて、どんどん有名になったよね」

　その時期に同人活動もはじめ、初参加にして長蛇の列を作った。

　購入者の行列とは別に、差し入れを渡すファンや、挨拶の業界人も順番待ちになり、『挨拶列最後尾』の看板が必要になったほどだ。

　──あの看板、僕が作ったんだよなぁ。用意してください、ってスタッフに言われて。

　乃のノの香かが不思議そうに訊たずねる。

「あの……失礼かもですが……今だと、そこまで珍しい作風ではないですよね？」

「アマチュアばかりじゃなく、プロにまで真似されたからね」

　彩華が高評価されたあと、同じような作風で描くイラストレーターが増えた。いわゆるフォロワーと呼ばれる人たちだ。

　ただ売れただけではなく、彼女は業界の流れまで変えてしまった。そういうターニングポイントとなるクリエイターは時代ごとに現れるもので、京橋彩華は間違いなくその１人だった。

「……ああいうのを〝天才〟と呼ぶんだろうな」

　乃ノ香が視線を落とす。

「そうなんですね」

「たぶん」

「でも、悔しいです」

「え？」

「だって……ユウト先生が、あんなに頑張ったのに……悲しいです」

「いや、それは…………」

　こういう世界だから。

　そうと知りつつも、悠ゆう斗と自身にだって割り切れない気持ちはあるのだった。




















　21時──

　悠ゆう斗とは秋あき葉は原ばら駅にいた。

　夕飯のあと、乃のノの香かは励はげましの言葉を置いて、帰っていった。

　まだ中学生だから、なるべく20時頃には帰宅してもらうようにしている。

　その直後、錦にしきから『マスターアップしたぜ！　メシ行こうぜ！』と連絡が来た。

　錦はイラストレーターとしての依頼を受けつつ、Ｒ18系のゲーム会社に勤めてもいる。ここ２週間ほどは会社に泊まりこんでいる、と聞いていた。

　正直、今の悠斗は楽しく話せるようなテンションではないのだが……。

　むしろ、気分転換をしたほうがいいかもしれない──と誘いを受けたのだった。




　電気街口改札を出て、周囲を見渡す。

　11月の夜は、さすがに寒い。

　ダッフルコートを着てきたが、ダウンコートでも買ったほうがいいかもしれない、と悠ゆう斗とは思った。

「あ…………」

　駅の柱にある、姿見くらい大きな液晶パネルに、見覚えのあるイラストが表示された。

　ハラミが挿絵を描いているラノベ《〇マル七ナナ二フタ小隊前進セヨ！》の広告だ。

　先月、彼女が作さ業ぎよイプで描いていたものだった。

　アニメは来年の夏に放映らしい。

　悠斗は自分がアニメ化した頃のことを思い出して……あれは大変だったなぁ、と感慨にひたるのだった。

　その柱の向こう側から、茶髪の男が姿を現す。黒革のライダージャケットを着込んでいた。

「よお、ユウト！」

「おつかれ、錦にしき」

「いやー、ヤバかったぜ！　なんとかマスターアップしたけど、また延期かと思った」

「そんなこと、こんなとこで言わないほうがいいんじゃない？」

　悠斗は苦笑した。

　そして、もう１人──

　電車１本ぶんほど遅れて、編集者の永なが井いも合流する。男３人で店へと向かうのだった。
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　千ち代よ田だ区く外そと神かん田だ《バーオネスト》

　やや駅から離れた場所にある店で、階段を下りた先に入口がある。

　店長の趣しゆ味みらしく、アニメのチラシが置いてあったり、ゲームのポスターが貼ってあったり。

　店内に入ると、酒さか瓶びんのならぶ壁と、バーテンダーのいるカウンターが目に入る。そして、テーブルとソファーがあるスペースは、額装のイラストが飾られたギャラリーとなっていた。

　一番奥の席に落ち着く。

　内装は普通のバーなのに、飾られているのはゲームのイラストだ。さすがは秋あき葉は原ばらというべきか。

　黒板に書かれたオシャレなメニュー表にも、キャラクターをイメージしたカクテルがあった。

　錦が壁の酒瓶に視線を巡らせる。

「オメデタイ日だし、ボトルを開けるか！　マスター、あのオールドプルトニー21年、まだある？」

　いつもの悠ゆう斗とならビールでも頼むところだが、お祝いの席ということで付き合うことにした。ハイボールを頼む。

　永なが井いは水割りにした。

　悠斗たちはグラスを持ちあげて、乾杯する。

「マスターアップ、おめでとう」

「おつかれさまでした、二に色しき先生」

「ありがちょー!!」

　ぐいっ、と錦にしきが飲み干す。そんなペースで吞のむような酒ではないと思うのだが……？

「いやぁぁぁ！　仕事が終わったあとに吞む酒は格別だぜ！」

「錦、会社の人たちとは打ち上げやらないのかい？」

「やるだろーけど、駅前の居酒屋だろうなー。それに、社長や協力会社のＰプロデユーサーも来るから、俺の立場だと酔っ払えねえんだよ」

「つらいとこだね」

　錦はＲ18ゲームの開発会社で、グラフィックチーフをしていた。

　大勢のグラフィッカーに着色の仕方を指導したり、ときには自分で手直ししたりする。












　原画を描くこともあるが、あまり機会は多くないらしい。彩色が好きなのだと言っていた。

「んで？　ユウトは、どうしたんだ？」

「……な、なんのこと？」

「俺とユウトの仲だろ、顔を見ればわかるって」

「気持ち悪いんだけど」

「なーんてな！　帝てい王おう文庫の知り合いから、ちょっと話を聞いたもんでよ」

「だだ漏れかぁ」

「ははは……詳しくは知らないけどな」

　永なが井いが話に乗ってくる。

「帝王文庫の件で、なにかあったんですか？」

　世間的には、彩あや華かが姉であることを悠ゆう斗とは隠している。しかし、この２人とは付き合いも長く、もう事情を打ち明けていた。仕事について相談することも多い。

　隠す理由はないだろう。

　火ひ屋や大だい字じの新作のイラストを京きよう橋ばし彩華が引き受けたらしい──ということを説明した。

　錦にしきが首をかしげる。

「んん？　そいつは妙じゃね？　だって京橋さん、一度は断ったわけだろ？」

「それは聞かなかったけど……」

　ヒットした作品のイラストレーターは、そのまま次のシリーズも担当することが多い。

　しかし、イメージを一新したいといった理由で、他のイラストレーターを選ぶこともあった。

「京橋さんが申し出て、そっちに振ったってことはよ、もともと編集部と小説家は続投を希望してたわけだ。断られたから、ユウトにオファーしただけで」

「なるほど」

「ぶっちゃけ、京橋さんはブラコンじゃん？」

　錦の言葉に永井が驚いたような顔をした。

「そうなんですか？」

「間違いねえ」

　悠斗は慌てて首を横に振る。

「いやいや……あれは、僕をからかってるんじゃないかなー」

　スマホを脚に挟んだイタズラまでは、恥ずかしくて話せなかった。姉の名誉のために墓まで持っていくしかない。

「あれはガチだって。んで、ブラコンなのに弟から仕事を横取りするなんて、おかしいだろ？」

「やっぱり引き受けたくなったんじゃ？　アニメ化までした作品で組んでたんだし」

「いやー、無理を押し通すほど惜おしくはないだろ」

「良い話だよね？」

「普通のイラストレーターにとってはな。でも〝格〟ってもんを考えろよ、ユウト？」

　錦にしきに呆あきれた顔をされてしまった。

　永なが井いが腕組みしてうなる。

「ん～、まぁ、そうかもしれませんねー」

「え？　帝てい王おう文庫は大手だし、火ひ屋や大だい字じ先生は人気作家でしょう？　これより良い話なんて、なかなかないんじゃ……？」

「そもそも、イラストレーターにとってラノベは〝成功したらデカイけど確率は低い〟仕事なんだよ」

　そのあたりを悠ゆう斗とはいまいち把握していなかった。

「どういうこと？」

「運良くラノベがヒットすれば、関わってる人が少ないぶん名前を知られやすい。だけど、そんな成功例は、はっきり言って少ない。博ばく打ちみたいなもんだな。ガチャでＳＳＲを１発引きするくらいの確率だ」

「ガチャに喩たとえるのは、どうかと思うけど……」

　残念ながら、成功は狭き門ですね──と永井も同意した。

　錦は言う。

「挿絵を担当したラノベがアニメ化でもすれば、一気に仕事が増える。名が上がって後々の発展性もある。でも、そーいうのが嬉うれしいのは、まだ実績が足りねえからなんだよ」

「そういうもんかな？」

　プロのイラストレーターとしては３年目になる悠斗だったが、そうした事柄には詳しくなかった。絵を描くことと直接には関係がないからだ。

　錦がウイスキーの入ったグラスをマイクにして、まるで演説するかのような口調で断言する。




「イラストレーターにゃあ、格ってもんがある！」
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　格──

「まぁ、なんとなくは、わかるけど……」

「ゲームっぽく言うなら、ランクだな。Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅみたいな５段階だ」

「６段階あるよ。酔っ払い？」

「ヨッテナイ！　んじゃま、Ｓ～Ｄでいいや。んで、これはイラストの上う手まさとは無関係の〝業界での評価〟だ」

「え？　イラストレーターの格なのに、技術と関係ないの？」

「関係ねえな」

　また妙なことを言い出したんじゃ──と思って、悠ゆう斗とは永なが井いに視線を送る。

　しかし、ベテラン編集である永井が、それを否定することはなかった。

　錦にしきが言葉を重ねる。

「てか、イラストの技術を語るなら、いちいち〝格〟なんて言葉を使わなくていいだろ。そのまんま〝技術力〟でいいじゃんか」

「たしかに……」

「この〝格〟ってのは、どんな仕事が来るか。どんな仕事を選べるか、ってあたりの指標だと思ってくれりゃいい」

「ふむふむ」

「話を無限に広げても役立たねえから〝ラノベのイラスト経験者〟に限った話にするんだが──どっかのレーベルでデビューはしたけど、いまいち売れなかったようなイラストレーターが、ランクＤな」

「とにかくデビューできたら、ランクＤか」

「ぶっちゃけ、どんだけ上手くてもな。売れなかったという実績がデカイわな」

「厳しいようだけど、そうだね」

　悠斗にも異論はなかった。実績的には一番下ということになり、選べるほど依頼がこない立場だ。

　永井がため息をつく。

「……同じイラストレーターさんが、同じ時期に挿絵を描いても、一方の作品は売れて、一方の作品は売れないことがあるので、ライトノベルの売り上げがランクを決めるというのは、申し訳ないような気持ちはありますけどね」

　錦が永井の背中を叩たたいた。

「編集者なら〝絵は下へ手た糞くそだけどイケてる企画に使ってやって、売れっ子にしてやる〟くらい言ってくれよ。むしろ、俺を売れっ子にして！」

「二に色しきさんは、もう売れっ子ですよ」

「いやー……俺は、イラストレーターとしては、せいぜいランクＣだろうな」

　悠斗は意外に思う。

「錦、ずいぶん自己評価が低いんだね？　ヒット作に恵まれてなくても、イラストの評価は高いのに」

「だーかーらー、絵の技術はランクと関係ねえの。俺は何本も描いてるけど、アニメ化したことないだろー」

「コミカライズは、やったことあったよね？」

「それイラストレーターの実績には、関係ないから」

　永なが井いが割って入る。

「でも、コミカライズしてるってことは、ちゃんとコミュニケーションの取れる方だという証明になりますから、オファーを出すときは参考にしますよ」

「まともに会話できない問題児は別として……コミカライズを何本やってようと、アニメ化したことのあるイラストレーターのほうが、扱いは上になるっしょ」

「ははは……そのへんは編集者ごとに、考え方がありますからね」

　大人の回答だった。

　錦にしきが腕組みする。

「コミカライズは作品にとっては、間違いなく良いことだ。読者が増えるし、アニメ化の可能性も出てくる。だけど、コミカライズへの賞賛は、漫画家さんのものだからな」

　それは当然だね──と悠ゆう斗とも同意した。

　他の要素はどうなのか。

「同人での評価は？」

「ぶっちゃけ、影響ねえな。あと、イラストレーターがエロゲーやエロマンガで活躍してても、客層が違うんだよ」

「そうか。ラノベは中高生向けの媒体だものね」

　最近は購買層が20代以上に広がりつつあるが、中高生にも売れなければヒット作にならないという状況に変わりはなかった。

　永井が補足する。

「どんな媒体であろうと、お客さんを摑つかむのは大変ですから……それができているという実績は、ちゃんと考慮しますよ？」

「ナガチーは、そう言ってくれるけどさー」

　錦が空からにしたグラスに、またウイスキーを注いだ。

　そして、話を次へ進める。

「さてさて──挿絵を描いたラノベが、めでたくアニメ化まで行ったとしよう。そしたら、ランクＢだ。悠斗とかな。もうすぐ、ハラミも仲間入りか」

　悠斗は首をかしげた。

「アニメ化してさえ、Ｂなんだ？　〝ガチャでＳＳＲを１発引きするくらいの確率〟って、言ってたよね？　それでやっと、５段階評価の真ん中なの？」

「ああ、それがランクってもんだ。格上と格下が同数なわけじゃない」

「わかるけど……じゃあ、ランクＡの人って？」

「複数のアニメ化」

「ああー……」

「それか、大作コンシューマーゲームや、オリジナルアニメのキャラデザとかな。もちろん、キービジュアルも描く。ＴＶでＣＭはやるし、雑誌に広告は載のるし、駅に大看板があったりする。もうオタクじゃなくても、その人の絵を見るくらいにな」

「それは格上だね」

「ナストキュウリさん、ランクＡだぞ？」

「あ…………」

　イラストレーターの格などというものに頓とん着ちやくのない悠ゆう斗とは、ほとんど意識することなく、ナスと知り合い、今は友人づきあいをしている。

　しかし、こうして説明されてみると、明確に差があることを実感するのだった。

「ランクＡのイラストレーターってのはさ、オタク産業の看板なんだよ。アニメもゲームもマンガも見ないような人に興味を持たせて、引っ張りこむ──そういうのを期待されてんだ。じゃなきゃ、オタク以外に対して露出させる意味がねえ」

「……すごいね」

「オリンピックの選手みたいなもんだな。その競技を代表するって意味で」

「ん？　でも、その上があるんだよね？　ランクＳって？」

「そりゃ、代表選手の上って言ったら、メダリストしかないだろー。つまり、この業界の歴史に残るような人だよ」

「それって……」

「おうよ、京きよう橋ばし彩あや華かは、ランクＳだな」

　姉が高く評価されていることは充分に承知していたが、改めて突きつけられると、その差の大きさに言葉を失ってしまう。

「ああ……」

　ふと、遠くに聳そびえる雪山を幻視する悠斗だった。
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　関係あるかわからないんですけどね──

　そう永なが井いが切り出した。

「ユウト先生……もう火ひ屋や大だい字じ先生とは、会っていますか？」

「いいえ。編集の船ふな山やまさんとだけ」

　錦にしきが訊たずねる。

「ナガチー、なんかオモロ話を聞いてんの？」

「まぁ、ちょっとした噂うわさ話ばなしというか……帝てい王おう文庫の編集者に、愚ぐ痴ちられたことがありましてね」

「ほうほう？」

　錦にしきが舌に潤じゆん滑かつ油ゆを差すように、永なが井いのグラスにウイスキーを注いだ。苦笑しつつ、ぐいっと永井が強めの酒を吞のむ。

「火ひ屋や先生、イラストへのダメ出しが多いらしいんですよ」

「うじゃじゃ、そのタイプかー」

　錦が顔をしかめた。

　悠ゆう斗とは首をかしげる。

「問題があるのなら、言うのは当然じゃない？」

「んにゃ、本文にも指示書にもなかったことを後出しで言ってくるようなのもいるんだよ。やってらんねえ」

「うーん……でも、ダメだと思ったら、言ってもらったほうがいいけど……」

「ろくに絵も描けないのに、どうしてダメだってわかるんだ？」

「え？　いや……どうしてだろう？」

　永井が首をすくめた。

「そうなんですよね……小説家の先生には、文章を書いたときのイメージがあるとは思うんですが、頭の中にしかないわけで……絵として成立しているかもわからないし、絵として魅力的かもわからないんです」

「ぶっちゃけ、小説家なんてイラストについては素人しろうとだろ。俺より描けるっていうなら、そもそも依頼すんなって話だしよ」

　錦が語気を荒くした。

　悠斗は宥なだめるように落ち着いた声で訊たずねる。

「……昔、何かあった？」

「何本もやってると、いろいろな……イラストレーターを自分の脳内イメージのプリンターだと勘違いしてる作家と、その勘違いを正さない編集者には、関わらないほうがいいぞ。割に合わねえ」

「そ、そんな人がいるんだね」

　永井が話を戻す。

「火屋先生は〝自分の意見が通らないなら出版しない〟と言い出すようなタイプらしくて、よく担当編集と対立してたようですね」

「ええっ!?　新人の頃ですよね!?」

「そうですが、新人賞で大賞を取った作品が世に出ないというのは、編集部としては避けたい事態ですし、期待感のある出来だったのでしょう。実際、ヒットしたわけですから」

「たしかに……」

「そのときの担当は〝より良い本にするために協力し合うのが作家と編集者〟という考えの方でして。大勢の作家さんに慕われてる面倒見のいい人なんですけどねえ」

　錦にしきが納得したように、首を縦に振った。

「だから、交代したわけだ」

　そういえば、船ふな山やまは数ヵ月前に、火ひ屋やの担当になったらしい。前の編集者と合わなかったのか。

「《アルテミス・クリムゾン》１巻のとき──火屋先生がカバーイラストが完成したあとで、いろいろと不満を言い出したそうで……京きよう橋ばし先生のほうから、描き直しを申し出たなんてこともあったとか」

　錦がのけぞった。

「あの京橋彩あや華かにダメ出しー!?」

「もう４年近く前ですよ。京橋先生もファンタジー系は初めてでしたから」

　べろん、と錦が舌を出す。

「俺なら降りるね。やったぶんは請求してな」

　ずっと話を聞いていた悠ゆう斗との脳裏に、一瞬だけ見えたワインレッドのスマホの画面が過よぎる。

「あっ!?　あのイラスト……」

「どうしましたか、ユウト先生？」

「……姉さんが……えっと……京橋彩華が、今までに公開されたことのないイラストを、ちょっとだけ見せてくれたんです。たぶん《アルテミス・クリムゾン》の」

「完結したシリーズの未公開イラスト？　あ、それが、描き直しを申し出たカバーかもしれませんね？」

　永なが井いの言葉に、錦がうなずいた。

「ああ、なるほどなー。ってことは、京橋さんは──ユウトを守ったわけか」

「ベテラン編集が担当してすら、イラストにダメ出しが多かったわけですから、新人編集だともっと増えそうですね」

「編集部で持て余してるけど、数字を叩たたき出だしてる看板作家だから放ほう逐ちくもできず、新人編集に押しつけたか。そんな案件に関わったら、イラストレーターは生いけ贄にえだぜ」

「ッ!?」

　悠斗は息を吞のんだ。

　永井が深いため息をつく。

「そんなことになったら、私のほうからも、帝てい王おう文庫さんと話をするつもりではありましたが……」

　錦にしきが悪そうな笑みを浮かべた。

「ひひひ……世間知らずのユウトに痛い目を見させて、いかにナガチーが守ってやってるか、わからせよーとしたんじゃねーの？」

「とんでもない。関わってるイラストレーターさんには、どこの案件であろうと成功してほしいと思ってますよ。火ひ屋や先生はラノベを代表するような人気作家ですから、ヒットする可能性は高いですし」

「まぁ、小説は上う手まいんだろうけどよ」

　錦の評価は辛しん辣らつだった。

　悠ゆう斗とはうつむく。

「……絵も評価はできる人なんじゃないかな？　的外れな指摘なら、姉さんは描き直したりしないよ」

　彼女は泣き寝入りする性格ではなかった。

　なんにしても、あの京きよう橋ばし彩あや華かですら大変だと思う案件のようだ。だから、一度は断った。

　それなのに、悠斗が引き受けたと知って〝私が描く〟と横取りした。

　弟を守るために。

「……感謝……すべき、かな」

「うむ、そういうことになるんじゃね？　やたらリテイクの多い仕事は、下へ手たすると潰されるぜ」

「ユウト先生なら、もっと良い話が、すぐに来ますよ」

　錦と永なが井いが言った。

　このことを彩華が言わなかったのは──おそらく、弟のプライドを傷つけないためか。そこまで配慮されていたなんて。

　悠斗は頭を左右に振る。

「いつまでも姉さんに守られてるばかりじゃ、情けなさすぎる。ダメ出しが多いといっても……京橋彩華は、火屋大だい字じを納得させるイラストを描いて、刊行され、ちゃんと人気も博したんだから」

「そりゃそうだが……どうする気だ、ユウト？」

「僕が、それだけのイラストを描ければいいんだ」

「オマエなぁ……わざわざ割に合わない仕事をすることねえと思うぞ？」

　錦が落ち着くように諭さとした。

　永井が少し考えてから、訊たずねる。

「ユウト先生、帝てい王おう文庫からは、まだ連絡が来てないんですよね？」

「はい」

「とすると、編集部も困っているのかもしれません。一度は依頼した案件を、落ち度もないのに別の方へ振るというのは、まずありえないですから」

「なるほど」

「電話を掛けてみては？　ユウト先生の気持ちを伝えて、納得できるようにしたらいいかと」

「そうですね！」

　悠ゆう斗とはスマホを持って店の外に出た。

　もう22時を回っていたが、帝てい王おう文庫に３コールで電話が繫つながる。

「あ、あの！　イラストレーターのユウトといいます。編集の船ふな山やまさんは、いらっしゃいますか？」

『……はい……私です』

　電話の向こうで、女性の硬い声が応じた。





　　　　　†






　30分後──

　錦にしきと永なが井いは２人で吞のんでいた。

　悠斗は先に帰っている。

　ボトルは半分も残っていなかった。

「二に色しきさん、大丈夫ですか？　かなり吞んでますけど……」

「おう、こんくらい吞まないと吞んだ気がしねえよ。ナガチーこそ、よかったのか？　ユウトが潰されちまうぞ」

「はは……ちゃんと気に掛けておきますよ。信頼できる先輩もいますし？」

「んにゃんにゃ……俺は同業者であって、べつにユウトのマネージャーでもなけりゃ、家族でもねえし」

「私も、べつに専属契約を結んでるわけではありませんから……」

　そこで言葉を切った。

　何杯目かのグラスを空からにして、永井が語る。

「……そりゃ、自分の見み出いだしたイラストレーターが、よそのレーベルで捨て石のように扱われたら、業ごう腹はらですよ」

「とめりゃよかった。ナガチーには恩がある。ユウトなら言うことを聞くさ」

　アマチュアだった彼を商業デビューさせ、アニメ化イラストレーターにまでしたのは、自分だという自負は永井にもあった。

　実力があるのに、それを発揮する場が得られないクリエイターは数多い。

　永なが井いは賭かけ、悠ゆう斗とは応えてくれた。

　錦にしきの言うように、危ない案件からは身を引くように諭さとすこともできただろう。




「でも、あれだけ成功した先生が、まだ成長しようとしてるんですよ。邪魔したくないじゃありませんか」




















「ナスさんってさ……」

「はい？」




「ユウトのこと、好きだよね」





　　　　　†






　悠ゆう斗とが長なが崎さきを旅行していた頃のこと──

　ナストキュウリこと佐伯さえき愛あ澄すみは、友人のイラストレーターに誘われ、都内の温泉施設を訪れた。

　その友人は、ＰＮを神じん宮ぐう寺じ神かみ絵えという。

　本名は知らない。

　他のイラストレーター仲間は〝ハラミ〟と呼んでいるが、本人があまり好んでいないようなので、愛澄は〝神絵さん〟と呼んでいた。

　サウナから出ると──浴場の蒸し暑い空気ですら、まるで湖こ畔はんの風のように涼しく感じられた。

　神絵も後に続く。

　そこで、あの言葉を言われたのだ。




「ユウトのこと、好きだよね」




　一瞬、なにを言われたのかがわからずに、愛澄は固まった。

　ゆっくり振り返る。

「え？」

　神絵はニコリともしておらず、まじまじと真剣な表情をしていた。冗談を言っていたり、からかうような雰囲気はない。

「もしかして、自覚なかったの？」

「なにを……ですか？」

「好きでもない男から貰もらった指輪を、左手の薬指にはつけないよ。いくらストーカー避よけだって、気持ち悪いじゃん」

「ち、ちが……ユウトさんは、友人で……」

「イラストレーター仲間ってこと？　そんなの、ナスさんくらい有名人なら、いくらでもいるでしょ」

「そりゃ……でも……」

　自分でもわかるくらい、愛あ澄すみはしどろもどろになっていた。

　神かみ絵えが近づいてくる。

　吐息を感じられるほどの距離に、顔を寄せてきた。タオルで隠しているとはいえ、お互いに裸だ。妙な緊張感がある。

「したいの？」

「うえ!?」

「ユウト、と……？」

「あ、あの、神絵さん、私は……その……」

　唇と唇が触れてしまいそう。

　神絵がささやく。

「………キス、とか？」

「そ、そ、そういうんじゃありませんから！」

　ドン！　と肩を押した。

　ただ離れるためで、それほど強く力を込めたつもりはなかったのだが……。

　バランスを崩した神絵が、とっとっとっ──と後ろへよろめく。

　タイル張りの縁へりに踵かかとをぶつけた。

　すてーん、という書き文字がつきそうな勢いで、背中から浴槽へとダイブする。

「はぎゃあ!?」

　そこには『水風呂』と書いてあった。





　　　　　†






「本っ当に、ごめんなさい！」

「いいって～……あたしも、悪ノリしたし～」

　ふへぇ～、と神絵が吐息をつく。

　浴場の中央にある一番大きな浴槽だった。もちろん、水風呂ではなく、こちらは普通に温かいお湯だ。潮の味がする。

　木製の縁を枕にし、神絵がふにゃふにゃになっていた。

　愛澄も温まっている。

「私、つい力が入ってしまって……」

「ユウトは友達なんでしょ？」

「はい」

「じゃあ、そういうことにしておくとして」

「……ええ」

　ちょっと引っかかる表現だったが、納得してもらえたということで、よしとする。

「あたしはさ、一緒にいるなら、寄りかかれるような男の人がいいんだよね。大きな樹きみたいに、背もたれにしても、枝にぶら下がっても大丈夫な」

「なるほど」

「ちょっと肌が見えたくらいでピーピー騒いだり、がっつくようなのは嫌なわけ。だって、疲れるじゃん」

「わ、私……男性と、お付き合いしたことがないので……」

「マジで!?」

「神かみ絵えさんは、あるんですか？」

「ゲームでなら」

「えー……」

　愛あ澄すみは自分の場合に置き換えて考えてみる。












　まず男性に寄りかかったり、ぶら下がったりしたいと思わない。それに、肌を見られたら、先に自分が騒ぎ出しそうだった。

　神かみ絵えとは求めているものが違う。

　彼女が片手をひらひら振った。

「男は40歳からがいいよねー。性欲が枯れてくるし、メンタル安定するし、なにより、貯金あるし」

「神絵さん、まだ20歳ですよね？　20歳差!?」

「あ、既婚者はＮＧね。不倫なんて、がっつきの極地じゃん。火遊びするヤツの、どこに安心感があるんだって話で」

「うーん……貯金があるような40代の男性は、だいたい結婚してそうですが……」

「それなー」

「でも、オタクの方だと、未婚も多いのでは？」

「んっん～、ガチオタの収入は、趣しゆ味みに消えてるでしょ。そういや、ナスさんの関わってるゲーム会社の人とかは？」

「社会的には、一部上場企業の正社員か、高収入の技術職ですから……年配の方は、だいたい既婚者ですよ」

「ちぇー」

　神絵が話題を転じる。

「でさでさ──ナスさんの趣味タイプは？」

　先に彼女自身のことを話されているぶん、はぐらかしにくかった。なかなかの策士だ。

「えっと……な、なんで、そんなこと聞きたがるんですか？」

「いやあ、あたしにも脈があるのかな、って」

「ひぇ!?　神絵さん、40以上の男性がいいんですよね？　私、まだ26歳なんですけど!?」

「……でも、貯金はありそう」

「目が恐こわいです。女性はＮＧです。え、えっと……私は……絵を描くことしかできませんから、趣味の合う人がいいです。絵の話ができる人」

　神絵がうなずく。

「できるよ、あたし」

「うっ……あと、押しの強い人は苦手です。つきまとわれたことが何度かあるので、追われると逃げちゃうんです」

「あーダメだわ」

　本心から残念そうに、神絵が湯船につっぷした。どこまで本気なのか、いまいちわかりにくい。

「神絵さん、押しが強い自覚はあったんですね」

「あはは……でも、ガツガツした男が苦手ってのは、同じだねー」

「そうですね。私は同世代がいいですけど。仕事で年配の方と話すことが多いんですが、話題が合わなくて……20年くらい昔のアニメやゲームの話をされても……」

「あるある！　赤ちゃんだったわい！　みたいな」

「はい……私は、せめて10年くらい前のアニメの話がしたいです」

「まぁ、そうよねー」

「ロボットの出てくるアイドルマ……」

「それは忘れてあげようよ」

「あれはあれで面白かったんですけどねえ」

　ひとしきり、ちょっと古いアニメの話をして、だいぶ茹ゆだってきた。

「──んじゃあ、話を戻して、ユウトのことなんだけど」

「は、はい」

「ＪＣは合意のうえでも犯罪でしょ？」

「そうですねえ」

「あたしも、ユウトは友人だと思ってるわけよ。友人を犯罪者にはしたくない」

「わかります」

「ユウトはヘタレだから、遠回しに言ってもダメ」

「……そうなんですよねえ」

「つーか、はっきり〝好き〟と言ってもダメ。押しが強いだけなら、もうマリィちゃんが落としてると思うし」

「えっ!?　そういう方なんですか!?」

　乃のノの香かちゃんも連れて一緒に温泉旅行中らしいが、大丈夫なのだろうか？　と愛あ澄すみは思ってしまう。

　まさか、悠ゆう斗とたちが３人で家族風呂に入っているなどとは想像もしなかった。

　愛澄の鼻先に、神かみ絵えが指先を突きつけてくる。

「ナスさん！　遠回しもダメで、押しが強くてもダメなら、もう押し倒すしかないよ！」

「意味が……わかりません」

「そこまでヤッちゃえば、大丈夫！　ユウトは責任を取るよ。ヘタレだけどクズじゃないから」

「押し倒した側は、どうなのかと」

「恋愛に駆け引きはつきものじゃん？　相手もハッピーなら、結果オーライでしょ」

「んー……なるほ……」

　納得しかけて、あわてて愛澄は頭を左右に振った。




「だ、だから──私は！　ユウトさんのことは、友人だって思ってるんですってば！」




















　11月７日──

　悠ゆう斗とはシチューの香りに包まれ、目を覚ました。

　遮光カーテンの隙間から、淡い茜あかね色いろの光が差しこんでいる。

　──夕方か。

　部屋には時計がない。

　ベッドの周りに、スマホは見当たらなかった。仕事机の上か、脱いだ服のポケットの中か。

　そういえば、ひさしぶりにベッドで寝た気がする。

　昨夜、部屋に帰ってきて、仕事机に向かったはいいが、寝不足のうえに強い酒が効いて、窓の外が明るくなってからの記憶がなくなっていた。

　二日酔いというほどではないが、頭が重い。頭の上に猫でも乗っているような感じだった。

「ふぅ……」

　悠斗のマンションは、ＤＫダイニングキツチンと私室の間に、仕切りスライドウオールがある。

　その仕切りが、ごとごと揺れて、すこし開いた。

　ひょこ、と頭を出したのは、乃のノの香かだ。

「あ、おはようございます、先生」

「やあ……乃ノ香ちゃん」

「お邪魔してます。もうすぐ夕飯ができるんですが……食べられそうですか？」

「もちろん。なんだか、とても空腹だよ」

　ベッドに倒れこんだのは朝方だと思うのだが、どれくらい長く寝ていたのか？　すくなくとも昨日の夕飯から、なにも食べていなかった。

　仕切りについた曇りガラスの向こうで、なにか黄色いものが揺れている。

「ん？　乃ノ香ちゃん……なにか持ってる？」

「あうっ……えっと……その……」

「どうかしたの？」

「ユウト先生を励はげましたい、と思いまして」

「僕を？」

　どうして？　と言いかけて、昨夜までのことを考える。

　たしかに、いろいろ悩んで苦労して、やっとキャラクターデザインにＯＫを貰もらったところで、実の姉に仕事を横取りされたのだ。

　──落ちこんでいて当然かも。

「大丈夫。今は、やる気に満ちてるよ」

「え？　なにかあったんですか？」

「来週の火曜日に、帝てい王おう文庫の編集さんや、火ひ屋やさんに、姉さんがイラストを見せるらしいんだけど、その席で僕のイラストも見てもらうことになった」

「ええっ!?」

「昨夜、船ふな山やまさんに電話して、そう決まったんだ」

　大手レーベルといえど、編集者は新人──京きよう橋ばし彩あや華かの突然の申し出に、どうしたものか迷っていたらしい。

　普通なら、依頼した以上は変更しないものだ。

　しかし、他ならぬ京橋彩華が描いてくれるなら、という気持ちがあったのだろう。

　だから悠ゆう斗とは、イラストを見て選んでほしいと申し出たのだった。

　向こうの部屋から、頭だけを出している乃のノの香かが、安あん堵どの吐息をつく。

「よかったです……もう元気になられたみたいで」

　ふと気付く。

　先ほど、悠斗を〝励はげましたい〟と言っていた。

「あ、もしかして……なにか用意してくれていたのかな？」

「うっ……いえ……盛大な空から回まわりだとわかりましたので……そっとスルーしていただけると、うれしいのですが」

　こんな気まずそうな乃ノ香の表情は、初めて見る。

　悠斗は頭を搔かいた。

「いやぁ……じ、実は……けっこう、励ましが欲しいと思ってるんだよ」

「本当ですか？」

「そりゃ、あの京橋彩華と勝負するんだから……もう、不安で不安で……」

　噓うそではない。

　メンタルが落ちこんでいる状況は脱した。前向きにはなれている。

　しかし、応援してもらえるなら、感謝しかなかった。

　パァァァ……と乃ノ香が表情を明るくする。

「わ、わかりました……それでしたら！」

　ごそごそ、と何やら準備する。

　しばらくして、スマホから流しているらしい音楽が聞こえてきた。

　乃ノ香が仕切りスライドウオールの向こう側から出てくる。

　ポニーテールにしていた。

　両手に黄色いポンポンを持っている。

　丈の短いシャツなので、手を挙げると、形のいいおへそがチラ見えした。そして、股また下したくらいの短いスカート。

　白と赤を基調としたチアリーダーの格好だった。

　しゃんしゃん、とポンポンを揺らして、ばんざいのポーズを取る。

「ユウト先生、ファイトです！」

「うん、うん」

「フレー、フレー!!　がんばれ！　がんばれ！」

「おー…………」

　さすがは行列のできるコスプレイヤーだけあって、乃のノの香かは激しい振り付けを繰り出しまくる。

　足が高く上がって、意外と本格的だった。

　スカートの中は黄色いショーツだ。これはコスチュームだから、見せる用のはずなのだが……。

　わかっていても、悠ゆう斗とは思わず無言になってしまった。

　衣装を用意してくれ、全力で応援してくれて〝嬉うれしい〟という気持ちはある。間違いなく嬉しい。

　──でも、気恥ずかしいな、これ。

　目を見つめながら応援されると、照れる。

「ドンマイ、ドンマイ！　ピンチもチャンス！　今こそチャンス！　大逆転！」

「うん……うん……」

　自分のために踊ってくれているのだから、視線を逸そらすのは申し訳ないのだが、無性にそわそわしてしまう。

　こういう衣装と振り付けなのだとわかっていても──スカートの中まで見えてしまうと、ヒャアッて思うし、揺れる胸とか、露あらわになっている脇とか、太ももとか。なによりチラチラしているおへそ……もうどこを見ていいのか？

　悠斗は動揺しまくっていた。

　１曲ぶんを踊りきり、乃ノ香が決めポーズを取る。

「ウ～、はいッ！」

　楽しげな笑顔を浮かべているが、かなりハードな運動だ。額に汗が浮かび、肩で息をしていた。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　悠斗は頭を下げる。

「ありがとう、乃のノの香かちゃん！」

「はぁ、はぁ……あの……元気、出ましたか？」

「うん！」

「よかったです！」

　今度こそ本当に安あん堵どしたように、彼女がゆるやかな笑みをこぼした。




　夕飯──

　制服姿の女子中学生がいる食卓というのも相当なのだが、チアリーダーと向かい合って食べるのは、かなりの破壊力があった。

　落ち着かない。

　メニューはサラダとシチューとローストビーフと白身魚のソテーだった。まるで、レストランのコースみたい。

　悠ゆう斗との家にある皿では足りなかったらしく、見たことのない皿が追加されていた。

「これも買ったの？」

「いえ……わたしの家から。お歳せい暮ぼとかで貰もらったお皿が、余ってましたので」

「皿って貰うもんだったのか」

　悠斗の両親は、まっとうに働く会社員だったが、誰かから皿を貰っているのを見たことはなかった。

　あはは……と乃ノ香が苦笑する。

　こんなに可愛かわいいくて中学生なのに、泊まりの旅行を許したり、いつも夕飯を外で食べているのに咎とがめなかったり……とても放任主義だ。特殊な家庭なのかもしれない。

　──まぁ、詮索はしないけど。

　問題が起きているわけでもなく、望まれてもいないのに、余よ所そ様さまの家庭の事情に踏みこむような真ま似ねは慎んだ。

　悠斗はシチューを飲む。

「ああ、美お味いしいね」

「よかったです！」

「ローストビーフ、久しぶりだなー。ちょうど食べたい気分だったんだ」

「わたしが切ったので、分厚くて恥ずかしいんですが……」

「あ、そうなんだ？　店で切ってあるやつを買ってきたのかと。これは充分にすごいと思うよ」

「いえいえ、そんなぁ」

　お世辞ではなく、乃ノ香の調理の技術は、相当なレベルだった。どれも、レストランで出てきたとしても文句はないほどだ。

「料理、夏の頃よりも上う手まくなったよね」

「そうですか？　なら、嬉うれしいです。毎日のように作ってますから」

「たしかに」

　元気な応援のあと、美お味いしい食事をいただいて、心にかかった靄もやが薄れたような気がした。
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　11月８日──

　夕方、部活の後に乃のノの香かがやってきた。

　けっこう大きなダンボール箱を抱えている。

「こんにちは。ユウト先生、これ、宅配ボックスに届いてました」

「編集部から？」

　ずっと起きていたが、作業に熱中していたせいで、宅配員の来訪に気付かなかったらしい。

　開けてみると、グッズの見本だった。

　カラフルな箱が入っている。透明プラスチックの窓があり、そこからキャラクターフィギュアが見えていた。

　乃ノ香が瞳を輝かせる。

「わぁー、《猫ソナ》の洋琴ぴあのちゃん！　しかも、魔導師バージョンじゃありませんか！」

「おお……出来いいね」

「ひらひらした衣装だけど、おへそだけは出てるんですよねー」

「アッ、ハイ」

　飲み会で熱弁してしまったせいで、悠ゆう斗とのおへそ好きは、乃ノ香に知られてしまっていた。

「原作だと普通に着替えてるんですけど、アニメだと変身したから、最初はビックリしました」

「ははは……魔法少女モノみたいになってたよね。読者からは賛否両論だったけど、マリィは喜んでたよ」

　悠斗がイラストを担当している《猫と宝石と銃のソナタ》の小説家は、小お倉ぐらまりぃという。

　本名はマリィ＝マルセル・コクラと名乗っているが、本当かどうか疑わしかった。

　言っていることの半分は噓うそだし、もう半分は意味がわからない──というような女ひ性となのである。

　悠ゆう斗とはフィギュアを箱から出してみる。

　イラストは前側しかない。背面は原型師の創作だった。

「おお……魔導師モードの背中、こうなってたのか」

「えー？　ユウト先生がデザインしたキャラクターじゃありませんか」

「描いてないアングルは考えてないしね。魔導杖マジツクスタツフも懐なつかしいなぁ……これ、元々は制服のまま杖つえだけ持つ予定だったんだよ」

「そうなんですか!?」

「初仕事ってことで、ちょっと浮かれてたんだよなぁ、僕」

　思い出すと、恥ずかしい。

　乃のノの香かが興味津々という顔で覗のぞきこんできた。

「じゃあ、ユウト先生がデザインして、設定が変わったんですか？」

「うん……指定どおりの絵とは別に、こういう格好も面白いかなって描いてみて。打合せのとき、永なが井いさんがマリィに見せてみたら、その場で着替える展開の原稿を書いてくれたらしいよ」

「気に入ってくれたんですねー」

「勝手に改変されるのを嫌がる小説家のほうが多いと思うけど……マリィは〝みんなで作るのが楽しい〟って」

「マリィ先生らしいです」

　２人は先日の温泉旅行で、すっかり仲良くなったようだ。空港での別れ際には、マリィが乃ノ香を連れて帰ろうとしていたくらい。

　改めてフィギュアを眺める。

　今でも、新キャラのデザインは丸投げされているが、さすがに存在しない衣装を勝手に描くことはなかった。

「そろそろ３年前かな。ずいぶん昔のことに感じられるよ……」

　順調にいけば、来年の頭にはシリーズ完結だ。

　ぽん、と乃ノ香が手を叩たたく。

「そういえば、ユウト先生──今月の13日が、お誕生日ですよね？」

「うん」

　最近、いろいろあったせいで、すっかり忘れていた。

　乃ノ香が興奮気味に言う。

「お誕生パーティーをしましょう！」

「いや……締め切りの直前だしな……」

　帝てい王おう文庫での打合せは来週の火曜だから、14日だ。

「あ……じゃあ、ちょっとお夕飯を豪華にするというのは、どうでしょう？」

「うん。それくらいなら」




　ピンポーン……




　そんな話をしていたら、玄関のチャイムが鳴った。

　また宅配便でしょうか──と乃のノの香かが出る。

　玄関扉が開いて、ヒョウ柄のコートなどという関西でしか売っていなさそうなものを着たハラミが顔を出した。

「がおー、食べちゃうぞー」

「食べないでくださいー」

　乃ノ香が応じて、２人して笑う。

　仲いいな。

「やあ、ハラミ。どうしたの？」

「近くまで来たから、猫でも見ていこうかと思って」

「うちは猫カフェじゃないんだけど」

　ハラミの後ろで、もう１人が申し訳なさそうな声をあげる。

「……すみません……お邪魔でしたか？」

「わっ、ナスさんも!?　えっと……どうぞ、あがってください。ちょうど休憩してたとこだから」

「ありがとうございます」

　ナスがお辞儀した。

　ハラミが唇を尖とがらせる。

「なんなんなの、その対応の差は!?」

「……日頃の行いかな？」

「真面目まじめな顔して言わないでよ。本気っぽいでしょ」

　──なぜ、本気じゃないと思ったのか。

　乃ノ香が２人と悠ゆう斗とにお茶を用意しつつ、訊たずねる。

「あの、お夕飯はどうされますか？」

　ハラミが手を振った。

「あらら、ごめんなさいねー。用意してもらっちゃって！」

　お茶だけでなく、夕飯まで食べていく気か。

　ナスが首を横に振る。

「そんな！　急に押しかけておいて、申し訳ないです」

「大丈夫ですよ。２人分も４人分も手間は変わりません。あ、ユウト先生さえよければ」

　乃のノの香かが言って、あとは悠ゆう斗と次第となった。

「まぁ……せっかく来たんだし、食事くらいしていったら。もう夕方だし」

　ナスがお辞儀し、ハラミがシュタッと片手を挙げる。

「ユウトさんが、そうおっしゃるなら」

「ごち！」

「じゃあ、買い出しに行ってきますので」

　お茶を出してから、乃ノ香がサイフとスマホをエコバッグに放りこんで、出かけていった。
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　淹いれてもらったお茶をすする。

「ふぅ……それで、今日の用事は？　もしかして、錦にしきに何か聞いた？」

「あはは……」

　ハラミが誤ご魔ま化かすように笑った。

　ヒョウ柄のコートを脱ぐと、いくら室内でも寒いんじゃないかと思うくらい肩も胸元も露出したタンクトップで、赤色のブラが隠せていない。そもそも見せるためのブラというやつか。

　下はトランクスよりも面積のなさそうなホットパンツだった。来るたびに露出が増えている気がする。

　一方のナスは落ち着いた格好で安心する。コートの下には白いブラウス。幅広のベルトを締め、オレンジ色で膝下まであるスカートをはき、脚は黒のストッキングで覆われていた。

　そのナスが訊たずねてくる。

「ユウトさん、帝てい王おう文庫の案件、京きよう橋ばし先生とのコンペになったって本当ですか？」

「そうなったというか……僕が希望して、そうしてもらったんですけどね」

「ラノベの挿絵で、コンペなんて」

「たしかに、珍しいかな」

　コンペティション──複数の制作者に案を出させ、より優れた者を選ぶ。競争や競技の意味だった。

　競争に負けたほうは、コンペ用に作った作品が、まったくのムダになる。普通は、そのリスクを負ってでも挑む価値があるような報酬の大きな案件で行われることだ。

　悠斗は頭を搔かく。

「今回のは、コンペっていうより……僕が勝手に描いたイラストを、比べてくれって言ってるだけだから」

「一度は依頼しておいて途中で取り下げるなんて、ありえません」

「そうだけど……僕が姉さんと競争したくなったんだよ」

　ナスがため息をついた。

「しかも、相手が京きよう橋ばし先生だなんて……」

「目標だからね」

「……わかりました。ユウトさんが納得しているなら」

「心配してくれて、ありがとう」

「いえ……思ったより元気そうで、安心しました」

「ちょっと前は、いろいろあって落ちこんでたけど……今は、やることが明確になったぶん前向きだよ」

「たしかに、京橋先生は素晴らしいイラストレーターです。世間での評価はすごいですし……でも、私はユウト先生の緻ち密みつな絵が大好きです。応援していますね」

「ありがとう。どうなるかわからないけど、全力を尽くすよ」

「はい」

　彼女がうなずく。

　しばし、見つめ合った。

　じっ、とハラミがコタツテーブルにアゴを乗せ、黙って見ている。その視線が、ちょっと気になった。

「な、なんだい？」

「……そろそろ、Ｈシーンなのかなって」

「どうして、そう思ったの!?」

「しませんよ!?」

　ナスが慌てて身を引いた。

　悠ゆう斗とはまったくそんな気持ちはなかったのに、下心を疑われてしまったようで、地味にショックだ。

　ハラミが意外そうな顔をする。

「ええ？　純愛エロゲーなら、ベッドに傾なだれこむ流れじゃなかった？」

「現実とゲームを一緒にするのは、やめるんだ」

「ユウトのヘタレ具合って、バグなんじゃないの!?」

「失礼な……僕は常識人なだけだよ。応援されたからって、そういう行為とは関係ないと思う」

「女キャラはピンチを助ける、男キャラはピンチで応援するとフラグが立つもんでしょ。幼なじみキャラは除く」

「恋愛感情に理由を求めるのは、オタクの悪い癖くせだよなぁ」

「そういや、エロ同人って、ごちゃごちゃストーリーあるより、１頁ページ目からＨしてるほうが売れるよねー。いきなりおっぱい見せちゃえば〝細けえことはいいんだよ〟ってなるっぽい？」

　ハラミの作るストーリーが荒唐無稽すぎるだけではないか、と思った。ストーリーが評価されている同人作家も大勢いる。

「まぁ……僕は成人向けを描いたことがないから、わからないけど……」

「ナスさん、やっぱり、いきなりおっぱいだよ！」

　唐突に話を振られ、ナスがうろたえる。両手で胸元を隠した。

「しません！　見せません！」

「ガード固いわね。もうちょっと攻めよ？　格ゲーでも〝待ち〟は嫌われるじゃん？」

「ううぅ……そんなに見せたいなら、神かみ絵えさんが見せればいいじゃありませんか」

　え？　とハラミが考えこむ。

「あたしがＨシーンに突入しても仕方ないと思うんだけど……ま、まぁ、ユウトがどうしてもってお願いするなら、１回くらいお試ししてもいいわよ？」

　悠ゆう斗とは真顔で問う。

「……頼んだら、お願いを聞いてくれるの？」

「ひぇ!?　う、うん」

「じゃあ、頼むから、そろそろ帰ってくれないかなー」

「ごはん食べてないから、やだー。まだ猫をもふってないし！　ねこーねこねこー!!」

　ハラミがキャットタワーのある奥の部屋へ行った。

　猫のワコムにフシャーと威嚇され、ハラミがフシャーとやり返す。猫は騒がしい人間が嫌いだ。

　悠斗はため息をつく。

　身の危険を感じていたらしいナスが、安あん堵どの吐息をついた。

「ふぅ……ごめんなさい、ユウトさん……大切な時期に、お騒がせしてしまって」

「いや、慣れてるから」

「そういえば、聞いたことなかったですね。神絵さんとは、どういう経緯でお知り合いになったのですか？」

「あれは不幸な事故だったんです」

「え？」

「錦にしきがイベントで、大学の後輩を紹介する──と連れてきたのが、ハラミで」

「そ、それは事故ではないような……」

「最初は礼儀正しかったんですけどね。髪も服も、あんな派手な感じじゃなかったし……どうして、ああなってしまったのか」

「ユウトさん……娘が不良になっちゃったお父さんみたいなこと言ってますね」

　ナスの言葉に、悠ゆう斗とは我が事ながら笑ってしまった。

　彼女が改まって話を切り出す。

「実は……今日は、ご報告がありまして」

「なんですか？」

「私、この近くに引っ越そうかと思っているんです」

「おお、そうなんですかー。いい街ですよ、なにかと便利だし」

「いつもは自宅作業なんですけど、会社にも顔を出しやすくなりますから」

「そういえば、会社員なんですよね」

「ええ、契約ですけれど……正社員になると、社宅とか住宅手当とかあるらしいんですが、他社の案件を引き受けにくくなっちゃうんですよね」

「契約社員なら、余よ所そからの依頼を受けるのも自由なんですか？」

「それは契約しだいですね」

「労働時間も制限もそれぞれか。もう物件は決めたので？」

「一応ですが。今日、神かみ絵えさんに付き合ってもらって内見して……よさそうな部屋があったので、申し込みしました」

「おおー、おめでとうございます」

「でも……都内は家賃が高いですね。今までの倍以上になっちゃって……審査に落ちなければいいんですが」

「ナスさんは契約でも会社員だし、大丈夫ですよ」

　彼女が眉尻を下げた。

「だといいんですけれど、なかなか……私、ちょっと前に転職してて。しばらく、フリーランスだった期間もありますから」

「そうだったんですね」

「前に、少しだけお話をしたかとは思うんですが……」

「ああっ！」

　会社の既婚男性に同人イベントでの用心棒を頼んだら、付き合っているなどと吹ふい聴ちようされてしまったという件を思い出した。

　それで、気まずくなって転職したのか。

　──友人から〝ストーカーほいほい〟なんて呼ばれてるくらいだもんなぁ。

「今の職歴が短いせいか……この間なんて、クレジットカードの審査に落ちちゃいましたから」

「ええーっ!?」

「お恥ずかしいかぎりです……うっうっ」

　ナスはラノベ挿絵だけでなく、コンシューマーゲームやオリジナルアニメなど、大きなプロジェクトに関わっている。あまり上品な話ではないが、ちょっと推測しただけでも、けっこうな年収だろう。

「分譲マンションは考えなかったんですか？」

「少しは検討しましたが……でも、私たちの仕事って不安定じゃありませんか」

「そう、ですね……」

　悠ゆう斗とは曖あい昧まいにうなずいた。

　ナスほどの有名人が、生活に困るような状況とは？　と内心で首をかしげたが……病気や怪け我がなど、人生にアクシデントは付きものだ。誰しも不安を持っていて当然だった。

　彼女が視線を床へ落とす。

「それに……ずっと独りで暮らすかどうか……」

「え？」

「い、いえ、とにかく……できれば身軽な賃ちん貸たいがいいな、と思いまして」

「無理することはないですね」

「ユウトさんは、部屋を借りるのに苦労しませんでしたか？」

「僕は大学に入ったときに借りたんで。姉さんに言われて、クレカも入学早々に作っておいたし」

　今も籍だけは残っているが。

　フリーランスになる前に、学生や会社員のうちにクレジットカードは作っておいたほうがいい──とは、よく聞く話だ。

　しかし、ナスのように実績のある人が断られることもあるなんて、意外だった。

「京きよう橋ばし先生、そのあたりも抜かりがありませんね」

「姉さんは僕と違って、数字にも強いから。報酬とか権利関係の交渉も、ちゃんとできるし」

「すごいです……ついつい、遠慮しちゃうんですよね……」

「わかります」

　悠斗とナスは２人してため息をつき、一緒に苦笑した。

　わぁぁぁ！　と叫びながらハラミが戻ってくる。

「ユウト！　ユウト！」

「な、なに？」

　彼女が右手の甲を見せた。

「いたいかもー」

　見事な引ひっ搔かき傷から、こぼれるほど血が流れている！

「うわあぁぁぁぁ!?」

「い、痛そうですねえ……」

　傷口を洗ったり、薬を塗ったり、どったんばったん大騒ぎだった。
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『安いよ！　安いよ！』と威勢のいい掛け声が、スピーカーから流れてくる。

　悠ゆう斗との家から徒歩で５分の距離にあるスーパーだった。

　近隣の主婦たちが、自転車で乗り付け、いつも駐輪場は８割方埋まっている。大半が電動ママチャリだ。

　カゴを持って２階へ上がった。

　都内のスーパーは、そう広くないビルの３階くらいまで入っている店舗が多い。

「んー……あまり時間はないのと、ナス先生や神じん宮ぐう寺じ先生が、どれだけ食べるかわからないから、手早く大量に作れて、残ってもいいような……カレー？」

　ユウト先生とナス先生が話している様子を思い出す。

　──仲良しだよねぇ。

　どちらも控えめな性格で、イラストの作風も似ているし、なにより年齢が近い。

　気が合うのは、当然か。

　ナス先生の左手に、つい目が行ってしまった。悠斗が贈ったという結婚指輪を左手薬指に嵌はめている。

　ストーカー避よけという話だったが、彼女はイベント以外でも付けたままだった。日常生活でも言い寄られることがあるのかもしれないが……。

　──美人だもんねぇ。

　同性から見ても、ナス先生は大人向けのファッション誌に載のってそう……と思うような容姿だった。

　乃のノの香かの胸の奥が、ズキッと痛む。

「え？　なに？」

　心臓病？

　今日は水泳部で強めに負荷をかけたから、筋肉系かな？などとも思った。

　身体が重い気がする。

　──最近、さすがに部活をサボりすぎかなぁ？

　若夫婦らしいカップルとすれ違う。

　新婚さんか。

　今、自分の隣にユウト先生が居てくれたら……と乃ノ香は考えて、頭を左右に振った。

「わたしは、たんなるお手伝いさんだしねー」

　ユウト先生が仕事に集中でき、健康を維持できるよう、せめて家事で応援したい。それだけのはずだった。

　サークルで売り子はしているが、イラスト作業そのものには何もできない。たんなるファンだ。

　ナス先生や神じん宮ぐう寺じ先生のような仲間ではない。

　──どうして、わたし、子供なんだろ？

　一抹の寂しさと、悔しさを感じた。




「乃の木ぎさん？」




　男の子の声で、いきなり名前を呼ばれ、乃のノの香かはビクッと飛び上がる。

「ひっ!?」

「乃木さんだよね？」

「う……あ……」

　振り返った。

　同じクラスで、よく話しかけてくる男子──隅すみ田だくんだった。

「よかった、やっぱり乃木さんだ。人違いだったら、どうしようかと思ったよ」

「あはは……びっくりしたー」

「ああ、ごめん。驚かせちゃったか」

「いえいえ……」

「乃木さんのこと考えてたら、本人が目の前を通ったから、夢でも見てるのかと思っちゃったよ」

「ほんと……夢だったらよかったんだけど……」

　こんな場所で、クラスメイトに見つかるなんて、夢なら醒さめてほしい。

　隅田くんは、やや興奮気味だった。

　ぐぐっ、と距離を詰めてくる。

「俺、家が近くでさ。親に頼まれて牛乳を買いに来たんだ」

「お遣いなんだ。えらいねー」

「いやぁ……たまにはな。乃木さんは？」

「うん、わたしも同じ」

「あれ？　家、こっちじゃなかったよね？」

　──なんで知ってるの!?

「と、友達の家に寄った帰りで……」

「そうなんだ？　クラスの人？　部活の人？　女子だよね？」

「えっと……」

　同人サークルの主催者で、プロのイラストレーターで、22歳の男の人かな。家事のお手伝いのために通ってるの。

　──絶対に言えるわけないし！

　乃のノの香かとて、そこまで子供ではなかった。

　今の自分の状況を言えば、あらぬ疑いを掛けられるであろうことは承知している。

　ユウト先生に迷惑をかけるのだけは、避けたい。

　ふぅ、と深呼吸した。

　笑みを作る。

「幼おさな馴な染じみでー……もちろん女子だよ？」

「そっかー。だよなー」

　ははは、と隅すみ田だくんが笑った。

　──隠し事をしたり、噓うそをついたり……わたし、最近、ダメな子だなー。

　あ、でも前から、コスプレ趣しゆ味みのことは学校で隠してたっけ。

　もともと、べつに真面目まじめな子じゃなかったね、わたし──と乃ノ香は内心で、ため息をついた。

　軽く会え釈しやくして、買い物に戻る。

　早く帰らないと、調理をする時間がなくなってしまう。

　ところが、彼が付いてきた。

「隅田くん？　牛乳はあっちだよ？」

「あ、うん……カゴ、持ってやろうか？」

「べつに重くないから、平気」

「そうか」

　ニンジンやジャガイモやタマネギをカゴに入れていった。

　４人分は久しぶりだ。頭の中で、計算する。

　ユウト先生は気にしないが、台所を預かる身としては、外食より高価な家庭料理なんて、勝ち負けで言うところの負けである──予算を抑えたいから、鶏とり肉にくか。

　肉のコーナーに視線を巡らせた。

　人数のことを考えると、ついユウト先生と他の方々が楽しげに話している姿まで思い浮かべてしまう。

「…………」

「な、なんかさ……カ、カップル……っぽくねえかな、俺ら」

　横で、なにか言われた。

「カレーだったら、もも肉だよね。ん？　なに？」

「いや……なんでもない！」

「そ？」

　乃のノの香かは必要なものをカゴに入れて、レジに並んだ。

　小さな吐息をつく。

　──今も、イラストのことを話してるのかな？

「わたしも……絵の話ができたらなぁ……」

　隅すみ田だくんが食いついてくる。

「なに？　乃の木ぎさん、絵について語りたい気分なの？」

「あ……」

　つい声に出してしまった。というか、隅田くんが付いてきているのをすっかり失念していた。

　あはは……と笑って誤ご魔ま化かそうとする。

　しかし、隅田くんは、おかまいなしだった。

「なになに？　ゲーム？　ラノベ？」

「あ、いや……」

「それとも、描くほうの話？」

「えっ!?」

　乃ノ香は息を吞のんだ。

　さも当然のように、隅田くんが言う。

「描きたいなら、描けばいいんじゃん？」

「……わたし、描きたいの？」

「あ、いや、違った？　ごめん、ごめん。絵を描いてみたいのかと思ってさ」

「そっか……」

　レジが乃ノ香の番になる。手際よくバーコードを読み取ってもらっているうちに、サイフからお釣りなしでお金を払った。

　商品はエコバッグに入れてもらったので、移し替える手間はない。

「うん。ありがと、隅田くん」

「お？　おう。なあ、このあと……ちょっと、マックにでも……」

「急いでるから！　じゃあ、また学校でね」

「あ、ちょっ……」

「オキャクサン、２０３円デスヨ」

　レジ係の外国人らしきオバサンに言われ、隅田くんが慌ててサイフから硬貨を取り出した。

　乃のノの香かはスーパーの外へと駆け出している。

　思わぬ形から、自分の心の奥に眠っていた気持ちに気付くことができた。

　憧れている。大好きなイラストを描けるユウト先生に。そのユウト先生が認める仲間たちに。素晴らしい絵を描けるイラストレーターに。




　──わたし、仲間に入りたかったんだ！




　乃ノ香の想おもいは、あまりにシンプルな願望で、茨いばらの道程で、遥はるか彼方かなたへの憧憬だった。




















　11月12日──

　ちょうど、13日へと変わった。

　雨が降っている。

　風も強く、窓に叩たたきつける雨粒の音がカーテンを閉めていても聞こえていた。

　スピーカーからは、ネットラジオのトーク番組が流れている。

　悠ゆう斗とは液晶タブレットに、ペンを走らせていた。

　机の端はしに置いておいたスマホが鳴動する。

「ん？」

　手に取ると、ＬＩＮＥ通知だった。

　乃のノの香かからだ。




ののの『お誕生日、おめでとうございます、ユウト先生！』




　ああ、そういえば……

　悠斗は画面をタッチして、返信する。




ユウト『ありがとう』




ののの『お仕事の邪魔をしちゃってごめんなさい。どうしても、早くお祝いしたくて』




　もう一度『ありがとう』と打ちかけ、悠斗は手を止めた。

　ぞんざいな感じだ。

　本当に仕事の邪魔をしてしまった──と勘違いされそう。がっかりされたくない。

　口くち下べ手たな悠斗が最大限に気持ちを込めての〝ありがとう〟なのだが、入力してしまうと同じ５文字だった。

　悩む。

　しかし、あまり時間をかけると、やはり乃ノ香は気を遣ってしまうだろう。




ののの『あの、もしも、大丈夫でしたら、ちょっとだけ声が聞きたいです』




　音声か！　それならニュアンスも伝えやすい。

　悠ゆう斗とは喜んで受諾した。

　わずかなコール音のあと、乃のノの香かの声が流れてくる。

『こんばんは、ユウト先生』

「うん、乃ノ香ちゃん……ありがとう」

『喜んでもらえたなら、よかったです！』

　彼女の嬉うれしそうな声が聞けた。

　ホッ、と悠斗は安あん堵どする。

　夕方にも会って、一緒に食事もしたのに、なんだか特別な感じがする。

「そういえば、乃ノ香ちゃんの誕生日って聞いてなかったね」

『わたしは、もう過ぎちゃってますね。５月だったので』

「あ……そうなのか。５月のいつ？」

『10日ですー』

「そっか。じゃあ、来年は祝わせてもらうよ」

『うわぁー、楽しみにしています！』

　忘れないようにしないと。手帳くらい買うかな──と思ったところで、ＰＣの画面に、メール着信があった。

「なんだろ？」

　日曜で深夜だ。編集部からのメールではないだろう。

　かといって、このメールアドレスを知っている人は多くないのだが……。





　　　差出人：京きよう橋ばし彩あや華か <ayaka-kyobashi@ayastudio...>




　　　タイトル：Happy birthday Yuchan!!




　　　本文：悠ゆうちゃん、お誕生日、おめでとう！

　　　　　　これは、お誕生日プレゼント。

　　　　　　もちろん家に帰ってきたときのために、もっといいものも用意してるよ。

　　　　　　楽しみに待ってるわね！






　プレゼント箱から虹色の蝶ちよう々ちようが飛び出す動画が添付されていた。

　これが、誕生日プレゼント？

「いや、まぁ……なんにしても、お祝いしてくれるのは、ありがたいけど…………あ」

　もう１枚、添付ファイルがあった。

　ちょっと大きめの画像ファイル。

　rarag01c.jpg

「まさか……これって……」

　マウスでクリックするときに、手が震えたのは初めてだった。

　画面に広がるのは、京きよう橋ばし彩あや華かのイラストだった。

　デザインは違うものの、その特徴から、《レイン・レイン・ガールズ》のヒロインだとわかる。

　──14日の打合せで見せ合う予定の、カバーイラスト!?

　悠ゆう斗とは目を見張る。

　彩華のデザインしたヒロインは、それほど特徴がないように見えて、似ているキャラクターが思いつかなかった。街で見かけそうなリアリティがありつつ、しっかりと固有の特徴が与えられている。

　極めて秀逸なデザインだった。

　これに比べると、悠斗の考えたキャラクターはわざとらしい。いかにも創作した感じがする。

　彩華の絵は、ヒロインが両手を広げてダイナミックな印象だった。そんなシーンはないのだが、イメージは大切だ。

　悠斗は画面を切り替え、ほぼ完成している自分のイラストと比べてみる。作品内容を意識してヒロインが何かを考えている気難しいポーズだった。堅苦しい。

「くっ……」

　──勝負に、なっていない。

　胃が重くなった。まるで鉛の塊でも吞のんだかのよう。

　目の前が真っ暗になった気がした。

『先生？』

　遠くから、声がする。

『ユウト先生？』

　海底に沈んだようだった意識が、その声に引っ張り上げられた。

「あ……」

『どうしましたか、ユウト先生？』

「ごめん……なんでもない」

『え？　あの……失礼かもですけど……声、震えてますし……あ、言えないことでしたら、ごめんなさい』

　悠斗は深呼吸する。

　自分が混乱していることを自覚した。

「ふぅ……うん。ごめん。なにかあった」

『はい』

　話してもいいし、話さなくてもいい──そういう気遣いのある返事だった。

　14歳の子に、どれだけ気を遣わせてるんだ、僕は？　と悠ゆう斗とは自嘲する。

　頭を左右に振った。

「……姉さんの……イラストが来た」

『京きよう橋ばし彩あや華か先生の？』

「たぶん《レレガ》のカバーだ」

『ええっ!?　どういうことでしょうか!?　そんな、挑発みたいな……』

「誕生日プレゼントらしいよ」

『おかしくないですか!?』

「僕の常識にはないけど……姉さんは、ちょっと変わってるから。いや、だいぶかな」

　乃のノの香かがわずかに沈黙する。いろいろ考えたのだろう。緊張感のある声で、尋ねてきた。

『どう、でしたか？』

「……完敗だね」

『ッ……で、でも！　評価は人によるってこと、ありませんか!?』

「わからない」

　しかし、自分自身の目が信じられなくなったら、もう描きようがない。

　スピーカーから乃ノ香の呼吸だけが聞こえていた。

　悠斗はつぶやく。

「……忘れてたなぁ」

『なにをですか？』

「僕、高校生の頃は、別のＰＮで絵を描いてたんだ……」
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　高校２年のＧＷだった。

　都内で開催された同人イベント。

　悠斗は同人誌を作り、サークル参加していた。

「ありがとうございます！」

　ぺこり、と頭を下げる。

　自分の描いた同人誌を自分で売るのは、楽しい。評価が実感できる。

　まだまだ目立たないサークルだが、イベントに参加するたびに買いに来てくれる人が増えており、ときには行列ができる時間もあった。

　絵が上う手まくなるにつれ、評価が上がる。それが楽しかった。

　また机の前に、人が立った。

　購入者かと思って悠ゆう斗とは声をあげる。

「いらっしゃ…………」

「ハァイ、悠ゆうちゃん」

「姉さん!?　わざわざ来たんだ、珍しいね……どうしたの？」

　同人には興味がない──と言っていた彩あや華かが急に現れたので、驚いた。

「最近、悠ちゃんの顔を見てなかったから」

「いつも家にはいるよ。姉さんが忙しすぎるせいでしょ。すっかり昼夜逆転してるみたいだし」

「ん……今も眠くて……ふわぁ～」

　悠斗は高校生なので、昼間に寝ているわけにはいかない。

　姉のほうは高卒で進学せず、もう専業イラストレーターになっているので、ちょっと羨ましかった。

　彩華が、悠斗の同人誌を手に取る。

「うふふ……今日は、これを買いに来たの」

「あげるよ」

「ダメよ！　買いに来たんだから」

「変なことに拘こだわるなぁ」

　悠斗は苦笑しつつ、５００円玉を受け取る。

　そんな雑談をしていたら、年配の男性が話しかけてきた。

　購入者かと思ったら、また違う。

　太めで髭ひげ面づらで目つきが悪い──夜の繁華街で見かけたらヤクザだろう、と思うような風貌だった。

「お話の途中、申し訳ありません……失礼ですが、京きよう橋ばし彩華先生ではありませんか？」

「ええ。どちらさま？」

　彩華が問い返す。

　ざわっ……と周りの人が反応した。話が聞こえたらしい。

　ヤクザ顔の男性が、名刺を出す。

　このイベントの主催メンバーであり、アニメ専門書店の営業でもある──と名乗った。

　彩華が首をすくめる。

「ごめんなさい。今日は仕事じゃないから名刺を持ってないの。弟の応援に来ただけだから」

「ほう、弟さん……ですか？」

　彼女の視線を追いかけて、ヤクザ顔の男が、悠斗のほうを見た。

　テーブルの上の本にも、チラと視線を落とす。

「ほほう」

「悠ゆうちゃんは、私より上う手まいと思うの」

　いやいやいや……と悠ゆう斗とは首を横に振った。

　そこまで自惚うぬぼれてはいない。もうプロデビューして業界で高く評価されている彩あや華かより、自分のほうが上手いなんて考えたこともなかった。

　しかし、悠斗は物もの怖おじして何も言えない。

　彩華が楽しげに話す。

　悠ちゃんはね──。悠ちゃんがね──。

　ただでさえ目立つ容姿なうえ、話す内容も面白かったらしく、人の輪ができてしまう。

　さほど混雑していないイベントとはいえ、周りのサークルにも迷惑だった。

「あ、あの……」

　意を決して悠斗は割りこむ。

　ヤクザ顔の男が、名刺を差し出した。

「今後とも、よろしくお願いします、先生！」

「え……？」

　イベントの主催から、名刺を出されて挨拶されるなんて、初めてのことだった。

　さらに、噂うわさを聞きつけたらしく、大手サークルの作家たちもわざわざやってくる。ニットキャップを被かぶった男性や、上品に着飾った女性たちが。

「わっ、本当に京きよう橋ばしさんじゃないですか。こんにちは！　角川さんの新年パーティー以来ですね」

「あらあら、こんにちは」

「京橋先生が同人イベントに来られるなんて、珍しいんじゃないですか？」

「うふふ……今日は弟の応援なんです」

「えっ、弟さんだったんですか!?　わー、はじめまして！」

　悠斗は彼らに歓迎された。

　自分の実力とは関係なしに、いきなり大手同人作家たちの仲間として迎えられ、大勢が挨拶に来た。




　──こんなのは、違う。




　悠斗は実力不足で、まだまだアマチュアだった。それでも、地道に昇っている過程を楽しんでいた。

　それなのに、一瞬にして有名な〝京橋彩華の弟〟になってしまった。

　少しくらい絵が上達しようとも、その位置は変わらない。

　彩あや華かの威光は、それほどに強烈だった。
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「僕は、そのときのＰＮを捨てたんだ」

『そんなことが……』

「絵を描くのも、やめようかと思ったくらいでね」

『ダメです！』

「はは……いやいや、やめてないからね」

『あ、そうでした。昔の話ですよね』

「うん。僕が絵を描くのをやめるって言ったら──それなら、自分も描くのをやめる、と姉さんが言い出してね」

『そんな!?』

　自信喪失し、投げやりな気持ちになっていた悠ゆう斗とだが、彩華の存在の大きさ、才能の貴重さは理解していた。引退だなんてありえない。

　彩華の威光で霞かすんでしまったのは、悠斗自身の実力不足だ。

　絵は描き続けると約束した。

「でも、ＰＮは変えたよ。サークル名も変えて……笑っちゃうことに……そうしたら次のイベントでは、誰も僕に気づかなかったんだ。挨拶を交わして、握手まで求めてきた人たちが見ていたのは、姉さんであって、弟ではなかったんだね」

『わたしは……わかります』

「ありがとう。まぁ、当時の話だよ……」

　あれから６年。

　ふぅ～、と悠斗は深いため息をつく。

「僕だって、たくさん描いた。同人でも商業でも趣しゆ味みでも……少しは追いついたかもしれない、と思ったんだけどね──やっぱり、姉さんは姉さんだったよ。すごいな……上う手まい……勝てない」

『あの……どうするんですか？』

「応援してくれた乃のノの香かちゃんや、他の皆には申し訳ないけど、このイラストを見たうえで、僕の描いたのと比べてほしいとは思わないよ」

　明日、船ふな山やまに連絡して、棄権しよう。

　悔しいとか、悲しいとか、そういう感情ではなく……。

　情けなかった。

　乃のノの香かが珍しく大きな声を出す。

『納得いかないです！』

「いや、申し訳ないとは思うけど……」

『そうじゃなくて！　こんなやり方、ズルイ！　フェアじゃないです！　フライングみたいなものじゃないですか!?』

　水泳部の彼女らしい表現で怒りを露あらわにしていた。

　いまいち理屈が通っていないのは、悠ゆう斗とを励はげまそうと思っての言葉だからか。

『ユウト先生は負けたって言いますけど、わたしは戦ってみないとわからないと思うんです！　編集さんや小説家さんは、ユウト先生の絵を選ぶかもしれません！』

「それは、あの小説のためにならないよ」

『でも……』

「僕が下へ手たで、姉さんが上う手まい。それだけの話なんだ。よくわかった」

『わたしは、ユウト先生の絵が……!!』

「ごめん……ちょっと休ませて」

　そんなつもりはなかったのに、無自覚に感情的になっていたのか。突き放すような冷たい口調になってしまった。

　文字でやり取りしていればよかったのに。

『…………はい……遅くに、すみませんでした』

　乃ノ香の沈んだ声が、耳に残った。

　通話を終える。

　手から滑り落ちたスマホが、床で嫌な音をたてた。

　天井を見つめる。

　気付いたら、床のうえで寝転がっていた。

　まるで電池の切れたオモチャみたいに、ぴくりとも動けない。手足が石になったかのよう。悠斗は部屋の中央に倒れたまま、目を閉じた。
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　ふと、人の気配を感じ、悠斗は身じろぎする。

　身体が軋きしむ。ベッドではなく、床で寝てしまったせいか。

　ぱちり、と目を開く。

　誰かの顔が、すぐ近くにあった。

「うわっ!?」

「あ……起きちゃった」

　悪びれた様子もなく言ったのは、マリィだった。

　悠ゆう斗とがイラストを描いている《猫ソナ》の小説家だ。

　特徴的な金髪と、碧へき眼がんと、白い肌。小学生でも通用しそうなほど小柄で、胸も薄いが、実は悠斗より年上だった。

　悠斗はかすれた声で尋ねる。

「……なにしてるの、マリィ？」

「チャイムを押しても出てこないから、入ってきちゃった。そしたら、ユウトくんが寝てるから」

「ぜんぜん気付かなかったよ」

「キスしたら起きるかな、って思ったの」

「毒リンゴを食べて死んだわけじゃないからね？」

「残念ね！」

　悠斗は近くに転がったままのスマホで確認する。

　昼の14時か。

　昨夜は、彩あや華かからのメールを見て、すっかり意気消沈して倒れ伏していた。何もしていなかったが、感情だけは昂たかぶって、どうしようもなかった。

　いつ寝たのか？

　記憶が曖あい昧まいだった。

　悠斗は自分の口元を確かめる。とくに異変はない。

「寝てるときにキスとか……そんなことしたら、たんなる犯罪者だよ？」

「アハハ！　小説家なんて、小説を書かなかったら、犯罪者でしょ」

「いやいやいや、ちゃんと清く正しく生きている小説家さんだっていっぱいいるよ、たぶん」

「ユウトくん、私とキスしたいの？」

「えっ!?　マリィから、しようとしてたんじゃ……？」

「なに言ってるの？　スノーホワイトの話をしてただけでしょ」

　からかわれたのか。

　それとも、別の意図があったのか。

　マリィの中では理屈が通っているのだろう。要するに、訳がわからなかった。

　まだ寝転がっている悠斗を跨またいで立ち、彼女が見下ろしてくる。

「もう昼よ!?　いつまで寝てるの、ユウトくんは」

　短めのプリーツスカートの中が見えそうになり──思わず、視線を逸そらしてしまった。

「生活の乱れを指摘されると、返す言葉がないんだけど……たまには、動きたくない気分のときもあるんだよ」

　昨夜よりはマシだが、手足が重かった。

「昼間に寝てると、健康によくないよ」

「うん」

「だから、私、昼間は起きてるようにしてるの。どう、えらい？」

　ちょっと引っかかった。

「……ねぇ、マリィ、夜は寝てる？」

「寝てたら原稿が終わってないでしょ！」

「僕より、君のほうが不健康だよ」

「そうなの？」

　不満そうな顔をしつつ、彼女が首をかしげた。

　悠ゆう斗とはため息をつく。

「それで？　今日は、僕の不摂生を糾弾しに来たの？」

「ううん。健康とかどうでもいいの。前にパソコンを買いに行こうって言ってたでしょ」

　──どうでもよくはないだろう。

　そう思ったが、床で昼過ぎまで寝ていた自分が言うのもな、と思う。

　マリィとの約束を思い出した。

「ああ、そういえば温泉宿で言ってたね……ノートＰＣの調子が悪いんだっけ？」

「そうそう。〝る〟が出ないの。〝い〟も」

「マリィはカナ入力なのか」

　彼女が〝？〟を頭上に浮かべたような顔をした。

「まぁ、いいや……買いに行こうか」

　悠斗はどうにか床から身体を引ひき剝はがす。身体を起こせるくらいには、精神力が回復していた。

「いいの!?　ユウトくん、仕事じゃなかった!?」

「仕事……うん。今日は気分じゃないし、大丈夫だよ」

「やたっ！」

　マリィが抱きついてくる。床に押し倒され、ゴツッと後頭部を打ちつけた。

「痛ッ!?」

　彼女は見た目には細いのに、ちゃんと身体はやわらかい。その体重は、想像以上に軽かった。

　悠斗の心臓の鼓動が速まる。

　しかし、それ以上に何かが起きることもなく……。

　マリィをＤＫダイニングキツチンのほうで待たせて、悠斗は手早く着替えると、部屋を出るのだった。
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　池いけ袋ぶくろから秋あき葉は原ばらまでは、山手線を使う。

　電車に揺られながら──

　悠ゆう斗とはスマホから、錦にしきへメッセージを送る。

『急で申し訳ないんだけど　マリィのノートＰＣを買うのにつきあって　今アキバに向かってる』

　マリィが横から覗のぞきこんできた。

「なに？　ユウトくん、ゲームしてるの？」

「違うよ。僕だって、そんなにＰＣに詳しくないから、錦に来てもらおうと思って……そういえば、マリィは携帯電話を持ってないんだっけ？」

「必要ないもの」

「うーん……不便を感じてるのは、持ってない人よりも、連絡を取りたい人なんだよな。今日みたいなとき、連絡が取れたほうがいいと思わない？　もしも、僕の都合が悪かったら無駄足じゃないか」

「そしたら、出直すよ？」

「めちゃくちゃ忙しいくせに、暇人みたいなこと言わないでよ。僕のほうから、マリィに連絡が取りたいときもあるかもだし……まぁ、ＰＣのメールは使えるみたいだけど」

　彼女が目を見開いた。

　驚いたような顔をして見つめてくる。

　──なにか、おかしなことを言っただろうか？

「ユウトくんが？」

「ぼ、僕が？」

「あのね……電話って……誰かと話すものでしょ？」

「うん。でも最近は通話よりも、ＳＮＳでのメッセージのが多いけど」

「……誰も話してくれなかったら……さ、寂しいかなって」

　いつもの威勢のいいマリィではなく、気弱そうな表情で、電車の走行音に搔かき消けされそうなほど小さな声で言った。

　悠斗は肩をすくめる。

「君がスマホを持ったら、しょっちゅう連絡が来ると思うけど……編集さんから、催促が」

「イヤ！　みんな、恐こわいもの！」

「……じゃあ、僕とか乃のノの香かちゃんとか、あとは仲のいい人だけに連絡先を教えれば？」

「誰か話してくれると思う？」

「たぶんね。本当に誰とも連絡がつかなかったら、たまには僕が相手になるよ」

「本当に!?」

「約束もなしに来て、寝込みを襲われるよりはマシかな」

「毎日でもいい!?」

「うっ……まぁ、スケジュールが遅れてなければ……君のほうが先に飽きると思うけど」

「朝昼晩でも!?」

「いやいやいや……」

「５分ごとでも怒らない!?」

「怒らないけど、怖がるよ。病んでるじゃないか。そこまで話したいことがあるなら、会ったほうがいいよ」

「ん～、そんなに会う理由がないもの。毎日、パソコンを買えばいい？」

「え？　まさか、ＰＣを買いに行くのは、会う口実なの？」

「ううん？　パソコンが壊れてるのは本当」

　壊れてるのは本当──それでは、言葉のどこかには噓うそがあるのか。

「いちいち理由なんか要らないでしょ。都合がよければ、一緒にメシでも行こうよ。友達なんだから、変な気遣いしなくても」

「いいの!?」

　彼女が瞳を輝かせた。

　ぐぐっ、と顔を寄せてくる。

　悠ゆう斗とは引き気味に、うなずいた。

「う、うん……君、小説のキャラクターは話し上手で、交渉力もあって、人間関係だってうまくやれるのに……リアルだと距離感が不思議だね？」

「アハハ！　ユウトくん、変なこと言うのね。小説なら相手の反応がわかってるもの、書けるわよ。恐こわくない」

「……もしかして、僕と話してるとき、恐い？」

「ユウトくんは、あんまり恐くない」

「どうも」

「私の小説だったら、朝の会話はこうなるわ！」





　　　「ユウトくん、私とキスしたいの？」

　　　「もちろんだよ。ああ、けれども、僕には……もう許嫁いいなずけが」

　　　「この胸の内の炎は消えないわ」

　　　「王女殿下に知られたら、僕たちはお終しまいだ。わかっておくれ……マリィ」






「──って言いながら、ユウトくんのほうから、ブチューっと」

「いやいやいや……その男、けっこうなクズだよね？　しかも、王女殿下ってなに？　どうして、ファンタジーロマンスになってるの？　スノーホワイトはどこ行った？」

「そんなこと、私に言われても？　物語は自然と降ってくるものでしょ」

　降ってきたことがないから、わからなかった。

　ふと悠ゆう斗とは気付く。

「あ、スマホを買おうにも、マリィは免許証を持ってないのか。携帯電話の契約には、キャッシュカードか通帳も必要だしな……」

「免許はないけど、パスポートなら持ってるよ？」

「え？」

「私、よく未成年の外国人に間違われるから、ないと不便なの」

「ああ、なるほど！」

「キャッシュカードもあるし」

「用意がいいね」

「家に置いておくと、なくなるでしょ？」

「……へえ」

　マリィの部屋が、どんな状況なのか──あまり想像したくなかった。

　悠斗のスマホから、通知音が鳴る。

　錦にしきからのメッセージだった。




『平日だぞ!?　普通に会社だってーの！

　中央改札から出てヨドバシの１階へ行くべし。

　キー叩たたいて気に入ったやつを買えばいいんじゃね？

　小説家なら性能はどれでも充分だろ。

　６時までいるなら、メシでも行こうぜ！』




　悠斗はマリィにスマホの画面を見せる。

「ほら、こんな感じで……食事くらい、気楽に誘うものだよ」

「わーお！」

「無理にとは言わないけどね」

「ううん、これ買うわ！」

「いろいろ機種があるけど……」

「ユウトくんと同じのがいい！　これ、私にも買える!?」

「僕のは２年前の型落ちだからなぁ……売ってなかったら、同じやつの新型でいい？」

　そんな話をしていたら、秋あき葉は原ばらに着いた。





　　　　　†






　スマホの購入は、思いのほかスムーズに済んだ。

　プランを説明されているうちに、マリィが飽きて──なんでもいい、というモードに入ったからだ。

「マリィ、僕と同じモデルはないらしいけど、iPhoneの現行機種でいい？」

「うん」

「プランはどうする？　僕のと同じでいい？」

「……プラン？　うん」

「色は？」

「同じでいい」

　そんな調子だった。

　最初の起動まで面倒をみないと、これは箱から出さないパターンではなかろうか、と思う。

　充電も必要なので、それは後回し。

　ノートＰＣの並んでいるコーナーを見て回った。

　ものすごく多い。

　知っているメーカーもあれば、よく知らないメーカーもある。

「マリィが使ってるのは、どこのメーカーのＰＣだっけ？」

「ヤマダ」

「アッ、ハイ」

　それは買った店の名前ではなかろうか。

　ぐるりと一周したところで、訊きいてみる。

「デザインで選ぶなら、どう？」

「ん？　なに言ってるの、ユウトくん。パソコンの外見なんて、みんな同じでしょ？」

「いやいやいや……いろいろあったじゃん？」

「どれも、黒いし」

「白も銀も、カラフルなのもあったし、黒は黒でも濃さや光沢で差があるし、エッジの処理やロゴもそれぞれだし……」

「小説が書ければ、どれでもいいの」

　これが普通なのか？

　マリィが無む頓とん着ちやくすぎるのか、悠ゆう斗とがデザインを重視しすぎるのか。

「まぁ、いいか。それじゃ、キーボードで選ぶのがいいんじゃない？」

「見てもわからないよ」

「叩たたいてみればいいんじゃない？」

「全部!?」

「いやいやいや……ほら、こう眺めて……なんとなく、ビビッときたやつを」

「ビビ？　なに、それ？　こないもん」

　マリィが唇を尖とがらせた。

　機嫌を損ねたか。

「あ、じゃあ！　このへんは、どうかな？」

　悠ゆう斗とは適当に指さした。

　途端に、マリィが表情を明るくする。

「わかった！　ユウトくんが選んでくれたなら、試してみるね！」

　いつも使っているだけあって、操作は慣れているようだ。

　ささ、とメモ帳を開く。

　そのとき、店員が話しかけてきた。悠斗より少し年上らしきメガネを掛けた男性だ。

「いらっしゃいませ、ノートＰＣをお探しですか？」

「ッ!?」

　ビクッ、とマリィが身を固くした。

　そういえば、彼女は極度の人見知りだ。

　悠斗は壁になる。

「は、はい。そんな感じです」

「お使いの用途は？　ネットやメールですか？」

「ええ……まぁ、それと小説を書くとか」

　口に出して言うと、少し恥ずかしい。

　うんうん、と納得したように店員がうなずいた。

「それでしたら、こちらの機種はオススメです。キーボードが広くて、長文を書かれるお客様にも、とても高い評価をいただいておりまして。お値段も、非常にお求めやすく」

　たしかに、周りの機種より安い。

　錦にしきが〝小説家なら性能はどれでも充分だろ〟と書いていた。それなら、無駄に高い機種を買う必要はないか──と悠斗はうなずいた。

　マリィをうながす。

「叩いてみたら？」

「う、うん」

　知らない人が見ているのが、とても居心地悪そうだった。

　メモ帳に文字を打ちこむ。

　カチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャカチャ……

　いきなりトップスピードだった。

　店員が目を見張る。

　他の機種を触っていた客が、振り返るほどだった。

　３分くらい打ち続けて、ようやくマリィが手を止める。

「……ユウトくん？　このパソコンも、押してるのに文字が出ないのよ？」

　マリィがキーの角を押す。

　しっかり押しこまれているように見えるが、反応したり、しなかったりだった。

「本当だ。新品でも、こんなのがあるんだねえ」

「ボタンの真ん中を押せばいいんだけど……」

「いや、さすがに、ちょっと」

　どうしたものか？　と２人で悩んでしまう。

　店員が深々と頭を下げた。

「申し訳ありません。プロの方が使われるということでしたら、あちらのメーカーのほうが……」












「あ、違うんですね」

「お値段も、３倍くらいになってしまうのですが」

「大丈夫だと思います。──気にしないよね、マリィ？」

　悠ゆう斗とが尋ねると、彼女は残念そうな顔をした。

「これ、買えないの？」

「マリィの使い方には、合わないみたいだね」

「そう……持って帰れないの……。せっかく、新作の冒頭が良い感じに書けたのに」

「キーボードのお試しで、ガチ執筆しちゃダメだよ!?」




















「おつかれい！」

　先日より髪を切って、こざっぱりした錦にしきが、片手を挙げる。やたらポケットが多いジャケット姿だ。

　場所は《ヨドバシビジョン Akiba》前だった。

　冬場だと寒いが、ベンチがあり、待ち合わせしやすい。

　悠ゆう斗とは応じる。

「やあ」

「うっ……」

　マリィが後ろに隠れるように立って、ぺこりと頭を下げた。

　錦が苦笑いする。

「おひさしぶりっす、小お倉ぐらさん……えっと……もしかして、デートの邪魔をしちゃいましたかね？」

「平気よ。そういうんじゃないから！」

　言いながらも、彼に近づこうとはしなかった。

　悠斗は首をかしげる。

「君……乃のノの香かちゃんには、初対面からグイグイ行ったのに……錦とは何度か会ってるでしょ？」

「それは違うわ、ユウトくん。会ったのは、出版社のパーティーだったでしょ」

「大丈夫だよ。パーティーで普通に話してたのに、外で会ったら豹ひよう変へんする人なんていないから」

　錦がため息をつく。

「どーにも、俺のルックスって、女子ウケが悪いんだよなー」

「まぁ、ガラが悪いよね」

「ユウトまで!?　イメチェンしようかなー」

「例えば？」

「ガタイはどうしょもねえからさ、アニメＴシャツを着るとか」

「秋あき葉は原ばら以外だと、厳しいね」

「アニマル系はどうよ!?　猫とか犬とか。リアル系じゃなく、かわいいイラストの！」

　身長１８０センチのマッチョが、かわいい系シャツか。

「……誤解されそうかな」

「なにと!?」

　雑談もそこそこに、錦にしきが切り出す。

「──んで、なにか食べたいもののリクエストあるか？」

　マリィが少し悩んで。

「ユウトくんの好きなものでいい」

「僕は、とくに希望ないけど」

　ガクッ、と錦が肩を落とした。

「２人とも……デート相手を泣かせるぞ？　んじゃ、美お味いしい肉でも食べに行くか。ワインもあるぞ」

　うんうん、とマリィがうなずく。

　彼女が前向きなら、悠ゆう斗とに断る理由はなかった。
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　秋あき葉は原ばら《ミートワイナリー》──

　名前のとおり、肉とワインのお店だ。

　中央通り沿いのビルに入っており、エレベーターで６階まで上がる。

　店内に入ると、左側にカウンター席、右側にテーブル席が並んでいた。３人なので、テーブル側に通してもらう。

　壁側がソファーで、テーブルを挟んで椅子が２つという席だ。

　こういう場合は、ソファーに女性を座らせ、男２人が椅子というのが妥当か。

　ところが、マリィが首を横に振った。

「ユウトくん、奥に座って」

「うん？」

　言われるがままに、悠斗はソファーに座る。

　すると、隣に彼女が座ってきた。

「ん」

「あのさ……マリィ？」

「なに？　ユウトくんは、ソファーがイヤなの？」

「ソファーが問題なんじゃなくてね……」

　なんとなく、理由はわかる。まだ錦のことを警戒しているのだ。隣に悠斗がいないと、落ち着かないのだろう。

　向かい側の椅子に、錦が腰掛けた。

「なぁ……俺、やっぱり空気を読まないことしちまったかな？　デート中だった？」

「そういうんじゃないって」

　ため息まじりに、悠ゆう斗とは否定した。

　マリィがメニューを開く。いつまでも同じ話題を引っ張るほど、気長な性格ではないのだった。

「お肉でしょ？　お肉を食べにきたんでしょ？」

　錦にしきがうなずいた。

「おう！　よくわかんねえけど、いいなら、いいや！　肉だ！　肉を喰くうぞ！　いろんな肉があるぞ、どれにする!?」

　指で肉のメニューをなぞっていった。

　マリィが身を乗り出す。

「どんなのがあるの？」

　こんなにも、彼女が料理に関心を示すのは、けっこう珍しいことだった。

　やはり肉は特別か。

　肉が嫌いな女子などいない──と、ある女性編集は断言していた。そういうものなのだろう。

　錦が説明する。

「この店は、熟成肉がウリだな」

「熟成肉？」

「何日も特別な保存をした肉のことだ。熟成させると肉がやわらかくなって、旨うま味みや風味が増すんだよ。牛の赤身が美う味まいが、豚肉もオススメだぜ？」

「じゃあ、両方！」

「おう、そうこなくっちゃな！」

　飲み物も決めてから、店員を呼ぶ。

　他にも、牛すじのアヒージョとバゲットとミートパスタとカプレーゼも頼んだ。

　待っている間に、錦が尋ねる。

「小お倉ぐらさん、ノートＰＣは買えたのか？」

　こくり、とマリィがうなずいた。

「もちろん！　パソコンを買いにきたんだもの」

　悠斗は苦笑する。

「文章系のプロ御ご用よう達たしって言われてるメーカーの、一番大きなやつが気に入ってね。けっこうな値段だったよ」

「そこまでのもんが必要だったのか。役に立てなくて済まなかったなー」

「店を教えてもらえただけでも、助かったよ」

　マリィがうなずいた。

「そうね……役立ったわ」

「はは……そいつは、よかったぜ」

「ありがとう」

　サービスのバーニャカウダが用意された。

　次に、飲み物が来る。

　マリィはジンジャーエールを頼んだ。ユウトと錦にしきは、肉に合うという黒ワイン《カーニヴォ》を。

　錦がグラスを持ち上げた。

「んじゃま、小お倉ぐら先生の新しいパソコンちゃんに、乾杯～」

「乾杯」

「やったね！」

　サイドメニューをつついているうちに、メインの肉が運ばれてきた。

　なるほど、やわらかくて美お味いしい。

　小さく切ってあって、マリィも食べやすそうだった。

「美味しいね！」

「うん、これはいいね」

　いまいち食欲のなかった悠ゆう斗とだが、食べてみると、自分が空腹だったことに気付いた。

　錦が笑みをこぼす。

「口に合ったならよかったぜ。店を選んだ身としちゃ、一安心だ」

「ニシキくん、お店に詳しいのねぇ」

　マリィが感心したように言った。

　彼が頭を搔かく。

「ははは……〝ニシキくん〟か。小倉さんよりも俺のが年上なんじゃ？　まぁ、いいけどな」

「男の子は〝くん〟で女の子は〝ちゃん〟でしょ」

「年上は〝さん〟付けじゃね？」

　錦が不思議そうにする。

　マリィは小説家だ。自分よりも日本語に精通しているはずだった。

「んー……私、人の年齢を見た目で判断しないようにしてるのよ。だって、私の年齢、わからないでしょ？」

　とても説得力があった。

　錦が肉をフォークで刺しつつ、うなずく。

「なるほどな！　たしかに、わかんねえ」

「うん」

　悠ゆう斗とも同意せざるを得なかった。

「実は、小お倉ぐらさんのほうが、俺よりも年上かもしれねえもんな！　なんだそれ、萌もえる」

　錦にしきが要らないことを言って、マリィを怯おびえさせる。

　彼女が、悠斗に身体を寄せてきた。

「萌えないよ。萌えないよ」

　悠斗は少し外側へ腰を動かす。

「まあまあ、錦は冗談を言ってるんだよ。よく君も言うだろう？」

「私、冗談なんて言わないもの」

「無自覚かー」

　マリィがジンジャーエールを飲み干す。

　急に話が戻った。

「ワインも美お味いしそうだなーって思うのよ。でも、こんな見た目だから、外ではお酒を吞のまないの」

「ああ、小倉さんにワインを吞ませてたら、犯罪っぽいよな」

　錦が改めて眺める。

　マリィの配慮に、悠斗は感謝するしかなかった。

　錦は大男でライダージャケット姿でガラがよろしくない。マリィの容姿は外国人の未成年者にしか見えなかった。ワインを吞ませていたら……通報モノだ。

　そのときは、悠斗も同罪になるだろう。

　２人揃そろって新聞沙ざ汰たになるなんて、それこそ笑えなかった。
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　テーブルに並んだ肉を、ぺろりと平らげる。

　やわらかくて、すっきりした味わいなので、思っていたよりも食べられてしまった。

　一段落したところで、錦が話題を振る。

「ユウト、勝負はどうなりそうだ？」

　燻くすぶっていた感情が、また胸の内で渦巻きはじめた。

　声を絞り出す。

「ああ……」

「なんだよ、暗い顔だな？　まぁ、相手が京きよう橋ばし彩あや華かじゃ、自信がなくて当然だけどよ……今日、出かけてるってことは作業は終わってんだろ？」

「……」

　悠ゆう斗とは答えられなかった。

　マリィが首をかしげる。

「勝負？　なにを勝負してるの、ユウトくん？」

「えっと……」

　説明しようとするが、思考がまとまらなかった。言葉が出てこない当人に代わり、錦にしきが説明する。

　ふむふむ、と彼女が興味深そうに聞いていた。

「へー、面白そうな話ね！」

　悠斗は首を横に振る。

「残念ながら、面白くはならなかったよ…………差が、あまりに大きくてね」

「んん？　どうゆうこと、ユウトくん？　君らしいけど、今はよくないよ。はっきり言って」

　マリィだけでなく、錦も何かあったと気付いた。

「どうした？」

　やはり、うまく説明する言葉が出てこない。難解なのではなく、気力の問題だった。

　悠斗はスマホを出し、テーブルに置く。

　自分のイラストを表示した。

「これ、僕の描いたカバー。途中の部分もあるけど……」

　２人が覗のぞきこむ。

　マリィが手を叩たたいた。

「いいじゃない！　かわいい！　これ好きよ！」

　錦がため息をつく。

「ユウトは相変わらず細かいとこまで描き込んでるなぁ……スマホじゃ真価がわからねえよ。こいつは文庫……いや、ポスターサイズにして観みたいね」

　以前は、こんなふうに緻ち密みつな絵だと評されたとき、少なからず誇りを感じたものだった。

　今は、違う。

「ごちゃごちゃしてるだけだよ」

　そして、次に京きよう橋ばし彩あや華かから送られてきたイラストを表示した。

　錦が目を見張る。

「……ッ……これは!?」

「姉さんが、事前に送ってきた。挑発なのか、助言のつもりなのか、理由はよくわからないけれど」

「そうか……」

　うめくように言って、錦が言葉を失った。

　マリィも同じようにスマホに目を落としたまま、黙りこんでいる。

「…………」

　いつもは、ユウトのイラストを無批判に喜んでくれる彼女だったが、どう贔ひい屓き目めに見ても京きよう橋ばし彩あや華かのほうが優れている──それは口にできない、ということか。

「遠慮しなくていいよ。差は自覚してる」

「このイラストを描いたのが、ユウトくんのライバルで……姉シスターなの？」

「すごいよね」

「……でも……ユウトくんにも、いいところあるよ」

　言いにくそうに、彼女はつぶやいた。

　錦にしきが深いため息をつく。

「これじゃ、話になんねえな」

　彼らしい遠慮のない判定だった。悠ゆう斗とも同じように思っている。

　しかし、マリィが頰ほおをふくらませた。

「言い方ってもんがあるでしょ!?」

「こういうことは、ズバッと言ったほうがいいんだよ。遠回しに言えばいいってもんじゃねえ」

「でも……!!」

　言い合いになる前に、悠斗は止めに入る。

「いいんだ、マリィ。ありがとう。だけど……自分でもわかってる。これじゃ、勝負にならない」

　昨夜に比べれば、だいぶ冷静に言葉にできた。一晩寝て、落ち着いたということか。

　マリィが身を寄せてきた。

　吐息が感じられるほど、顔が近くに。

「私は！　いつものユウトくんの絵が好き！　この絵より、さっきの絵より、いつもの絵が！　初めて私の子たちを描いてくれたときには、キュンキュンしたわ」

「あ、ありがとう……」

　またソファーの外側へ座りなおしたせいで、そろそろ悠斗は隣の席に移ってしまいそうだった。

　嬉うれしくは思うが、《猫ソナ》のイラストを著者であるマリィが高く評価するのは、それこそ身み贔びい屓きな気がする。

　錦がもう一杯ワインを注文する。彼なりの気遣いか、悠斗のぶんも。

「んじゃま、感情的なとこは置いといて……理屈の話をするか」

「僕は感情的になってるかな？」

「まぁ、聞けよ──京橋さんのイラストはすげえと思うが、どのへんがすげえのかって頭で考えてみたか？」

「どのへん……まずキャラクターのデザインかな」

「いきなりディテールに行くなよ。理屈で考えるときは、順序ってもんがある。絵を小さくして考えるんだ」

　テーブルに置いたスマホに、錦にしきが手を伸ばす。

　二本指で、にゅっと画面を小さくした。

　サムネイルになる。サムネイルの意味は、親指の爪──それくらい小さな表示ということだ。

「読者がカバーイラストを最初に目にするのは、この小さなサイズだってのは、わかってるよな？」

　マリィが首をかしげた。

「文庫は、もっと大きいよ？」

　悠ゆう斗とが補足する。

「ネットだと、だよね」

「うむ。それだけじゃなく、本屋の平台をザッと眺めたときも、同じような感じだ」

　錦がスマホで、公式サイトやネット書店を開いて、マリィに丁寧に説明した。

　彼は会社でグラフィックチーフをしている。もちろん質の高いイラストを描くことも仕事のうちだが、若いクリエイターに技術を教えるのも、役割の１つだ。さすがは本職だけあって、教えるのも上う手まかった。

「てなわけで──まずはサムネイルのサイズで絵を考察する。悠斗の場合は、ごちゃごちゃしてて各要素が目立ちにくい。京きよう橋ばしさんのがシンプルだ。キャラクターが大きいから表情もわかる」

「並べてみると、僕の絵はごちゃごちゃしてるだけなんだよ」

「小さくしてみると、わかりやすいよな。ハラミの商業デビューが決まったときに教えてやったんだが……売れてる作品の表紙を文庫サイズに印刷して、書店の平台みたいに並べるんだよ。そこに自分のイラストを置いてみる。ロゴも適当に乗せてな」

　マリィが尋ねる。

「書店ごっこ？」

「そう、書店ごっこ」

　なるほど──と悠斗はうなずいた。

「カバーイラストが他の作品に埋もれちゃわないか、見劣りしないか。確かめるんだね」

「うむ」

「……今まで、そんなことやってるって、知らなかったよ」

「ハラミがデビュー作を描いてるときに〝このイラストでいいのか不安〟って煩うるさかったからよ。確かめ方を教えたんだ。おまえは知り合ったときには、もう本を出してたし、他人の評価を気に病むタイプじゃないし」

「うん」

　錦にしきとは出版社のパーティーで知り合った。

　そして、同人イベントで再会し、一緒に食事なども行くようになり、今に至る。

「訊きかれれば教えるけど、押し売りまではしねえよ」

「それはそうだよね」

　隣から、マリィが肩にもたれてきた。

　なんだろう？　と思ったら──寝てしまっている。しかも、居眠りという感じではなく、熟睡だった。

　子供みたい。

　錦も驚いていた。

「……酒は吞のませてないよな？」

「そういえば、ノートＰＣを買ってるときに、締め切り明けって言ってたから。ろくに寝てなかったのかも」

「マジか？　その割には元気そうだったけど……」

「マリィは吐きそうな体調でも、楽しいときは楽しくなっちゃうタイプだから」

「へー。普通は体調が微妙なときって、なにをやってても気分も微妙なもんだが……頭と身体がリンクしてないのは珍しいな」

「そうかもね……難しい話が続いたから、退屈しちゃったのかな？　ちょっと寝たら起きると思うけど」

「ユウトは大丈夫なのか？」

「昨夜は、けっこう寝た……と思う。平気だよ。自分が下へ手ただと痛感するのは、初めてじゃない」

　言いながら、ワインを口に流しこんだ。

　それほど量を吞んだつもりはなかったが、ぐらんと酔いが回る。

　錦が話を進める。

「さてさて、サムネイルで〝目を引く〟って第一関門がある。じゃあ、次だ──ライトノベルのカバーってのは、たんに絵として楽しませればいいってもんじゃない。物語の紹介でもある。だよな？」

「さすがに、僕もわかってるよ。カバーを見たお客さんに小説を買ってもらうのが目的なんだから」

「ユウトの絵は、そのあたりのピントがボヤけてる」

「うーん……？」

「《レレガ》を一言で表現できるか？」

「えっ？　えっと……現代モノの、ミステリーで……もう二言か」

「実際には、優先順位をつけて３つか４つのキーワードに絞るんだ。それを絵にすると考えてもいい」

「えっと……どうなるのかな？」

「実はカバーイラストに限らねえけどな。どんな絵も同じだ。テーマの絞れてない絵は、ピンボケになる」

「よく考えてなかったよ」

「むしろ、よく考えないでピントが合うのは、すげえよ。ユウトは自分が思ってるより、ずっと才能がある。天才かもしれん」

「い、いや……」

「才能にあぐらをかいて、頭を使っていないほうの天才ちゃんだが」

「うっ……」

「絵描きの悲しい習性なんだが、落書きや趣しゆ味み絵だとテーマを絞れるのに、商業絵や大一番になると〝良く見せよう〟と思ってがんばりすぎる。テーマが増えてボケちまう」

「もしかして、今回の僕の絵も？」

「いつもよりテーマが多いな。肩に力が入ってる、ってやつだ。さっき、小お倉ぐらさんが言ってたのも的外れじゃないかもしれん。悠ゆう斗との《猫ソナ》の絵はピントが合ってる」

「ううぅ……」

　図星を突かれたような気がした。

　言われてみると、いつもより絵に要素が多い。

　そのぶん、緻ち密みつに描いたが。

「そういう絵は、ごちゃごちゃしてて、拡大して見たくなる。絵としての評価は高くなるかもしれんが、カバーイラストは目を引くのが仕事だ。そして、お客さんは忙しいなかでパッと平台を見て決める」

「絵としての評価が高ければ手に取るってもんじゃない？」

「ラノベの客の大半は〝自分に合った物語〟を求めているからな。ごちゃごちゃして、どんな物語かわかりにくいカバーは論外だろ」

「うーん……そうなのかな？」

「俺が、お経みたいに長ったらしい説教をしたら、寝るだろ？」

「なるほど」

　隣では、マリィが気持ちよさそうに熟睡していた。

　悠斗まで意識が朦もう朧ろうとする。

　寝不足ではないと思っていたが、ワインが思いのほか効いてしまった。

「ユウト、カバーイラストってのは、物語を伝えるためにあるんだ。そのためには、要点を絞らねえと」

「わかるけど……要点って、難しいよ」

「ラノベなら、企画書に書いてあるだろーに。ちゃんと読んでるか？」

「もらってない」

「そこからだな。その物語に、どんな面白さがあって、どんな特徴があるのか──指示書にあるキャラに好きなポーズをさせて、デッサン取れてりゃプロの仕事でござい、ってわけじゃない」

「そうなんだけど……要点か……」

「実は、ここまでは前振りだ」

「え？」

「ユウト……俺が一番言いたいのはな、そうやってテーマを絞った絵は、尖とがるんだよ」

「尖る、って？」

「普通から離れる。外れる。変になる──だから、一部の客には褒められるけど、趣しゆ味みの合わなかった客には批判される。つまり、好き嫌いが出るってことだ」

「うーん……」

「釈然としないか？　上う手まければ、誰もが褒めてくれる──なんて思ってるか？」

「趣味が合わない人は、気にしないだけで批判はしないかな、と」

「そりゃ注目が足りないんだ」

　なるほど──と感心する。同時に、気になることもあった。

「錦にしきの絵って、大勢に好かれて、悪評も聞かないよね？」

「当然だな。そういう作風なんだから。悪く言われにくいけど、熱烈なファンも少ないだろう？　俺はそれくらいの絵しか描けないんだよ。強烈に好かれる絵は、強烈に嫌われる絵でもある。そいつは、とんでもない技術だ。絵で人の心を動かす──感動させるってことだからな」

「うん、わかるよ……でも、商業作なのに嫌われる絵か……」

「逆だぞ。商業作だからこそ、嫌われる勇気が必要なんだ」

「ええ？　作家の書いた小説なのに、僕のカバーイラストで嫌われちゃ、ダメなんじゃない？」

　考えているうちに、ぐるぐると視界が回り出した。

　悪酔いしたか。

　少しだけ目を閉じる。

　まるで船に乗っているかのように、揺れている気がした。
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「ユウト！　おい、ユウト！」

「うっ……？」

　錦にしきの声で起こされた。

　まだ店内だ。

　どうやら、ソファーにもたれて寝入っていたらしい。マリィと互いに肩を寄せ合って。

　悠ゆう斗とが身体を起こすと、マリィはずるずると滑って横になってしまった。

　熟睡にも程がある──いったい、どれだけ寝ていなかったのか？　ちょっと心配になるくらいだった。

　テーブルの上には、見覚えのないワインボトルが２本も。

　それと、やたら項目の増えた伝票があった。

「おまえらが寝てる間、ちょいちょい注文したから、ちくっと増えちまったよ」

「ず、ずいぶん食べたね!?」

「実は、知り合いが来てたんだ」

「え？　誰かいたの？」

　それにも気付かず、寝ていたのか──と自分に驚いた。

　錦が苦笑する。

「２人とも寝てて俺だけじゃ、間が持たないだろ？　だから、ちょっと呼んでみた」

「今は、どこに？」

「そいつは千葉の奥地に住んでるんで、さっき帰ったよ。そろそろ閉店らしいし、もう出ようぜ」

「ああ……って、閉店!?　そんな時間か」

　スマホを見ると、もう23時だった。

　何かが引っかかる。

　──なんだ？

　落ち着かない。

　前にも、似たような感覚があった。

　何だったか……。

　──そうだ。あのときは、乃のノの香かと買い物に行く約束をしていて、そのまま月が変わってしまって。

「あっ、今日！　僕の誕生日だ！」

「はあ？　そうだったのか……おめでとう。でも、せめて食事の前に言えよな、おまえ」

「ありがと！　失敗した！　乃ノ香ちゃんが来るって言ってたのに！」

「おいおい……家で誕生パーティーの予定だったのか？　そりゃ、マズイんじゃねえの？」

「マズイよ」

　スマホを確かめる。

　電話もＳＮＳも来ていない。

　どうして、何の連絡もしてこないのか？　などと疑問に思うほど、悠ゆう斗ととてズレてはいなかった。

　気遣ったに決まっている。

　昨夜、あんなことがあったせいだ。

　帰ってきたくないなら、無理に帰ってこなくてもいい──そういう優しさだろう。

　14歳の女の子に、まるで母親みたいに甘えてしまって。何をやっているんだ、僕は──と悠斗は内心で自分を叱りつけた。

　23時か。

　今頃は帰宅して、もう自宅だろうか。

　とにかく、約束をすっぽかしてしまったことを謝りたかった。

　ＬＩＮＥを送ってみる。

『ごめん。店で寝ちゃってた』

『おつかれさまです、ユウト先生。すみません、まだ先生の部屋です。お邪魔でしたら、すぐ帰りますので』

　──まだ部屋にいる!?

　そういえば、けっこう融通の利く両親だったか。

　悠斗は慌てて電話をかけた。ワンコールも待たずに、すぐ受話される。

「乃のノの香かちゃん!?」

　スピーカーの向こうで、彼女が息を吞のんだのがわかった。

　おずおず、と声がこぼれてくる。

『あ……あの……ごめんなさい』

「なんで!?　謝るのは、僕のほうだ」

『いえ……わたしが、勝手に待ってただけですので……あの、今日は、お戻りになりませんか？』

「すぐ帰るよ！」

『よかったです。待ってても、いいですか』

「うん！」

　電話を切って、錦にしきに視線を向ける。

「ごめん。帰る」

「おいおい……こんな時間なのに、乃ノ香ちゃんは部屋で待ってるのか？　悪いことしちまったな」

「僕のミスだ。帰って謝るよ」

「約束を忘れてたんじゃ、言い訳の余地もねえな。土下座してこい。あとは任せろ。小お倉ぐらさんは、起こしてタクシーに放りこめばいいよな？」

「たぶん」

「そんじゃ、あとは任せろ。急げ」

　彼は手で追い払うようなジェスチャーをした。

　悠ゆう斗とは出口へ向かう。

　エレベーターを待つ時間が、とても長く感じられた。





　　　　　†






　乃のノの香かは悠斗の部屋で待っていた。

　料理はテーブルに並んでおり、ラップフィルムが被かぶせられている。

　その料理にちょっかいを出そうとする猫のワコムの気を逸そらすため、乃ノ香は猫ジャラシで遊んであげていた。

「ほーら、ほら」

　グルゥ！　シャッ！

　ワコムは興が乗ってくると、猫らしからぬ野性味ある声をあげる。

「ほりゃ！　とりゃあ！」

　乃ノ香が猫ジャラシを大きく振って、そのたびにワコムが高くジャンプした。




　ドアが勢いよく開く。




「はぁ！　はぁ！　はぁ！」

「ユウト先生!?」

　乃ノ香が猫ジャラシを持ったまま、玄関に駆け寄る。

　ドアの音に驚いたワコムが、キャットタワーに駆け上がった。

　崩れ落ちるように、悠斗は膝をつく。駅から全力疾走してきたせいで、すっかり息があがっていた。

「ごめん、乃ノ香ちゃん！」

　彼女が安あん堵どした様子でうなずく。

「大丈夫です……お帰りなさいませ、ユウト先生」

　その目尻に涙が浮かぶ。

　悠ゆう斗とは頭を下げた。

「本当に、ごめん！」

「いえ……ぜんぜん、ユウト先生は悪くないですから」

「悪いよ！　約束してたのに、店で寝ちゃってて」

「そうだったんですね」

「いや、違うな。正直に言うと……約束を忘れてたんだ。明日の打合せに行かないってことで頭がいっぱいになっちゃって……他のことまで全て飛んでた」

「そういうことも、ありますよ」

「だとしても、僕が悪い」

「そんな……」

「僕のせいで、乃のノの香かちゃんを泣かせちゃったんだから」

「あ……」

　彼女が目元をぬぐった。首を左右に振る。

「……違う……違うんです、これは」

「なにが？」

「これは、安心したからなので」

「安心？」

「ずっと帰ってこないから……昨日、大変なことがあったし……そのせいで、わたし、いろいろ考えちゃって。無事に帰ってきてくれただけで、嬉うれしくって泣いちゃいました」

「いろいろ……？」

　失踪。

　飛び込み。

　入じゆ水すい!?

　ぶるぶる、と悠斗は首を振った。

「しないよ!?」

「ご、ごめんなさい！」

「いや、まぁ、そう心配されても仕方ないくらい、僕はダメになってたのかもしれないけど」

　今日一日、マリィに振り回されたせいで、落ちこんだ精神状態からは脱していた。

　目標は見失ったままだが……。

　それは言わない。

　これ以上心配をかけ、乃ノ香に甘えてどうするのか？

「……あの……お店にいたなら、もう夕飯は食べてきちゃってますか？」

「あ、えっと……食べたけど、乃ノ香ちゃんが何も食べてないよね？　僕も腹ぺこってほどじゃないけど、満腹なわけじゃないし」

「本当ですか？」

「信用して」

　たとえ満腹ではち切れそうだとしても、同じことを言っただろうけれど。

「ケーキもあるんですが……」

「そ、それは……一切れくらいなら」

「大丈夫です。２人でホールケーキは買ってきません。カットケーキにプレートを乗せてもらいましたので」

　ほっ、と安あん堵どする悠ゆう斗とだった。

　乃のノの香かが手早く用意する。

「よかったです。当日のうちにお祝いができて」

「あ……もう時間がヤバイか？」

　そろそろ終電もなくなる頃だろう。

　彼女が苦笑した。

「今夜は、友達の家に泊まるって連絡しちゃいました」

「と、泊まり、か」

「ご迷惑でなければ……ですけど……」

「いやいやいや、僕が迷惑がることなんて、ありえないよ」

　乃ノ香が泊まるのは、初めてというわけではなかった。訳ありだが、知り合った初日に１泊している。

　あのとき、悠斗は酔っ払って寝ていた。

　一緒に旅館に泊まったとき、悠斗はマリィと仕事をしていた。

　今は眠くもなく、酔ってもおらず、急ぎの仕事もない。

「ユウト先生は、シャンパンにしますか？　シャンメリーやオレンジジュースもありますけど」

「あ……それじゃあ、シャンメリーで。一緒に飲もう」

「はい！」
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　用意がありますので──

　そう言って、乃ノ香が脱衣所に入る。

　既視感があった。

　ちょっと前に、似たようなことがあった気がする。魔法少女アニメの変身シーンが繰り返し使われるようなものか。

　つまり、変身シーンだった。

　戸が開いて、乃のノの香かが再登場する。

　悠ゆう斗とは身を乗り出した。

「あっ!?　それって……洋琴ぴあのの魔導師モード!?」

　袖が広く、裾すそも長い、魔法使いのようなシルエットながら、前開きでコートのようになっている。

　シャツは丈が短く、おへそが出ていた。

　下はプリーツスカートで、絶対領域を挟んでニーソックスになっていた。設定ではブーツを履いているが、部屋の中なので靴はなしだ。

　ビシッ、とポーズまで決めてくれた。

「お誕生日、おめでとうございます、ユウト先生！」

「うん……ありがとう」

　悠斗が初めての仕事でデザインしたキャラクターだ。

　思わず涙ぐんでしまった。

「あわっ、どこか変でしたか？　お腹なかが痛いとか!?」

「ここまで用意してもらっておいて、こんな時間まで待たせて……僕ってやつは……」

「いえいえ、本当に大丈夫です。ワコムちゃんに遊んでもらいましたし」

「僕は猫以下だ」

「そういう意味じゃないですからー」

　落ちこんで項垂うなだれていると、乃ノ香がすぐ目の前に膝をついた。

　ぎゅっ、と頭を抱きしめられる。

「あ」

「ユウト先生、誰だって大変なときはありますよ。がんばれるときに、がんばればいいんです」

　体温が伝わってくる。

　やわらかな感触に包まれて、自責に沈んでいた気持ちが、引っ張り上げられるような感覚があった。

「……」

「わたし、ユウト先生の絵が好きです。ユウト先生が絵を描いているところが好きです。絵の話をするのが好きです。休憩しているときも、落ちこんでいるときも、寝ているときも、好きです。だから、応援してるんですよ」

「乃ノ香ちゃん……」

「ユウト先生が、ご自分で納得できる絵が描けているなら、それが誰にどう評価されていたって、わたしは気にしないです」

「自分で納得できる絵……」

　ここ最近は、自分の気持ちなんて二の次だった。

　技術的に高度で面倒なことをすれば、素晴らしい絵になる──そんなふうに思いこんで、描いていた気がする。

　悠ゆう斗とは魔導師衣装に触れた。

　自分の考えたキャラクターのコスプレ衣装を作ってもらったことはある。着てもらったこともある。

　しかし、衣装を着ている子に触れたのは、初めてだった。

　そもそも、コスプレイヤーさんにタッチは御法度なものだし。

「……この魔導師モードって、デザインに元ネタがあってさ……僕が中学生のときに作ったオリキャラなんだけど」

　いわゆる、ウチの子というやつだ。オリジナルのキャラクターをデザインして、あれこれ設定をつける遊びに興じていた頃があった。

「その頃から、おへそが好きだったんですね」

「あ……いや、姉さんと遊んでて作ったキャラだから……シャツは普通の丈だったよ」

　家族に見せるために作ったキャラクターに、当時は無自覚とはいえ、性癖を全力投入するのは、思春期にさしかかった男子としては抵抗があった。

　目の前に、おへそがある。

　洋琴ぴあのの格好をした乃のノの香かのおへそが……。

　じっと見つめてしまうのだった。

　思い出す──

　自分で作った物語のキャラクターを何枚も描いて、姉に見せていた。

　まるでリレー小説のように、姉は物語の続きを考え、そこに登場するキャラクターを作ってくれた。

　彼女のほうも興が乗ったのだろうか──高校生になっていた姉は、本気で絵を描きはじめた。

「あの頃の僕は、好きなように描いているだけだった気がする」

「楽しかったんですね」

「うん。見せるのは、姉さんだけだったけど」

「他の人には、見せなかったんですか？」

「何度か、親やクラスメイトにも見せたけど、子供の描く絵だからね。あれこれ批評されると、ちょっと……」

「お姉さんは、悪く言わなかったんですか」

「褒めてくれたよ。見た瞬間に、ここが良く描けてる、ここが凝ってる、ここが新しい。そして、この絵が好き──と言ってくれた。姉さんにだけ見せると思えば、なにも恐こわくない。僕は伸び伸び描けたんだ」

「……今は？」

「同じようには、いかないね……商業作品は何万人、何十万人が目にするし……今の姉さんは、大人気イラストレーターだ。見せるとなれば緊張するよ」

　あちらが、昔と同じように見ているとしても。

　当時の悠ゆう斗とは、素人しろうとで中学生だった。今の自分は、プロだ。

　──いつの間にか、鎖が心に巻きついて、すっかり重くなってしまっていた。

　乃のノの香かが少し迷ったように……。

　しかし、何かを決心し、息を吸いこむ。

　悠斗の耳元で、ささやく。

「ユウト先生……今日、わたし、ずっと待ってました」

「え？　う、うん……本当にごめんね」

「ですから……ひとつだけ、わがままな、お願いをしてもいいですか？」

　乃ノ香がこんなことを言うなんて、珍しいと思った。

　悠斗はうなずく。

「もちろん。なんでも言ってよ」

「……わたしは、ユウト先生が、たった１人だけに向けて描いたイラスト、見てみたいです。そんなふうに伸び伸びと描いた絵を」

「乃ノ香ちゃんのために？」

「ダメですか？」

　悠斗は胸の奥が熱くなるのを感じた。

　ずっと使われず冷たくなっていたストーブに、ボンッと火が点ともったかのよう。

　ふつふつと内側から湧きあがってくる。

「…………わかった。いっぱい応援してもらったのに、お返しできてない。かといって、僕には絵を描くことしかできないし」

「本当に、お願いしちゃってもいいんですか？」

「うん」

　乃ノ香が腕をほどく。

　包まれるような温かさが、離れた。

　ちょっと名残惜おしい気持ちもあったが、ずっと抱きしめられているわけにはいかないだろう。

　ふぅ～、と悠斗は深呼吸する。

「リクエストはある？」

「えっと……じゃあ、ダメなら他のでもいいんですけど……」

「オリジナルでも、版権絵でもいいよ」

「わたし、《レレガ》のカバーを、今度は、わたしのために、描いてほしいです」

「えっ!?」

　お願いの意図を図はかりかねて、悠ゆう斗とは困惑してしまう。

　乃のノの香かが両手を合わせた。

「明日の昼過ぎには、もう間に合わないかもしれないですけど……わたし、今回のユウト先生の描かれたカバーイラストは、ちょっと窮屈な感じがしたんです。もっと楽しそうに描いてほしいなって」

「楽しそうに……」

「あ……小説のほうは読んでないから、そういう物語じゃないかもしれませんけど」

「ミステリー要素のある学園モノだから、《猫ソナ》とは違うけど……ただ小難しいだけの作品じゃない」

　悠斗は言葉にするのが苦手だった。

　絵にするのは、そこまで苦ではないのだが。

　ハッ！と気付く。

　物語の要素をイラストに込める。テーマを絞る。ピントを合わせる。そういうことか？

　先ほど、錦にしきに言われたことを思い出した。




　──優先順位をつけて３つか４つのキーワードに絞るんだ。それを絵にする。




　今まで考えたことがなかった。文庫２５０頁ページほどの内容を数個のキーワードで表現するなんて、難しい。

　目の前で、悠斗の言葉を待っている少女を見つめる。

　どう伝えればいい？

　乃ノ香が身じろぎした。衣装をつまんで、スカートなど確かめる。

「あ、あの？　どこか、おかしかったですか？」

「おかしくない、かわいいよ」

「あう……」

「ああ、そうか……そうなんだよ。乃ノ香ちゃんが喜びそうな要素なら、わかる。たぶん、わかる……絞れてきた」

　ときどき一緒にアニメや映画を観みたり、ラノベやマンガの話をしている。彼女の趣しゆ味み嗜し好こうは、だいたい把握できていた。

　若い読者だけあって、悠ゆう斗とよりもメジャーを楽しむし、わかりやすさが大切みたいだ。

　乃のノの香かの好みに寄せれば、合わない人には嫌われてしまうかもしれなかった。

　しかし、今回は気にしない。

　このイラストは、乃ノ香のためだけに描くと決めたから。

　鎖が解ける音がした。

　閉じこめられていた発想が溢あふれ出だして、悠斗の頭の中で渦を巻く。

　仕事机に向かい、ペンを手に取る。

「そうか……そうだったのか。僕は描きたかったんだ、一人だけのために。うん……他のことは気にしないで描いてみるよ。君のためだけの、カバーイラストを」

　他の人に、どう評価されようと関係ない。

　悠斗は口元を歪ゆがめた。

「まぁ、君に気に入ってもらえなかったら……本当に、どうしようもないんだけど……」

「そんな！　楽しみにしています！」

「がんばるよ」

「あ、ユウト先生、コーヒーか紅茶をいれますか？」

「じゃあ、コーヒーを。ミルク多めで」

「はい！」

　魔導師モードの乃ノ香が、キッチンに向かう。

　──こんなに、やる気が急に出るなんて……本当に魔法みたいだなぁ。

　照れくさくて言葉にはしなかったが、そんなふうに思った。

　いつも構図には、何時間も何日も悩むが、もうすっかり頭の中で固まっている。

　あまりに鮮明なので、どこかで観みたことのある絵ではないか、と不安になってしまうほどだ。

　しかし、酷似するイラストに覚えはなかった。

　自分で考えたもののはず。

「まぁ、描いてみれば、わかることか……かぶっちゃっても、どこかに出す絵ではないんだし」

　要点は押さえた。

　乃ノ香が学校へ行く時間まで、そう猶予はない。必要最小限の描きこみだけで仕上げなくては。

　この熱が冷める前に、キャンバスに写し取りたかった。

　昨夜から起動したままのＰＣを起こす。

　キーを叩たたくと、パワーセーブで暗くなっていた液晶画面に光が戻り、作業環境が現れる。

　中央にウィンドウが開いた。




『アップデートの準備ができました。ＰＣを再起動する必要があります』




「あああああああああ、もう！」




















　カーテンごしに、朝の光が入ってくる。

　錦にしきが泊まりに来るたびに、遮光カーテンにしろと言うが、貧乏学生だったときに掛けたまま、ずっと同じものを使っていた。

　悠ゆう斗とは明るくても寝られるタイプだ。

　むしろ、明るくて目が覚めたなら、作業時間が増やせる──と考えていた。

　カッカッカッとペン先で液晶タブレットを叩たたく。

　作業がノッてくると、線を描く速度が上がり、引くというより、つつくような動作になるのだった。

　その背後で、奇妙な声があがる。

「ふにゃあ!?」

「えっ？」

　悠斗は慌てて振り返った。

　ベッドに乃のノの香かがいる。べつにやましい理由ではなく、眠そうだったからベッドを貸しただけのことだ。

　寝間着は悠斗のシャツを貸したので、ちょっと大きめだった。

　彼女が上体を起こし、スマホを睨にらみつけている。

「……先生……スマホって時計が狂ったりするでしょうか？　電池がなくなったとかで」

「おはよ、乃ノ香ちゃん。聞いたことないね」

「あ、おはようございます、ユウト先生。わたし、やってしまいました」

　悠斗も作業机の端はしに置いてあるスマホに視線をやる。

　７時35分。

「高校生って、こんなに早く家を出るんだっけ？」

「いえ……学校には８時20分までに着いてればいいんですが……」

「そんなに遠い学校じゃないよね？」

「今から顔を洗って、髪と服を整えて、駅に向かったら、高確率で同じ学校の人と会っちゃうんです。部活の朝練が７時半からなんで、そのくらいの時間帯に家へ戻って、着替えてから登校しよう──って思ってたんですけど。まさかの寝坊です」

「そうか。起こしてあげればよかったね」

「いえ……いつも目覚ましなしで起きられるので、油断しました」

「明るくて寝付けなかったかな？」

「そんなことないです。ただ、ちょっと……先生のベッドだと思うと……」

「固かった？」

「ベッドの質のせいではないですー」

　ひらひら、と手を振った。

　ぽん、と乃のノの香かが立ち上がる。

「よし！　今日は、遅めに行きます。１限目に間に合えば、問題ナシということで」

「大丈夫かい？」

「駅でクラスメイトに見つかって、〝朝帰り〟なんて噂うわさが立つより、マシなので」

「う、うん……ごめんね」

「気にしないでください、わたしの寝坊です。ユウト先生こそ寝てないみたいですけど、大丈夫ですか？」

「ぜんぜん問題ないよ。こんなに集中できてるのは、久しぶりだ」

　乃ノ香が画面に視線を向けてくる。

　悠ゆう斗とは全体が見えるように、縮尺を変更した。

　彼女が無言で固まる。

「…………」

　良いとも悪いとも言われずに、悠斗は不安になってしまう。

　──気に入らなかっただろうか？　気遣って、正直な感想が言えないとか？

　乃ノ香が肩を震わせる。

「すごい……」

「ん？」

「すごいです！　とっても、すごく、とっても良いと思います、ユウト先生！」

　悠斗は安あん堵どの吐息をついた。

「ありがとう……他の誰でもない、乃ノ香ちゃんに、そう言ってもらえてよかったよ。まだ７割ってとこだけどね……」

「ううぅ……学校に行かずに、ここで完成を見届けたいです」

「嬉うれしいけど、それはダメ。僕が言うのは、今更って感じだけど……ちゃんと学校生活も大切にしてね？」

「……はい」

　残念そうに肩を落としつつ、乃ノ香はうなずいた。

　猫のワコムが机の下から出てきて、ニャアニャアと朝食を催促する。いつもはキャットタワーで寝ているのに、なぜか昨夜は悠斗の足元で丸くなっていたのだった。

　乃ノ香が髪を後ろで結いながら、キッチンへ向かう。

「あら、机の下にいたんですか？」

　ニャア、と鳴いたワコムが、彼女の脚に首筋をこすりつける。

　悠ゆう斗とは苦笑した。

「いつもは、呼んでも近くに来ないのにね」

「ワコムちゃん、珍しいですねー。すぐ朝ゴハンを出しますからね。あ、ユウト先生も、なにか食べられますか？」

「んー……軽いものを」

「昨日の野菜が残っているので、サンドイッチとコーヒーなんていかがでしょうか？」

「いいね」

　ほどなく、卵焼きとコーヒーの香りが漂ってくる。

　悠斗は作業しながら、朝食をいただいた。

　そんな悠斗を眺めつつ、乃のノの香かも朝食をとる。ワコムもちゃんと朝ごはんをもらえて、満足そうだった。

　８時──

　乃ノ香は洗面所の鏡で髪型を整える。左上でまとめるいつもの髪型は、けっこう手間がかかるのだ。昨夜、ちゃんとケアしておいたから、制服にシワもナシ。

「完璧です」

「ああ、家に帰ってないとは誰も思わないね」

「はい……今日は、体育もないですし」

「ん？」

　ちょっと考えたが、言葉の意味はわからなかった。

「ところで、ユウト先生……そのイラストは、14時くらいまでに完成しそうですか？」

「急げば可能だけど……どうして？」

「今日の打合せ。行かないって言ってましたけど……わたしは、そのイラストを京きよう橋ばし先生や、帝てい王おう文庫の編集さんに見てほしいって思うんです」

「えっ？　いや……これは、乃ノ香ちゃんに見せるために描いてるものだから……」

「とっても嬉うれしいです。その絵、すごく好きです。だから……それとも、ユウト先生にとっては自信作ではないですか？」

「考えてなかったよ……」

　悠斗は改めて、今描いているイラストを眺めてみる。

　京橋彩あや華かと比べて、どうか？

　首を傾けた。

「……わからない」

「そう、ですか」

「……すごいな！　すごいよ、乃のノの香かちゃん！　僕にも、こんな絵が描けたんだね。今になってビックリだ。姉さんの絵と比べて〝どっちが上かわからない〟って思った！」

「あ……そ、そうですよ！　勝負してみないと、わかりません！」

　ふぅ～、と悠ゆう斗とは深呼吸する。

　また頭に血が昇ると、よくない。肩に力が入った絵になる。

「やっぱり、このイラストは、乃ノ香ちゃんのためだけに描くよ……」

「そうですか」

「打合せに間に合う頃にちゃんと完成して、まだ〝どっちが上かわからない〟と思えていたら、姉さんたちに見せにいく。それでいいかな？」

「はい！」

　元気よく返事をして、乃ノ香は学校に向かうのだった。
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　15時──

　悠斗は駅から走ってきた。

「ビル！　何個あるんだ、この会社!?」

　船ふな山やまから住所は聞いていたものの、下調べが甘かったか。最初に訪ねたのは第一本社ビルで、帝てい王おう文庫編集部があるのは第三本社ビルだ。

　同じ区画に建っているが、そもそも建物が巨大すぎて、隣の玄関口に辿たどり着つくまでに、けっこう走った。

　運動不足と徹夜明けの身体には厳しい。

　１階はガラス張りだ。

　自動ドアを抜けた先は、広いロビーになっていた。

　受付の女性に話しかける。

「はぁ……はぁ……はぁ……あ、あの！」

「いらっしゃいませ」

「帝王文庫の船山さんをお願いします」

「お約束はございますか？」

「はい」

「失礼ですが、お名前をうかがってもよ……」

「ユウトといいます」

　かぶせ気味に答えると、内線を掛けてくれた。

　──ぎりぎり間に合ったかな？　いや、ちょっと遅刻か？

　冬場だというのに、汗が止まらない。

　やたら暖房が強く感じられた。

　受付嬢が受話器に向かって言う。

「１階受付です。帝王文庫の船ふな山やま様に、お約束のユウト様がお見えです」

　編集部側の声は聞こえなかった。

　少し確認に時間がかかっているようだ。

〝遅刻だ。帰れ〟

　そう言われたら、どうしよう──と悠ゆう斗とは背中に冷たい汗をかく。

　受付嬢が受話器を置いた。

「ユウト様、14階のドバイ会議室へどうぞ」

　すごいネーミングの会議室だと悠斗は思う。提さげ紐ひものついた入館許可証を渡された。

　ロビーの奥にあるエレベーターで、指示されたとおりの場所へ。

　──最上階か。

　緊張する。

　いつもの打合せだと、編集者の永なが井いとどこかの店で待ち合わせて、軽く食事をしながら雑談したり、作品について話したり。イラストレーター仲間と食事するような雰囲気だった。

　会議室へは、アニメ化についての打合せに呼ばれたことがあるが、そのときは１階まで編集さんが迎えに来てくれた。

　大きなビルの広いエレベーターに、１人で乗っていると、妙に心細くなる。

　──もしかすると、こんな気持ちになるのが普通なのか？

　自分はぬるま湯につかっていただけで、本当はこういう大人の世界なのだろうか？　そう悠斗は思った。

　エレベーターの扉が開くと、アニメの曲が流れてくる。

　備え付けの液晶ＴＶに、放映中のアニメのＰＶが表示されていた。

　ここも待ち合わせスペースのようだ。

　背広を着た男性の２人組が、神妙な顔をして椅子に座っている。

　悠斗は自分の格好を見下ろした──よれたＹシャツと紺色のジャケットと、ジーンズにスニーカー。

　自分も背広くらい着てくるべきだったか？　持ってないけど──などと悠斗は焦った。

「ううぅ……ドバイって、どこだろう？　アラブに行けってことかな？　もう帰りたい」

　迷子の仔こ猫ねこのような気分になる。




「悠ゆうちゃん！」




　声をかけてきたのは、犬のおまわりさんならぬ姉の彩あや華かだった。

　黒ワンピースに、着物みたいな上着を重ねている。肩を出すように着崩しており、妙に色っぽい格好だった。

　──まさか、火ひ屋や大だい字じ先生と会うから……じゃないよね？

「姉さん……」

「ちゃんと来たわね」

「うん、ちょっと遅刻したけど」

「まずは、先生と編集さんに謝るようにね」

　彼女に案内されて、悠ゆう斗とは会議室へと入った。
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　白い壁に、白い大きな机。シンプルだが、オシャレなオフィスチェアが８脚ほど並んでいた。

　窓のない部屋だ。

　長机の右側に、３人ほど座っていた。

　手前にいる年配の女性が、すぐイスから立ち上がった。

「帝てい王おう文庫、編集長の海み笠かさ恵え理りです。今回は船ふな山やまがユウト先生に、大変なご迷惑をおかけしてしまい本当に申し訳ありません」

「いえ……とんでもないです。僕のほうこそ」

　この女ひ性とが編集長だったのか──と悠斗は驚いた。

　街で見かけたら、絶対に普通のオバサンとしか思わないだろう。それくらい普通の格好をした、普通の女性だった。

　橙だいだい色いろの上着に、花柄のスカート。髪型はボブカットで、背は低い。

「今回のことは船山に任せていますが、いずれにしてもユウト先生には、帝王文庫の看板イラストレーターになっていただけると期待しております」

「か、看板!?　いや、自分は、そこまでのものでは！」

「あらあら、ご謙けん遜そんですね……ウフフ」

　笑みを浮かべると、より庶民度が上がる。街で見かけそうなオバサンから、近所のスーパーで野菜を買ってそうなオバチャンになった。

　大手レーベルの編集長が、ここまで普通というのが、逆に恐こわい。

「えっと……がんばります」

　悠斗はそう返すのが精一杯だった。

　しかし、言ってしまってから後悔する。

　看板イラストレーターになることを否定したのは、間違いだった。

　京きよう橋ばし彩あや華かに勝つということは、そういうことだ。彼女は押しも押されもせぬ看板イラストレーターなのだから。

　海み笠かさから名刺を渡された。

「今後とも、よろしくお願いします、ユウト先生」

「は、はい……すみません。僕、名刺がなくて」

　船ふな山やまと会ったときにも後悔したが、今日という今日は完璧に後悔した。名刺くらい作っておかないと。

　海笠が担当者に一言告げ、改めて全員におじぎをしてから、会議室を出て行く。

「それでは皆様、お先に失礼いたします。船山さん、しっかりとお願いしますよ？」

「はい」

　うなずいた船山が、後は仕切ることになった。

　こちらは前と同じで、紺色のスーツにタイトスカートだ。

　そして、一番奥の席に、初めて会う男性が座っていた。

　黒い背広に、白いシャツに、黒いネクタイ。

　──喪服？　なんで喪服？

　腕組みをしているが、偉そうな雰囲気ではなかった。猫背のせいで、何かを考えこんでいるふうに見える。

「……作家の火ひ屋や大だい字じです」

　彼は座ったまま、そう名乗った。

　悠ゆう斗とは頭を下げる。

「すみません、遅くなりました。イラストレーターのユウトです」

「……」

　品定めするような視線だ。

　火屋は黙ったまま、それ以上は何も言わなかった。

　机の左側の奥の席に、彩華が腰掛ける。隣に座るよう、うながされた。

「ほら、悠ゆうちゃん」

「あ、うん」

　ユウトは１つイスを離して座る。

　そうしたら、彩華がわざわざ座り直して、隣へ来た。

「うふふ」

「…………」

　我が姉ながら、距離感がわかりにくい。

　少なくとも悠ゆう斗ととしては、今日は勝負しにきている。そういう感覚なのだが、彩あや華かにとっては違うのか。

　──僕なんか、姉さんにとって、まだ緊張感を持つ相手じゃない、ということか。

　その差を少しでも埋めたい。

　船ふな山やまが紙コップにお茶を注いでくれた。

「本日は、お集まりいただき、ありがとうございます」

　挨拶にはじまり、今回の経緯について、彼女から説明がある。

　新しい情報はなかった。

　彩華が一度は断ったことも、翻意して〝私が描く〟と言い出した理由も、とくに語られなかった。

　この席で、どちらのイラストレーターに依頼するかを決めること。

　それと、負けた側にも、１冊ぶんの報酬をお支払いする──ということが提案された。さすがは大手レーベルということか。

　──まぁ、お金の問題じゃないけど。

　悠斗のイラストには、意地が込められていた。それと、乃のノの香かや仲間たちの応援する気持ちが。

　負けたくない。

　船山が言う。

「それでは、ユウト先生から、イラストを見せていただけますでしょうか？」

「あ……えっと……メールで送ったんですが……」

「はい？」

　何も知らないような返事に、悠斗の背筋が凍りつく。

「メール、14時20分くらいに……」

「私、会議の直前に確認しましたが、ユウト先生からのメールは……」

「そんな!?」

　悠斗の心臓の鼓動が加速した。

　嫌な汗が出てくる。

　船山がノートＰＣを開いて確認した。

「……やっぱり、ユウト先生からのメールはありません」

「でも、メールアドレスを打ち間違えないよう、返信で送ったんですが……？」

「私宛てだったんですよね？」

「うっ……!?」

　時間ギリギリで、かなり慌てていた。確認したつもりだったが、記憶が曖あい昧まいだ。

　隣の席で、彩華がタブレットＰＣ（MobileStudio Pro 13）を眺めていた。その画面をこちらへ向ける。

「悠ゆうちゃん？　そのメールって、これかしら？」

「えっ!?　あ、ああーっ!?」

　彩あや華かのメーラーに、悠ゆう斗とからのメールが届いていた。

　焦って彼女に送ってしまったらしい。

　そういえば、彩華から誕生日プレゼントのメールを受け取っていた。そこに返信してしまったのか。

「……それ、だと思う」

「そう！　よかったわ、間違えた先が私で──それじゃあ、悠ちゃんのイラストも、こっちで表示するわね？　同じ画面のほうがフェアだものね」

　悠斗はうなずいた。

「あ、ありがとう……ございます、京きよう橋ばし先生」

　彩華が唇を尖とがらせる。

「なに、急に？　いつもみたいに〝お姉ちゃん〟って呼んで」

「いや……いつも、そんなふうには呼んでないよね？　ですよね？」

　地味に言い直した。

　姉に敬語を使うのは、妙な感じ。

「それじゃ、この勝負に私が勝ったら、これからは、そう呼んでちょうだいね。昔みたいに」

　彩華がタブレットＰＣを操作する。

「ちょっと時間がかかりそうね……船ふな山やまさん、悠ちゃんのメールはファイル受信中だから、先に私のを見せていいかしら？」

「わかりました」

　京橋彩華のイラスト──それを表示したタブレットＰＣが、テーブルの上に出された。

　画像は実際の文庫本に近いサイズにされている。

「本当は印刷した紙も持ってきてるけど、アンフェアだものね。見にくくて、ごめんなさいね」

　船山が首を横に振った。

「いいえ……ああ、相変わらず素晴らしいです！　見た瞬間に目に飛びこんでくるようなインパクト。印象的なのに、繊細な色使い。キャラクターのデザインも、どこにでもいそうで、初めて見ます。まさに完璧です！」

「ありがとうございます」

　会え釈しやくしつつ、彩華の視線は火ひ屋やに向いていた。

　彼はタブレットＰＣを引き寄せ、じっくりと見つめる。

　そのまま10秒ほど、《遺品を見つめる喪主》という題名の石像になったかのようだった。

「……よくわかりました。個々の感想は、結果が出てからのほうがいいでしょう」

「そうですね」

　彩あや華かがうなずいた。

　タブレットＰＣが返される。

　ちょうど、悠ゆう斗との誤送信したメールの受信が完了したらしい。

　──いよいよか。

　悠斗は空からつばを吞のみこんだ。
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　彩華が添付ファイルを開く。

　画面にイラストが表示された。

　ピクッ、と彼女の目つきが鋭くなる。

「これ……ッ」

　つぶやいた彼女の表情は、どことなく怒っているような、険しいものに感じられた。

　いかなる理由で、そんな顔をするのだろうか。

　しかし、それ以上は言わずに、彩華がタブレットＰＣを机の上に置く。

　先ほどと同じように、船ふな山やまが覗のぞきこんだ。

　腰を浮かせる。

「まあ！　さすがは、ユウト先生です！　こちらも、とっても素敵です！　ああ、迷ってしまいますね」

　即断はされなかった。

　それだけでも、悠斗は自分の成長を実感する。

　昨日までよりは、今のほうが良いイラストを描ける──そういう自信を持つことができた。

　船山が頰ほおに手を当てる。

「んー……迷ってしまいますが……私としては、京きよう橋ばし彩華先生のほうが、火ひ屋や大だい字じ先生のイメージに合っているような気がします」

「うっ」

　悠斗はうめき声を漏らした。

　火屋のイメージ──そう言われてしまうと、返す言葉がない。

　そもそも、彼は彩華と組んでの《アルテミス・クリムゾン》が代表作だ。人気コンビである。悠斗よりも合っているだろう。

　当の火屋は、タブレットＰＣを手に取ることもしなかった。

　ただ、眺めているだけ。

　そもそも、興味がないのだろうか。

　この勝負は──はじまる前から、悠ゆう斗との負けだったのかもしれない。ブランド力だけでも、京きよう橋ばし彩あや華かは別格だ。

　しかも、悠斗が描いたイラストは、乃のノの香かのためだけに描いたものだった。

　久しぶりに伸び伸びと描け、楽しんだ。

　けれども、やはり、そんな気持ちで描いたイラストは、商業作品としては失格ということか。

　火ひ屋やがつぶやく。

「……また、足りなかったか」

　そんな言葉を無視するように、船ふな山やまが話を進める。

「どうでしょうか、火屋先生から、どうしても──という意見がないようでしたら、今回は京橋先生にお願いするということで」

　ぼりぼり、と火屋が頭を搔かいた。

　ため息をつく。

「……ちょっとだけ、静かにしててもらっていいですか？」

「はい？」

　火屋の視線が、彩華に向いた。

　見つめられた彼女も視線を返し、しばらく見つめ合う。

　ただの作家とイラストレーターという関係のはず……だよな？　と悠斗が妙なことを思ってしまうくらい。

　２人は１分くらい無言だった。

「…………」

「……」

　やがて、彩華が目を伏せて、小さくうなずく。

　火屋は猫背をより丸めて、額が机につきそうなほど頭を下げた。

　顔をあげる。

「……こちらですね」

　なにが起きたのか、よくわかっていない船山が、問う。

「え？　どういう意味でしょうか？」

　よくわかっていないのは、悠斗も同じだった。

　火屋が腕組みして、また考えこむ人の石像になる。

「……ユウト先生、イラストをお願いします」

「えっ!?　えっ!?」

　彼は文章を書くと饒じよう舌ぜつなのに、現実だとまったく言葉足らずな人だった。

　彩あや華かがタブレットＰＣを引き取り、革のドクターバッグに入れる。肩を緋ひ色いろのストールで覆うと、立ち上がった。

　船ふな山やまに会え釈しやくして、ゆったりとドアへ向かう。

　悠ゆう斗とは腰を浮かせた。

「姉さん!?」

「……お先に、悠ゆうちゃん」

　こちらに顔を見せることなく、彩華は会議室を出て行ってしまった。

　──勝った？

　ずっと、悠斗は京きよう橋ばし彩華を目標にしてきた。だから、どんな形であれ、勝利したら嬉うれしくてたまらないかと思っていた。

　そうではない。

　むしろ、対抗意識を燃やしていた自分が、ひどく間違っていたように思えてくる。

　船山が震える声で言う。

「あ、あの……それでは《レレガ》のイラストは、ユウト先生にお願いするということで、よろしいでしょうか？」

　悠斗は深々とおじぎした。

「わかりました。全力を尽くします。でも、今だけは、ちょっと時間をください！」

　席を立つ。

「なるべく早く、戻りますので！」

　そう言い残して、悠斗は会議室を飛び出した。





　　　　　†






「姉さん！」

　追いついたのは、ビルの玄関の外だった。

　彼女が振り返って、驚いた顔をする。

「悠ちゃん、どうして!?」

「はぁ、はぁ……編集さんたちには、待ってもらってる」

　本当は、一方的に言って飛び出してきたわけだが。

「早く戻らないと」

「わかってる。でも、ちゃんと話しておかないと、僕は仕事に集中できないって思ったんだ」

「悠ちゃんなら、大丈夫よ」

「今度こそ、教えてほしいんだ。姉さんが、僕から仕事を横取りしようとしたのは──火ひ屋や大だい字じ先生のリテイクが多いから？　僕を守ろうとしたの？」

　彼女は表情を固くして、ちょっとだけ首をかしげた。

「誰から聞いたの？」

「僕だって、もうプロ３年目だよ」

「言うようになったわね……それなら、名刺くらいは用意しなさい？」

「あぐっ」

　おっしゃる通りすぎて、返す言葉がない。

　それに、絵を見せるための用意も。打合せに持ってくるようなモバイルＰＣを悠ゆう斗とは所持していなかった。

　営業に不慣れすぎる。

　画力以外にも、姉と差があると思い知らされた。

　彩あや華かが少し考えこんだあと、ため息をつく。

　それから、暗い笑みを浮かべた。

「ふふふ……私が、悠ゆうちゃんを守るために？　その人は、なにを勘違いしたのかしらねえ？」

　姉がこんな笑い方をするのは、初めてかもしれない。

　悠斗は背筋が、ゾクッと寒くなった。

「違うの？」

「私の大切な悠ちゃんが、誰かに守られる必要があるような小物のわけがないでしょう。無礼な」

「いやいやいや……あれ？　火屋さんのリテイクって厳しいんだよね？」

　彩華がうなずいた。

「そうね。火屋は絵を描けないけれど……見る目はあるわ。言葉にする技術は高いし」

「描けないのに、見る目があるの？」

「意外？　そういう人も希まれにいるのよ。わかると思いこんでいるだけの自信過剰ばかりではないの……少なくとも、私は火屋と仕事をしたおかげで、成長できたと思う」

　それくらい厳しい。だから守るために──という話ではないのか？

　彼女が奥歯を嚙かんだ。

　じっ、と見つめてくる。

　悠斗はたじろいだ。

「な、なに？」

「悠ちゃんには……もっと、ゆっくり成長してほしかったの」

「は？」

「だって、悠ゆうちゃんが、お姉ちゃんより上う手まくなったら、もう相手してくれないでしょ」

「ええー!?　そ、そんなことないよ！」

　すごい目で睨にらまれた。

「悠ちゃんは、いつもそう……自分で言ったこと、忘れてるわ」

「な、なに言ったの、僕？」

「〝お姉ちゃんは、絵が上手いから、大好き〟って」

「それも、子供の頃じゃ……？」

「年長さん組のときよ。でも、小学生になっても、毎日のように〝絵を描いて〟とスケッチブックを持ってきて」

「う、うん」

「背景から、人物のポーズから、細こま々ごまと指定して……ッ」

「あわわ……」

　悠ゆう斗とは頭を抱えてしまう。

　子供の頃の自分は、恐怖の《スケブ男》だったのか！

「完璧に応えられると、すっごく喜んでくれたわ。ここが良い、ここが好き、ここがカッコイイって、それはもう可愛かわいくて可愛くて！　もう！　お姉ちゃん大好きって言うときの笑顔が！　もう！」

「お、落ち着いて……姉さん」

　真っ昼間のオフィス街で、甲高い声をあげたせいで、道ゆくサラリーマンたちの耳目を集めてしまった。

　彩あや華かが乱れた髪をかきあげる。

「だから、私は悠ちゃんに〝大好き〟って言ってもらうため、がんばったのよ！」

「そ、そんな理由!?」

「前にも、同じこと言ったわよ？」

「……笑いながら言ってたから、冗談かと思ってたよ」

　ほとんど忘れていたが、数年前に実家で雑談したのを思い出した。

　まさか本気だったとは……

　彩華が恨みがましい口調で言う。

「悠ちゃんてば、中学生になってから、どんどん絵が上手くなって……そのぶん、お姉ちゃんは大変になっていったわ」

　だから、彼女は高校生になってから、急に本格的に描くようになったのか。

「そ、そうだったかな？　僕、そんな子だった？」

「昔から、今でも。まだ自覚がないのね」

「ううぅ……」

　前に、錦にしきにも同じことを言われたのを思い出した。




〝自覚ねえのかよ、おまえは厳しいぞ。基準が自分になってるから、どんどん要求レベルが上がってて〟




　それが、まさか姉を追い詰めていただなんて。

　彩あや華かが断言する。

「悠ゆうちゃんは、絵のことしか頭にないの。絵を通してしか人を見ない……だから、画力で追い抜かれたら……もう、私を見てくれなくなっちゃうでしょ!?」

「そんなことないよ！」

「信じられないわ」

「えー……」

　ジト目で睨にらまれる。

「お願いされた絵を上う手まく描けなかったときは……悠ちゃん、何も言わずに背を向けるんだもの」

「子供の頃の僕、けっこう最低だな……」

　しかも、それほど酷ひどいことをしたという記憶が、悠ゆう斗とにはない。

　描いてもらった絵は、よく覚えているのだが。

　悠斗は問う。

「それじゃ、昨日……僕にイラストを送ってきたのは？　なぜ？」

「上手く描けたからよ？　悠ちゃんが喜んでくれるかと思って。でも、喜んでもらえなかったわね。負けたもの」

　──本当に誕生日プレゼントだったの!?

　イラストレーターとしての実力差を見せつけるためでも、悠斗の成長を促すためでもなかったらしい。

　彩華が近づいてきて、悠斗は両手を握られた。

　彼女の手が震えている。

　瞳が揺れていた。




「私は……悠ちゃんの視界に入っているために、悠ちゃんより上じゃなきゃダメなのに」




　空気が薄くなったように感じる。

　うまく呼吸できない。

「そのために……ぜんぶ!?」

「今回は負けたけど、抜かれたわけじゃないから。勘違いしないで」

「う、うん。まだ姉さんには追いついたなんて思ってないよ」

　ほっ、と彼女が吐息をついた。

　本気で、そんな心配をしていたというのか。

　そんなのは杞き憂ゆうだ──と思うのだが、ここまで言われると、自分の常識への自信がゆらいだ。

　彩あや華かが話を転じる。

「悠ゆうちゃん、さっきのイラスト……あの子のために描いたでしょう？」

　ぎゅっ、と手を握る力が強くなった。

　ちょっと恐こわい。

「……わかるもんなんだね」

「やっぱり！」

「実は、乃のノの香かちゃんに頼まれて、彼女に《レレガ》を好きになってもらうために描いたんだ。他のことは考えなかった」

「わかるわよ。私は、悠ちゃんのためだけに描いてるもの。ずっと」

「そう、だったのか……」

「なのに…………くっ……誰かのために描くなら、まず私じゃないの!?　悠ちゃん、ひどいよ！」

「だ、だって、姉さんから頼まれたことないし」

　自分より実力が上の姉が、求めているとも思っていなかった。

　彩華が顔を紅潮させる。

「ッ……悠ちゃんの、そういう残酷な言葉をサラッと言えるとこも、好き」

「ごめんなさい、改心します！　本当にごめんなさい。なんでもするから、許して」

　こんなにも感情を露あらわにしている姉は、初めてだ。ずっと手を離してくれないから、ちょっと……

　いや、とても恐い。

　通りがかる人たちにも、何事かとジロジロ見られていた。

　彩華が無表情のまま、首を傾ける。

「なんでも？」

「あ……うん、僕にできることなら」

「じゃあ、悠ちゃんのこと……弟だって言ってもいい？　もう言っても、お姉ちゃんを嫌いにならない？」

　高校時代のことがあってから、悠ゆう斗とは彩華に口止めしていた。

　しばらく絵が描けないほど落ちこんでいたせいか、姉も真剣に受け止めてくれたらしい。

　今日まで、ユウトと京きよう橋ばし彩あや華かの関係が表に出たことはなかった。

「……いいよ」

「ほ、本当に!?」

「ずっと、僕のお願いを聞いてくれて、ありがとう。もう大丈夫だと思う」

　もう自分は〝京橋彩華の弟〟ではない。イラストレーターのユウトだ。そう胸を張ることができた。

　ほろ、と彩華の目から涙がこぼれる。

「人前でも、お姉ちゃんって呼んでくれる？」

「姉さんじゃダメなの？」

「…………はじめては、お姉ちゃんにくれるって信じてたのに。あんな女子中学生なんかに」

「絵の話だよね!?　出版社の前の往来で、誤解されそうな言い方はやめよう？　交番も近いし」

「どうなの？」

「わ、わかったよ。お……お……お姉ちゃん」

「悠ゆうちゃああああん!!」

　思いっきり、抱きしめられた。













　その日の夜──

「おめでとうございます、ユウト先生！」

「ありがとう。乃のノの香かちゃんのおかげだよ」

　シャンメリーを注いだグラスで、乾杯した。

　場所は悠ゆう斗との部屋。

　テーブルに、昨夜の誕生日に負けないくらいの料理が並んでいた。

　カプレーゼと三種のソーセージとビーフストロガノフ。それと、カレー風味のピラフと挽ひき肉のマッシュポテトもある。

「連日、こんなに豪勢でいいのかな？」

「もちろんです！　あの京橋彩華先生に勝ったんですから、お祝いしないとです！」

「う、うん……」

　その彩華の真意を聞いたあとだと、素直に喜んでいいのか。

　冷静に考えると、おかしい。

　姉の奇行ともいえる今回の騒動について、悠ゆう斗とは周りに話すことができなかった。

　幼い頃の自身の悪行も、あまり広めたくはないし。

　──今は常識人だと思う。たぶん。

「乃のノの香かちゃんは、大丈夫だった？　今日は遅刻だったでしょ？」

「朝のＨＲだけなので。先生から、ちょっと言われたくらいです。わたし、これでも優等生ですから」

「すごいなあ……いつも放課後には部活へ行くか、ウチで家事をしてるでしょ？　いつ勉強してるの？　他の子は塾とか行ってるだろうに」

　しかも、乃ノ香はイベントのたびに新コスプレ衣装を自作している。いくら時間があっても足りないのではないか。

「料理しながら、英単語を覚えたり、公式を見たりしてます。電子版の参考書がありますから」

「スマホで見てるの、レシピじゃなかったのか……」

「初めての料理ならレシピを見ますけど、いつも作ってるメニューなら覚えてますよー」

「な、なるほど」

「成績を落として、ユウト先生に心配かけたくないですから」

「すごいなあ……忙しくて、大学に通うのをあきらめた僕には、まぶしく見えるよ」

「そんな！　先生とは、やってることが違います」

「いやいや……」

　スマホから着信音があがる。ＬＩＮＥの音声通話だった。

「ん？　錦にしきだ」

　受話した。

「もしもし？　いきなり通話してくるなんて、珍しいね？」

『おう、ユウト！　今、どこだ？』

「家だよ」

『ニコ生、見てみろ！　ここ！』

「どうしたの？」

　雑談の声色ではなかった。妙に切迫感がある。

　会話が聞こえたらしく、乃ノ香も興味深そうに隣へ来た。

　ＬＩＮＥに錦からＵＲＬが送られてくる。タップして、指定された番組を開いてみた。

　アニメの宣伝番組の生放送か。

「え？　姉さん？」

　スマホの画面には、昼間に会った姉──京きよう橋ばし彩あや華かの姿が映っていた。

　そして、右から左へと流れる大量のコメント。





　　　草




　　　　　　爆弾発言キタ




　　ブラコンすぎるｗ




　　　　カミングアウト記念放送ｗｗｗ






　ぞわっ、と悠ゆう斗とは背筋に悪寒が走った。

「な、に？」

　画面に映った彩あや華かが、もじもじくねくねと身体をくねらせ、赤くなった頰ほおに両手を添える。

『それで、それで、んもう悠ゆうちゃんってば、可愛かわいいのよ！　お姉ちゃんをお嫁さんにするって言ってくれたの！』

「ファッ!?」

　悠斗には宇宙が見えた。

　乃のノの香かが真顔になる。

「…………!?」

　彩華の暴走は止まらなかった。ブラコンな姉の歪ゆがんだ目から見た、悠斗の可愛い過去エピソードが、次々と語られていく。

　電話ごしに錦にしきが説明する、その声が震えていた。

『この番組は、オリジナルアニメの２期決定記念放送で、キャラデザをやってる京きよう橋ばしさんがゲストで登場したんだが……最初の雑談で、ちょっと弟の話をさせて～、と言ってから……も、もう５分以上……これが続いてる』

「お、弟って……？」

『イラストレーターのユウト。はっきり言ったぜ』

「……噓うそだと言ってよ！」

　悠斗は悲鳴のような声をあげるしかなかった。

　乃ノ香が顔を引きつらせる。

　彩華が楽しそうに弟話をするのを、なす術すべもなく眺めるしかなかった。

『お風呂には、私が高校に上がるまで一緒に入ってたんだけどね。悠ちゃん、中学生になったら、カギを掛けるようになっちゃって。なんで、お風呂ってカギなんかついてるのかしら、家族なのにー』

　数年ぶん封印していたナニカを吐き出すように、それはもう怒ど濤とうのトークだった。

　圧倒的な弟愛。




　京きよう橋ばし彩あや華かの伝説に、新たな１行が書き加えられるのだった。













　11月16日──

　仕事を早めに切り上げた錦にしきが、遊びに来ていた。

「ふぅ、食った食った」

　テーブルには乃のノの香かが作ってくれた料理が、もうなくなっている。

　悠ゆう斗とは皿を重ねた。

「今日も、おいしかったよ」

「よかったです！」

　キッチンを片付けながら、彼女が笑みを浮かべた。

　そして、なにを手伝うこともなく、ハラミがスマホをいじっている。彼女も悠斗のお祝いに来たらしいが……

「ねえ、ユウト、ちょっとこの部屋を貸してくれない？」

「唐突に何を言い出すんだい、ハラミ？」

　また馬鹿なことを、と思ったが──彼女の表情は真剣だった。

「あたし、配信やってみたい！」

「配信？　あ、作業生配信か」

「うん」

　ニコ生作業配信などとも言われるやつだ。

　自分の手元や、作業中の画面を映し、ラジオ番組のようにトークを披露する。

　報酬などは発生しない。

　いわば、公園でおしゃべりするのと同じだった。その公園に、ときとして１０００人以上の視聴者が集まることもあるが。

　錦にしきが怪け訝げんな顔をする。

「どうして、いきなり配信なんだ？」

「楽しそうかなって」

「まぁ、たしかに、慣れれば楽しい面もあるけどよ」

　ハラミが肉食獣の目つきで、錦に迫る。

「錦は配信やってるわよねー？」

「一応な。たいした人数は来ないけど」

「そこでウイスキーの話をしたら、コミケのときプレゼントしてもらったんでしょ？」

「夏コミ３日目と、誕生日が重なったからな」

「あたしの誕生日は、１月16日だから、よろしくね！」

「おまえ、俺の誕生日はスルーしておいて……」

「お祝いしてほしいなら、夏コミ３日目なんかに生まれないでよ。それどころじゃないっての」

「こんにゃろー」

「戦争でしょ!?　夏の３日目なんて、生きるか死ぬかでしょ!?」

「否定はしねえけどよ」

　もうすぐ三十路みそじになろうかという男が、誕生日で言い争うのも馬鹿馬鹿しいと思ったようで、錦は声のトーンを落とした。

　ふんっ……と娘に邪険にされた父親のような雰囲気で、お猪ちよ口こに純米大だい吟ぎん醸じよう《英勲》を注ぐ。

　悠ゆう斗とへの祝いわい酒ざけとして錦が持ってきたものだが、半分以上は当人が吞のんでいた。

　ハラミが、ひょいと何かを横にどけるジェスチャーをする。

「まぁ、それは措おいておいて……作業生配信のやり方がわかんないから、どうにかしてよ、錦」

「今のが、人にモノを頼む流れかー？」

「なによー。知ってるんでしょ、いいじゃん」

「ちょっと調べれば、ハラミにもわかるよ。けっこうＰＣに詳しいし」

　意外なことに、ハラミはＰＣに強い。仕事で使っているのは、自分でパーツを買ってきて組み立てた自作機だ。

「そうかもしれないけれど、今夜、やりたい気分なの！　自分で調べてたら、明日になっちゃうでしょ」

「俺、疲れてんだよ」

「えー。やりたい！　やりたい！　やりたい！　今、やーりーたーいー!!」

「大声を出すな。近所に誤解されるぞ、ユウトが……」

　自分は関係ないと思って皿洗いを手伝っていた悠ゆう斗とが、顔をしかめる。

「ちょっと……!?」

　ぷくう、とハラミが頰ほおを膨らませた。

「わかったわよ。自分で調べる。そして〝二に色しき先生にやり方を訊きいたら、誕生日を祝ってあげなかったからって拗すねて教えてくれなかった〟って配信で言ってやるもん」

「最悪だ！」

「大学時代に二股かけてた系のこととかも？」

　錦にしきが身を乗り出す。

「あれは、おまえの作り話だろ!?　ああ、もう、しょうがねーなー。変なこと言わないって約束すんなら、教えてやるよ」

「やったね♪」

　先輩を脅迫する後輩──恐ろしい。

　錦がため息をつく。

「でもなぁ、ホントのとこ……やめといたほうがいいと思うぞ？」

「なんで？」

「ハラミは生配信に向いてない」

「そんなことないわよー。神が民の前に降臨するのよ。祭りでしょ。まさに、あたしのためにあるようなものじゃない？　遅すぎたくらい」

「仕事関係での言っちゃいけないことは、言うなよ？　言うなよ？　絶対に言うなよ？　生配信は録画してるヤツもいるから、一生残るし、変なことしたらネットで拡散されるぞ」

「大丈夫！　あたしを誰だと思ってるの!?」

「ハラミだから不安しかねえんだよ……んで、おまえの家に行くのか？」

　ぶんぶん、とハラミが首を左右に振る。

「無理無理無理！　お母さん、どんだけ言っといても勝手に部屋に入ってくるもん！　配信中に母親が登場とか、神としてありえないし」

「神じゃなくても配信事故なんだよなぁ……つか、ハラミってエロも描いてるわけだろ？　そんな環境で、よく親に見つからないな」

「あたしがエロを描いてること、親は知ってるわよ？　むしろ、商業も同人も描いた本は全てリビングに飾ってあるし」

「ぶっふぉ!?」

　錦にしきが日本酒を噴いた。

　皿洗いしていた悠ゆう斗とと乃のノの香かの手が、思わず固まる。

　──リビングにエロ同人誌が!?

　ハラミが遠い目をした。

「あたしだって最初は恥ずかしかったけど……人間って慣れるわよね」

「……そうか。人様の家庭事情にツッコミは入れないでおくぜ。まぁ、そういう環境だから、ユウトに部屋を貸せって？」

「道具は持ってきたから」

　なにやら大きな荷物だと思ったら、大型タブレットＰＣ（MobileStudio Pro 16）に、カメラやマイクまで。

　悠斗はタオルで手を拭きつつ、コタツに戻る。

「……まぁ、２時間くらいなら」

「わーい、ユウト、優しい！」

「べつに部屋は映さないんでしょ？」

「あたしの美貌を世界へ！　と言いたいとこだけど、この殺風景な部屋をマイスイートルームと誤解されたら嫌だから、手元だけ映すわ」

　前に見せてもらったファンシーグッズの墓場のような汚部屋よりマシだろう──と悠斗は思ったが、口には出さなかった。

　やれやれ……と肩をすくめる。

　そういえば、ハラミが持ってきたのは、彩あや華かが持っていたのと同じ機種の別タイプか。

「ハラミ、これで絵も描けるの？」

「当然！　液タブ部分は、ユウトが使ってる24ＨＤよりも上よ。こっちのが新しいもん」

「高そうだね？」

「公式サイトで30万円ぽよ」

「うへぇ」

「液晶タブレットとＰＣのセットみたいなもんだしねー。じゃあ、錦、配信できるようにして」

「へいへい」

　面倒くさそうに、錦がソフトウェアの設定をはじめた。

　その間に、ハラミがスマホを操作する。

「配信の予告しちゃおーっと。タイトルは……《神じん宮ぐう寺じ神かみ絵えのレイプ配信》でいいかな!?」

「ドアホウ！　いきなり規約違反だ！　てか法治国家にケンカ売ってんのか!?」

　錦にしきが蹴りを入れ、悠ゆう斗とはため息をついた。

「……普通にしなよ。最初なんだし」

「はーい。んじゃ……《神宮寺神絵の神配信。肌色多め♪》こんなとこで」

　正直、感心する。

「まだテスト配信もやってないのに、そのタイトルで予告できるハラミの度胸って、本当にすごいと思う」

「なに言ってんの、人生なんて１回しかないのよ？　つまり、この人生は人生初しかないわけ。人生初だからってビビッてたら、やること全てビビッてなきゃいけないじゃん。そんなのイヤでしょ!?」

「一瞬、納得しそうになったけど……僕は人生が１回しかないからこそ、慎重に行動するかな」

「つっまんない男よねー」

　心の底から、つまらなそうに、ハラミが言い放った。
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「神、降臨！」

　ＤＫダイニングキツチン側でハラミが声をあげてから、数秒後に配信からも聞こえる。けっこうタイムラグがあった。

　──本当に、そのノリで行くのか。すごいな。

　仲間内でならともかく、お客さんに対しても偉そうなスタンスを貫いたことに、悠斗は感動さえ覚えた。

　錦が肩をすくめる。

「やれやれ……」

　ハラミはコタツのうえにタブレットＰＣを置き、マイクを左側に。右側に設置したカメラは、彼女の手元と画面を映すように小型三脚で固定されている。

　普通なら、作業ウィンドウだけを配信するものだが、ハラミは手元まで映していた。

　凝ったマニキュアで指先を飾っている。

　彼女がクリスタ（CLIP STUDIO PAINT）を起動した。

　悠斗たちは部屋の仕切りスライドウオールを閉じて、私室の側で配信を見ている。

　ちなみに、乃のノの香かは悠斗の後ろ。黙ってスマホを操作しているときは、実は勉強中らしかった。












　ＤＫダイニングキツチンにあるマイクに拾われないよう、小さな声で会話する。

「……意外とアクセス多くない？　直前にツイッターで告知しただけなのに」

「初配信だし、女性イラストレーターだからな」

「イラストレーターの性別って、そんなに重要なの？」

「配信とか同人イベントとか、作者の顔が見える場面では、やっぱり差を感じる。女性のほうが、集客しやすいな。圧倒的に」

「……この世界は残酷だよね」

「あと、仕事を取るときにも有利だぜ」

「そんなことある!?」

　声のボリュームを落とすよう、錦にしきにジェスチャーで注意された。悠ゆう斗とは自分の口元を片手で隠す。

　──性別で仕事が取れたり、ダメだったりするものだろうか？

「都内在住、若い、女性……ってあたりは、営業上で有利な要素だな。まぁ、不利な要素とも言えるが……」

「有利でもあり、不利でもある？」

「ああ、その辺は今度な。妙なことになってるぞ、配信」

　言われて画面に目をやる。

　ガラの悪い連中がコメントしていた。

『声が変』『マニキュアがダサイｗ』『指、短くね？』

　悠ゆう斗とは顔をしかめる。

「……なに、これ？」

　何度か錦にしきの配信を見たことはあるが、こんな酷ひどい連中はいなかった。

　彼が肩をすくめる。

「配信者が女だと、絡んでくるヤツが湧くんだよ。気を引きたいのか、出る杭くいを打ちたいのか。まぁ……ただの性癖かもしれんが」

　さすがのハラミも傷ついて言葉もない──などという気弱な性格ではなかった。

「はぁ？　あたしの声は変じゃないし！　かわいいし！　このマニュキアの良さがわからないなんて、センスゼロじゃない!?　指が短い？　あんた、どんだけ長いわけ、あんた猿!?」

　──メンタル、強いッ！

「尊敬するよ、僕は」

「まぁ、ハラミだからな」

　しかし、反応すると罵倒した者は調子に乗るものだ。相手はネットの向こう側で、匿とく名めいという安全地帯から石を投げてきているのだから。

『声が太い。胴も太そうｗｗｗ』

「なにお！　あたしが、どんだけ努力してるか！　見せてやろうじゃない！」

　ＤＫダイニングキツチン側から、ごそごそと衣きぬ擦ずれの音がする。

　まさか脱いでる!?

　カメラの向きを変えていないから、肌は映っていないが……。

　悠斗は慌てる。

「と、止めたほうがよくない!?」

「ハラミだよなぁ」

　ため息をこぼしつつ、錦はスマホを操作した。

　ほどなく、配信中だというのにハラミのスマホからメッセージ通知音があがる。

「ん？　あー……錦に〝煽あおりは無視かＢＡＮ。作業しろ〟って言われたから、そうするね」

　錦が頭を抱える。

　コメントが溢あふれかえった。

『ニシキって誰？』

　答えるな──と錦は制止したが、妙に事情通な客というのがいるものだ。

『二に色しきじゃろ。よくイベントで話してるし』

『マジで!?　付き合ってんの!?』

『彼氏持ちかよ。解散』

　恐ろしい流れになってきた。

　不機嫌そうな声でハラミが否定する。

「ハンッ！　あたしの男の趣しゆ味みは、そこまで悪くないっての！　この神の彼氏になろうっていうなら、５０００兆円くれる人じゃないとね！」

『５０００兆円ほしい』『ほしい』『５０００円ならある』『神ｗｗｗ高いｗｗｗ』

　彼女の居丈高な言動が、だんだん許容されてきた気がする。

　悠ゆう斗とは安あん堵どした。

「みんな、慣れてきたのかな？」

「ハラミはネット上にいるファンタジーな生き物だと思えば、見てるぶんには面白いからな。生放送ウケするタイプってわけだ。実際に会うとアレだが……あと、悪さするヤツはＢＡＮって宣言したからな」

　ＤＫダイニングキツチンからハラミの奇声が聞こえてきた。もう場所を借りていることを忘れている。

「どんだけの人が見てるんだろうね？」

「システム上、配信開始時からの累計は表示されてるが、リアルタイムの視聴者数は不明だ。でも、コミュニティにどんどん人が増えてるから、支持されてると思っていいんじゃないか？」

「よかったねえ」

　悠斗は息をついた。仲間が大勢から認められるのは嬉うれしいものだ。近所迷惑にさえ目を瞑れば、だが……。
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　最初こそ波乱を巻き起こしたものの、その後は順調にトークをしつつ作業を進める。

　今回は、同人誌（総集編）の表紙だった。

　ラフは用意してあって、線画を作成している。

　１時間が経過した。

「んでさー、そこの牛丼屋、次に行ったら、明らかに盛りが少ないわけよ。並の量が変わっちゃうの困るよねー」

『ヤバイ』『その線、ヤバイ』『見え』

「ん？　ああ、ここねー。まぁ、下はともかく、上は平気っしょ」

　さらさら、とハラミがペン入れを続ける。

　人の作業をひたすら見ているほど、悠斗は暇ではなかった。彩あや華かと対決した影響で、スケジュールには１週間ほどの遅れが発生している。

　取り戻さなくては。

　もう自分のＰＣで作業していた。

　錦にしきは日本酒が回ったのか、床で大の字になっている。グーグーと寝息が聞こえていた。

　乃のノの香かがスマホで時計を確認する。

「あ……そろそろ、帰らないとかもです」

　悠ゆう斗とは作業を中断して、彼女のほうを向いた。

「そんな時間か」

「あちらの部屋を通っても、大丈夫でしょうか……？」

「たぶん足音くらいなら……カメラに映らなければ平気じゃない？　独り暮らしとは言ってないし」

　そのＤＫダイニングキツチン側で、ハラミが声をあげる。

「あー……喉のど、乾いた！」

　ずっと喋しやべり倒していた彼女が、いきなり「休憩！」と宣言した。

　仕切りスライドウオールを開ける。

「なんか、飲み物ない？」

　──自宅にいる設定なのに、僕らと話していいの!?

　悠斗は戸惑うばかりだ。

　乃ノ香が応じる。

「ロイヤルミルクティはいかがですか？」

「いいねー、よろしくー」

　ハラミが席に戻った。

　またコメントが少し増えている。

『唐突な休憩タイムｗ』『誰かいるの？』『今の声、誰？』

「あー……妹」

　適当な応対だ。視聴者からの質問に、ぞんざいな口調で答えていく。

『妹さんの名前は？』

「カルビ」

『年齢は？』

「３歳」

『適当ｗｗｗ』

「あんたらも若いほうがいいわけ!?　妹じゃなく、あたしのこと訊ききなさいよ！」

『神かみ絵え先生のブラのサイズいくつ？』

「彼氏になったら教えてあげる。５０００京けい円ちょうだい」

『インフレ率やべえｗ』『高過ぎィ！』『値上げすんな』

　妹役にされてしまった乃のノの香かが、苦笑しつつキッチンでお湯を沸かした。

　すぐ飲めるように、喉のどに優しいように──熱すぎないロイヤルミルクティを用意して、コタツへ運ぶ。

「どうぞ……お姉ちゃん」

「うん、ありが……ッ」

　ハラミの伸ばした左手が、カメラにぶつかった。

　小型三脚が、あっさり倒れる。

　カメラが転がった。

　乃ノ香がビシッと固まる。

　行列のできるコスプレイヤーである彼女は、いかなるときもレンズを向けられると、動きを止める癖くせがついているのだった。

　またコメントが溢あふれる。

『妹さん、かわいい！』『セーラー服！』『ＪＣ!?』『かわいい！』『かわいい！』『また事故発生ｗ』『ＲＥＣ！』『カルビちゃんかわいい！』

「あっちゃー……」

　ハラミがカメラを拾って、元の位置に戻した。

　乃ノ香が顔を青くする。

「はわわ……」

　コメントを見ていると《コスプレイヤーののの》であることまで気付いた視聴者はいないようだった。もろちん、乃ノ香の素性についても。

　ハラミが冷や汗をぬぐった。

「ま、まぁ……転げ落ちるカメラに、一瞬映っただけだしねー」

　それでも、充分に危なかったと思うが。

「何も見なかったということで！　あんたら、忘れなさい！」

『なかった』『事故などなかった』『忘れた』『自分の名前さえも』

「さあ！　気を取り直して、続きを描くわよ！」

　ペンを握った直後──

　配信の画面がブラックアウトした。

「あ、あれ？　あれ？」

　ハラミがあれこれ操作する。

　再開しない。

　異変に気付いて、悠ゆう斗とはウィンドウを切り替えた。ハラミの作業配信を表示してみると、やはり停止している。

　真っ黒な画面に浮かぶ警告文──

〝この動画は視聴できません〟

　そう表示されていた。

　ハラミが焦った声をあげる。

「え？　え？　え？　どういうこと？　あたしの美しさに、システムが耐えられなかったとか？」

　乃のノの香かが申し訳なさそうにしていた。

「……わたしが映っちゃったせいでしょうか？」

「おお!?　のののちゃん、言うわねえ」

「ひぇっ!?　ちが……神じん宮ぐう寺じ先生の言ってる意味じゃないですよー!?」

　大騒ぎしていると、むくりと錦にしきが起き上がった。アクビまじりに。

「うぅ……どうしたい？」

「錦ぃ～、配信が止まっちゃったよぉ！」

　猫型ロボットに泣きつくメガネの少年みたいな声をあげた。

　自分がソフトを設定したこともあり、錦は目元をこすりつつ、タブレットＰＣの画面を覗のぞきこんだ。

　彼が眉間にシワを寄せる。

「…………ひとつ訊きくんだが、ハラミさんよ」

「あたし、なにも悪いことしてないのに、配信が止まったー」

「これ、なんだ？」

「同人誌の表紙よ？　総集編だけど」

「じゃなくて、これ。ここ」

「おっぱい」

「その先っちょ！」

「やだ、錦!?　セクハラ!?　あたしに乳首って言わせたいわけ!?」

「ドアホぉッ!!　くっそ思いっきり、描いちまってんじゃねえかー!?」

「え？　そりゃ、エロ同人誌なんだから……」

「生配信はＲ18どころかＲ15すら禁止だ！　おまえは、運営にＢＡＮされたんだよ！」

「ひぎゃあぁぁぁー!?」




















　よく晴れた月曜日の昼下がり。

　悠ゆう斗とは自宅から歩いて５分ほどの場所にあるデザイナーズマンションを訪れていた。

　大型のトラックが玄関の前に駐とまっている。

　ガッチリした体型の男性たちが、次々とダンボール箱や家具を運びこんでいた。

「これ、どこ置きましょう!?」

「えっと……奥の部屋で」

「はい！」

　威勢のいい返事をして、書籍が入ったダンボール箱を２つ重ねて運んでいく。

　ナスが１個持ち上げるのも大変なほど重いのに。

「何度も見てますけど……すごいですね、引っ越し業者の方って」

「うん、本当に」

　悠斗はうなずいた。

　今日は、ナスが近所に引っ越してくるということで、手伝いに来ている。

　ストーカーのせいで、彼女は何度か引っ越しているらしい。梱こん包ぽうや指示に、慣れが感じられた。

　２ＬＤＫの奥の部屋に、だんだんと増えていくダンボール箱を、悠ゆう斗とは眺める。

「ずいぶんと本が多いんですね？　本棚も大きいのが３つもあるし」

「資料になると思うと、つい買っちゃうんです。あ、でも蔵書ということなら、小お倉ぐら先生は多そうじゃありませんか？」

「マリィの家には本棚がないらしいですよ」

「あら、電子書籍とか？」

「いや……12畳くらいのリビングが、山積みになった本で埋まってるそうで」

「すごいですねえ！　ある意味、部屋が丸ごと本棚ですね」

「たしかに」

　１時間半ほどで、荷物の搬入が終わった。

　業者の方が、悠斗のところへ来る。

「旦那さん、作業完了のサインと、お支払いをお願いしたんですがー」

「いや、僕は……」

　慌ててナスが駆け寄ってきた。

「そ、その人は違うんです！　ごめんなさい！」

「おっと、こりゃ失礼」

　若い女性の引っ越しに、男が１人だけ手伝いに来ていたら、ただの友人とは思わないものか。

　左手の薬指に、指輪もあるし。

　ナスがサインして、引っ越し代を支払った。

　その後──

　２人で大きな物から開封していく。

　デスクの上に液晶タブレットを置くのが、とにかく大変だった。なんと30キロ以上の重量がある。

「ふぅ……この位置でいいかな？」

「すみません、ユウト先生に手伝ってもらってしまって」

「いえいえ、１人じゃ大変でしょうし。でも、ハラミたちは、どうしたんだろう？」

「そうですね？　お昼は一緒にというお話だったんですが……」

　ナスはスマホを手に取る。

　気付いていなかったが、メッセージが来ていた。アプリを開く。





　　　Twitter　３分

　　　神じん宮ぐう寺じ神かみ絵え

　　　ごっめ～ん★原稿おわんないっぽ！






　画面を悠ゆう斗とにも見せた。

「神絵さん、お忙しいみたいですね」

　ナスは〝そうなると、今日は２人きり？〟と考えて、落ち着かない気分になる。自分でも、こんなに動揺するなんて、と驚いてしまうほどだった。

　悠斗がぼやく。

「ハラミ、当日になって言ってくるなんて、困ったもんだね」

　──実は面倒臭くなって逃げたんじゃなかろうか？

　などと疑惑を抱いてしまうが、そこまでは言わないでおいた。依頼が多くて忙しいのは知っているし。

　ナスが苦笑する。

「アニメ化の前ですから、仕方ありません」

「うん……あ」

　悠斗のスマホにも着信があった。こちらはＬＩＮＥに錦にしきから。




『トラブル発生。早上がりできそうにない。あとで酒もってく』




「錦もかー」

「ダメそうですか？」

「あとで引っ越しの祝い酒を持っていく、って言ってるけど、結局は本人が吞のむんじゃないかな」

「ふふふ……二に色しきさんはお酒に詳しいから、楽しみですね」

「まぁ、トラブルじゃ仕方ないか」

　そして、平日の昼間なので、乃のノの香かはまだ学校に行っている時間だった。

　ナスが微笑ほほえむ。

「みなさん、いろいろありますから」

「他の知り合いとか、呼んでないんですか？」

「私、関東に住んでいる友達がいなくて」

「意外ですね」

「前はいたんですけど、いろいろあったもので……」

　ふと悠斗は思い出す──そういえば、友人の旦那に言い寄られて、大変な目に遭ったと言っていた。どう決着したのかは聞いていない。

　少なくとも、今は引っ越しの手伝いを頼める仲ではない──ということか。

　努めて明るい口調で励はげます。

「２人でも、なんとかなると思う！　がんばりましょう！」

「ありがとうございます、ユウトさん。ひとまず、この部屋のダンボール箱を開けようと思います」

　引っ越し慣れしているナスは、予あらかじめ家具の位置は細かく指定しておいた。

　前回は１人で梱こん包ぽうも開かい梱こんもした。

　ストーカーから逃げるための夜逃げのような転居だったこともあり、大量のダンボール箱を前に、しばらく動けないほど精神的に厳しかった覚えがある。

　今は２人だ。

　予定どおりにいかなくても気持ちは前向きで、明るい。

　誰かが一緒にいてくれるからなのか、それが悠ゆう斗とだからなのかは、ナス自身にもわからなかったが。

「ここのダンボール箱は、本かな？」

　悠斗は手前の箱を開ける。

「はい」

「先に、台所用品とかを開けなくてもいいの？」

「そうですね、まずは作業できる環境が優先でしょうか。ＰＣを繫つなぐのと、資料の本を出すのと」

「ナスさんは会社では作業しないんです？」

「会社にも席はありますが、ほとんどが自宅での作業ですね。契約している会社の案件よりも、他から受けているもののほうが多いですし」

「会社員っていっても、いろいろだね」

「完全に独立することも考えたんですが……いろいろ恩があるので、それも不義理かと思いまして」

「なるほど」

　２人して、ひたすらダンボール箱を開けていく。

　美術関係の本が多い。

　悠斗は気になる１冊に目を留とめ、思わず開いてしまった。

「へー……こんなの出てたんだ、よさそうだな」

「よかったら、読んでみますか？　彩色にＰＣを使ってても、参考になりますよ」

「ふむふむ」

　技法について話していると、一瞬にして時間が過ぎてしまう。

　どちらからともなく我に返って開かい梱こんに戻った。

　３度ほど繰り返す。

　悠ゆう斗とは真面目まじめな顔で言う。

「ひとつわかりました、ナスさん」

「なんでしょう、ユウトさん？」

「一緒に本棚の前にいると、何日あっても終わりそうにないです」

「はい……ごめんなさい」

「こちらこそ。そんなわけで、ナスさんはＰＣのほうをお願いします」

「わかりました」

　同じ部屋ではあるが、作業を分担することになった。

　ナスはＰＣをセットアップする。

　机の下に置いたＰＣの裏に、ケーブルを通した。狭い場所の作業ばかりで、うめき声がもれる。

「んー……んー……」

「ナスさん、大丈夫？」

「は、はい……本当は、もっと長いケーブルを使って、繫つないでから机の下へＰＣを収めればいいんですけど……余ったぶんが、ぐるぐるごちゃごちゃしちゃうのが、なんか美しくなくて」

　そのようなわけで、ナスは机の下に潜って作業をつづけた。

「わかるなぁ」

　悠斗のほうはダンボール箱から出した本を次々と棚に入れていく。

　順番はあとで整理するから、気にしなくていい──と言われていた。それでも、せめて向きと大きさは揃そろえたい。

　ふと机のほうを見る。

「うっ」

　ナスが机の下で四よつん這ばいになっていた。

　スカートに覆われたお尻が揺れている。

　ぐいっ、と奥へ手を伸ばすと、シャツが引っ張られて、お腹なかが露あらわになった。

　──ナスさんのおへそが!?

　鍛えているというより、ほっそりしている胴の中央。白い肌に、縦長の窪くぼみがあった。

　１本、短めの線を引いたような控えめなおへそだ。

　つい視線が吸い寄せられる。

「あ、いやいや……」

　こんな覗のぞき見みのようなことをしてはいけない！　と悠斗は視線を引ひき剝はがした。

　ケーブルを繫つなぎ終え、ナスが机の下から這はい出でてくる。

「あ……やだ」

　乱れたシャツに気付いて、慌てて裾すそを直した。

　──おへそが見えなくなって、ほっとしたような、残念なような……などと悠ゆう斗とは考えてしまう。

　形のいいおへそだった。今度のキャラクターに使おうか？

　黙っていると、おへそのことばかり考えてしまいそうなので、なにか話題を探すことにした。

　ただし、絵に関することだと、お互いに手が止まる。

　──あれ？　意外と他に話すことないな？

　ふと姉に言われたことを思い出す。




〝悠ゆうちゃんは、絵のことしか頭にないの。絵を通してしか人を見ない〟




　ぶんぶん、と頭を左右に振った。

　昔はわからないが、今の自分は違う……と思う。違うはず。

　ナスのことはイラストレーターとして尊敬しているが、それだけではないと思う。大切な友人だ。












　悠ゆう斗とは少し考えて、話題を振る。

「そういえば……ちょっと前ですけど、ハラミと都内の温泉に行ったって？」





　　　　　†






「え？　あ、そうなんです。行ってきました」

　実は、このときナスは──繫つないだはずのＰＣが起動しなくて、焦っていた。

　手探りで繫いだから、ケーブルの接続が甘いだけだろう、と思う。

　しかし、引っ越しのときに壊れた可能性もある。

　故障となると、一大事だ。

　ＰＣの修理？　買いなおし？　作業中のデータのバックアップはどうだったか？

　この引っ越しと、故障対応で遅れるスケジュールは取り戻せるのか？

　頭の中で、ぐるぐると回る。

　ナスはいそいそと机の下に潜った。

　悠斗が不安そうに訊きいてくる。

「どうかしたの？」

「いえ……大丈夫です、たぶん……そうそう《大おお江え戸ど温おん泉せん物もの語がたり》ですよね。神かみ絵えさんと行ってきました。ユウトさんも長なが崎さきに行かれたそうで？」

「マリィの付き添いでね。雲うん仙ぜんはいいとこだよ、食事は美お味いしいし、お湯も濃くて」

「素敵ですね」

「うん、目に入ると痛いくらいで……そ、それで、大江戸温泉はどうだった？」

　言いかけてから、悠斗が急に話を戻した。

　少しだけ違和感を持ったナスだが、聞きき咎とがめはしない。ケーブルを確かめながら、半月ほど前のことを思い出していった。

「んしょ……そうですねぇ……狛こま血ちのコラボをやってまして、とても盛況でした」

「ああ、大人気だね」

「お客さんは女性ばかりでしたが……あ、これかも」

　ＤＰケーブルが緩んでいたのかもしれない。もっと押しこめた。

　話しながら、机の下から出る。

「えっと……あとは、お好み焼きを食べたんですが、味は濃かったですけど、美味しかったですよ。潮の香りのする湯も気持ちよかったですし」

　もう一度、ＰＣを起動してみる。

　何事もなかったかのように、動き出した。液晶ディスプレイも液晶タブレットも正常に映る。緊張が緩んだ。

　はぁぁぁー、とナスは溜ためこんでいた空気を吐いた。

　──よかったぁ。

　ケーブルを結束バンドでまとめるため、またナスは机の下に潜る。本日３回目。

　悠ゆう斗とが尋ねてくる。

「足湯とかもあるんだっけ？」

「あ、そうです、浴場とは別なんですけど。あとは、サウナも素敵でしたー」

「ほおー」

「あはは……サウナといえば、神かみ絵えさんに──ユウトさんのこと好きだよね、なんて言われちゃって」

「へ……え？」

　失言だった。

　ナスは固まってしまう。

　緊張だけでなく、気まで緩んでしまったらしい。

　悠斗のほうも、どう反応すべきかわからず言葉が出ないようだった。

　ナスは机の下に潜ってお尻を向けたまま、痛切に願う。




　嗚あ呼あ、Photoshopの神様……

　人生にも《取り消しアンドウ》機能を、なにとぞ実装してください！
















あとがき






『14歳とイラストレーター３』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者のむらさきゆきやです。




　今回はライトノベルのイラストレーターならではのエピソードが多めとなりました。

　第１巻から存在だけは語られていたお姉ちゃんが、大暴れの巻です。ラブと言えるのか？　でもこういう形の愛もあるのではないかと思います。

　本シリーズでは、いわゆる異性への愛だけでなく家族愛や尊敬や憧憬や親近感などを絡めて登場人物たちの心情を多面化しています。このあたりは、イラストだけでなく企画も担当してくださっている溝みぞ口ぐちケージ先生と相談しながら作っており、私の発想にはない要素も盛りこまれています。

　楽しんでいただけたなら、幸いです。




　次巻は年内に出せるといいなと思っています。よろしくお願いします。




　宣伝です──ゲームそっくりの異世界に召喚された最強ゲーマー（しかしコミュ障）の快進撃物語『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』講談社ラノベ文庫より刊行中。コミックも好評連載中です。

　長編戦記『覇剣の皇姫アルティーナ』、大人気戦略ゲームのノベライズ『千年戦争アイギス　白の帝国編』ファミ通文庫より刊行中です。よろしくお願いします。




　謝辞──

　イラスト・企画の溝みぞ口ぐちケージ先生、今回も様々なアドバイスと、かわいいイラストをありがとうございます。

　デザイナーの木き緒おなち様、素敵なデザインをありがとうございます。えれっと先生との『ぼくたちのリメイク２』と同時刊行ですね！

　担当編集の神かみ長なが様、原稿が遅くなってしまって本当に申し訳ありませんでした。次こそはスケジュールどおりに！（２巻の後も言っていた気がしますが）

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様と関係者の方々、支えてくれている家族と友人たち。

　そして、ここまで読んでくださった皆様に一番の感謝を！

　ありがとうございました。


むらさきゆきや　　　











あとがき






　今日も今日とてイラスト活動！

　読んでいただいてありがとうございます、溝みぞ口ぐちケージです。

　14歳もめでたく第３巻になってしまいました。つまり百巻も遠くないのだと思います。




　今回はお姉ちゃん回！　と思わせて、悠ゆう斗とくん回です。

　あとがきから読んだ君、ほらネタバレを食らったぞ！　もう本文を読まずにあとがきを読む、なんて馬鹿な真ま似ねは止よすんだ。




　さて、今回は取材をする先が残念なことに！　ありませんでしたので、家でゴロゴロ仕事をしています。

　１枚だけ近所の公園に写真資料を撮りに行ったのですが、ちょうどお昼時、近隣の保育園が園児たちを遊ばせていました。

　お昼の公園は、大の大人がいていい空間では無かったのですね。

　トイレに寄ったらしきリーマンの兄ちゃんと目が会いました。お互い通じ合うものがあったのだと思います。

　公園の入口で電話をするふりをしながら、誰もいない角度を狙ってこっそり撮って帰りました。ここに不審者がいます。




　それはさておき、紹介です。

　用語解説のコーナーにも登場したCLIP STUDIO PAINTなのですが、14歳とのコラボパッケージ版がコミックマーケット92、セルシスさんの企業ブースにて発売になります！

　お話が来たとき、え、いいの？　って感じだったのですが、本当に発注書が届いてしまったので、楽しんで乃のノの香かちゃんを描かせて頂きました。

　詳細はセルシスさんの公式サイトをチェックチェックして下さい。そして買って！




　ということで、今回もむらさきさん、木き緒おさん、担当の神かみ長ながさんをはじめ、様々な方にお世話になりました。今後もお世話をして下さい。ぶら下がって生きていきたい。

　そしてここまで読んでくださった皆さん。３巻目も楽しんでいただけたなら幸いです。

　次巻も出ます！　またよろしくお願いいたします。

　……コミケもよろしくね！（小声）


溝みぞ口ぐちケージ　　　

















特別付録　書き下ろし短編







『狩りごっこ』




　夕方──

　悠斗は仕事机に向かい、イラストを描いていた。

　ダンボール箱の前で、乃ノ香が緊張した面持ちをしている。箱に空けた穴に、彼女は手にした猫ジャラシをゆっくりと近づけていった。

　ガッ！　と猫の手が穴から飛び出す。

「ひゃっ!?」

　猫ジャラシを爪がかすった。すぐ、その手が引っこむ。

　何度も繰り返していた。

　悠斗は苦笑する。

「妙な遊びを覚えたね、ワコム」

　箱の中にいるのは、猫のワコムだった。

　乃ノ香が笑みをこぼす。

「やっぱり、猫ちゃんですから、狩りごっこが好きなんですよー」

「僕、あんまり遊んであげられてないからな……乃ノ香ちゃんが来てくれて、ワコムも喜んでると思うよ」

「あはっ……そうだといいんですが。わたしも、ワコムちゃんと遊んでもらえるのが楽しいです」




　翌日──

　乃ノ香は受験勉強も水泳部の大会もある中学２年生だ。悠斗の家に来れない日もある。

　前日に作っておいてもらったシチューを温めて食べ、仕事机に戻った。

　ワコムが仕事机に乗ってくる。

「なんだ、珍しいね？」

　いつもキャットタワーで寝ているばかりなのに。

　気にせず、悠斗がイラストを描いていたら……

　ワコムが飛びかかってきた。

　ゆらゆら動くペン尻を、勢いよく前足がひっぱたかれる。

　ガッ！　と悠斗の手から、ペンが飛んだ。

「ちょっ……!?」

　床に転がったペンを追いかけ、ワコムが飛びかかる。さらちペンが叩かれ、とうとうベッドの下へ。

「わあぁぁぁ!?　それがないと絵が描けないだろ、おまえー!?」

　ペンを追いかけ、ワコムもベッドの下へ。

　悠斗もベッドの下に手を入れる。

　ガッ！　と引っかかれた。

「痛!?」

　──まさか、狩りごっこなの!?









　著者

　むらさきゆきや

　　作家

　　『異世界魔王と召喚少女の奴隷魔術』講談社ラノベ文庫

　　『覇剣の皇姫アルティーナ』ファミ通文庫

　　『14歳とイラストレーター』ＭＦ文庫Ｊ

　　『千年戦争アイギス　白の帝国編』ファミ通文庫

　　著者サイト→http://murasakiyukiya.net/
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